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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私、佐さ藤とう夢ゆめ美み、高二生。

　中二の時にママが亡なくなって、以来ずうっと、佐藤家の家計をやりくりしている。

　家にいるのは、企き業ぎよう戦士のパパが一人と、双ふた子ごの弟、天てん吾ごと人じん吾ご。

　だから、炊すい事じ洗せん濯たく、整理整せい頓とん、料理育いく児じは、全部私がやらなくちゃならなくて、その結果、私は立りつ派ぱな主しゆ婦ふになってしまった。

　もういつでもお嫁よめに行けるぐらい、えっへん。

　といっても、パパや天吾たちを残しては、どこにも行けないんだけどねぇ、くすん。

　そんな私の耳に、ある日突然くっついたのが、魔ま法ほうのピアス。

　正式には、三宇宙四し精せい霊れいの聖せい物ぶつの一つで、「月げつ光こうのピアス」という名前。










七聖宝

　　三宇宙の聖宝

　　　　　　月光のピアス

　　　　　　星影のブレス

　　　　　　太陽のリング

　　　　　　＋

　　四精霊の聖宝

　　　　　　風のシルフの聖十字

　　　　　　土のグノームの聖剣

　　　　　　水のオンディーヌの聖衣

　　　　　　火のサラマンドラの聖冠




　これは、元はと言えば、私のあこがれの人、鈴すず影かげ聖せい樹じゆさんの持ち物。

　鈴影さんは、ドイツ人とのハーフと言われている。

　聖樹・レオンハルト・ローゼンハイム・ミカエリス・鈴影といってね、弱じやつ冠かん十八歳にして、ドイツの名門ミカエリス家の当とう主しゆで、『銀の薔ば薇ら騎き士し団だん』総そう帥すい。

　見目うるわしく、スポーツ万能、洗せん練れんされたセンスに身のこなしっ！

　つまり、パーフェクトの人。

　そんな彼と、「月光のピアス」をめぐって知り合いになれたのは、ラッキィと言えばラッキィだったけれど、困ったこともあった。

　私の耳にとりついたこのピアス、実は、人を動物に変身させる力を持っていた。

　この犠ぎ牲せいになったのは、三人。

　私の幼おさな馴な染じみのサッカー少年、高たか天ま宏ひろし。

　かわいい後輩、光こう坂さか亜あ輝き。

　そして、才さい女じよでクールな空手部女性キャプテン、冷れい泉せん寺じ貴たか緒お。

　私がドキッとするたびに、彼らは狼おおかみ、猫ねこ、鷹たかに変化してしまう。

　あと、満月の光をあびても変わる。

　満月の波長と、月光のピアスの光の波長とが、同じだかららしいんだけれど、正確な原因は、まだ不明。

　うーん、これからいったいどうなるんだろ、不安・・・。
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　熱いシャワーを頭からあびながら、聖せい樹じゆは、両手で顔をぬぐう。

　その手を額ひたいに上げ、そのまま髪をかき上げた。

　シャワーブースの壁時計は、午前三時をさしている。

　七しち聖せい宝ほうに関して世界中から送られてくる情報に目を通し終わり、二時を過ぎてベッドに入ったばかりだったが、悪あく夢むを見て、飛び起きた。

　夢ゆめ美みが、顔のはっきりしない人間と手を取り、どこかに消えていくのだった。

　どれほど呼んでも、叫さけんでも声が届かない。

　追いかけようとしても、足が動かなかった。

　いまだに動どう悸きが収まらない。

　聖樹はシャワーを止めると、白いバスローブに手を伸ばして肩かたに引っかけ、棚たなに置いた銀ぎん剣けんをつかんでブースを出た。

　バスタオルを頭からかぶって髪の水気を取り、籐とうのカゴの中に放り投げる。

　そばにある冷蔵庫を開け、中からゲロルシュタイナーの瓶びんを出した。

　キャップを切り、瓶に口をつけて飲み下す。

　寝室に踏ふみこむと、ホットラインのスイッチが自動的に入り、呼び出し音が鳴なり響ひびいた。

　七聖宝が失われた今、騎き士し団だんには非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんが出され、全騎士が戦せん闘とう態たい勢せいに入っている。

　本部からの連絡は、昼ちゆう夜やの区別なく流れてきていた。

「聖樹、いるか」

　天てん井じようからリーザの声がする。

「新しい情報だ」

　聖樹は銀剣をナイトテーブルに置き、空からになったゲロルシュタイナーの瓶をダストシュートに放りこんで、ベッドに腰こしを下ろした。

　本部からの公式情報は、アクスクーの検けん閲えつが入るために遅く、またゆがめられていることも多い。

　次じ期き当とう主しゆ選せん抜ばつ教きよう練れんをともに戦ったリーザだけが、信しん頼らいできるただ一人の味方だった。

　聖樹は、ヘッドボードについているハンズフリーのボタンを押す。

「ああ、聞こえてる。何だ」

　肩にまつわる長い髪を払はらいながら、大きな息をついた。

　開いた脚あしの上に両りよう肘ひじを載のせ、前かがみになって天井に視線を上げる。

「真夜中だぜ。いいニュースであってほしいね」

　リーザは、低い笑いをもらした。

「ご期待には、応こたえられないかもしれんが、悪いニュースじゃない。七聖宝の一つ、『水のオンディーヌの聖せい衣い』をオークションで落らく札さつした人間がわかった」

　聖樹は思わず背すじを伸ばす。

「誰だれだ」

　失われた七聖宝のうち、二つまでは手元に確かく保ほした。

　早急に全部を集め、夢美たちの呪じゆ詛そを解とくとともに、今は限定されている総そう帥すいの権力を完全に復ふつ活かつさせ、「銀の薔ば薇ら騎士団」を掌しよう握あくせねばならない。

「ドイツ国こく籍せきでアメリカ在住の実じつ業ぎよう家かアーネスト・ボークマンという男だ。年ねん齢れいは六十五歳。成なり金きんで、自分で映画の脚本を書き、監かん督とくとして映画を制作中らしい。出演俳優と撮影スタッフを豪ごう華か客船に乗せ、世界をまわりながら映画を撮とっている。現在は、日本での撮影のために横よこ浜はまに向かっているところだ」

　聖樹は、開いた脚の間で、両手を祈いのりの形に握にぎり合わせる。

「願ってもないな」

　船の入港を待ち、早急に売ばい買ばい交こう渉しようを始めねばならなかった。

「ボークマンが、聖衣をいくらで手に入れたかは公表されていないが、おそらく国家予算に近い額だろう。売買交渉を持ちかければ、当然、その金額が基本になる。うちの騎士団の金庫に、それだけの金があるのか」

　聖樹はふっと笑う。

「大丈夫だ」

　総帥に就しゆう任にんした折、騎士団の財ざい力りよく、財ざい源げんについても細かな説明を受け、それを自分の目で確認した。

「銀の薔薇騎士団」は、世界中に多くの不動産、動産を保ほ有ゆうし、かつ銀行や商社、軍事産業をはじめとする多くの企き業ぎようを経営する複合企業体コングロマリツトを形成している。

　ＥＵ圏けんにあるすべての国々の国家予算を全部足しても、騎士団の年間収入の足元にもおよばなかった。

「金は問題じゃない。いくらでも出せる」

　問題は、それを持つ人間の執しゆう着ちやく度合いだった。

「ボークマンについてだが、彼は知っているのか。自分の持っているのが、騎士団から略りやく取しゆされた七聖宝の一つ『水のオンディーヌの聖衣』だということを」

「いや」

　反射的に言ってリーザは、考え深げな声になった。

「その辺は、本部でもまだつかんでいないと思う。早急に調べておく」

「頼たのむ」

　誰かを横浜市の港こう湾わん局きよくに接せつ触しよくさせ、船せん舶ぱく動どう静せいをチェックさせてボークマンの船の入港予定をつかまなければ。

　そう考えながら聖樹は立ち上がり、ローブを脱ぬいだ。

　ナイトテーブルに置かれていたホルスターをつかみ上げ、その細い革かわ帯おびを裸はだかの肩にまわして脇わきの下で尾び錠じようを閉め、銀剣を収める。

　姿し勢せいを正し、右手の人差し指と中指をそろえて空中に十字を切った。

「もう一つ、『教訓タルムードの騎士』が、そっちに向かってるぞ」

　思わず手を止める。

「教訓タルムードの騎士」の任にん務むは、総帥以下、騎士団のあらゆる騎士に警けい告こくを与え、綱こう紀き粛しゆく正せいを図ることだった。

　現在、その地位にあるのは、心理学者で哲てつ学がく者しやの、バンドームという男である。

「誰の命令だ」

　そう言いながら聖樹は、ナイトテーブルからラベンダーのミストを取り上げ、首から胸に吹きつけた。

　紫むらさきの香りがあたりに広がる。

「聞くまでもないだろ。今や総帥も同然の、アクスクー様だ」

　皮ひ肉にくな口く調ちようだった。

　聖樹は頰ほおをゆがめる。

　父も聖樹もいなくなったミカエリスの家や騎士団本部で、アクスクーが我が物顔にふるまっているかと思うと、吐はき気がした。

「私についての情報収集が目的か」

　リーザは、かすかに息をつく。

「アクスクーとしては、もちろんそうだ。だが『教訓タルムードの騎士』バンドームは、誇ほこり高い男だ。自分の職しよく務むを敢かん行こうするだろうし、アクスクーの言うなりにはならないだろう。ただ、目は確かだぞ。おまえに何らかの問題があれば、確実にそれを見み抜ぬく」

　ドキリとした。

「そして本部に報告するだろう。それが彼の役目だからな」

　聖樹は、胸に手を当てる。

　掌てのひらに、高い鼓こ動どうが伝わってきた。

　見抜かれるだろうか。

　その手を拳こぶしに握りしめる。

　隠かくし通すしかない。

「おい聖樹、この機に、バンドームをこっちに引き入れろよ。味方にするんだ」

　思ってもみない提てい案あんだった。

「今、おまえは孤こ立りつしている。アクスクーの支配をくつがえすには、七聖宝を集めることも大事だが、味方を増やす必要もある。おまえが関わった人間を一人一人、こちら側に引き入れていけ。そうすれば、孤立状態から抜け出せる。手始めにバンドームをやってみろ。彼は、アクスクー派に属ぞくさない数少ない騎士の一人だ。うまくやれば、きっとこっちに転ぶ」

　できるだろうか。

「どうやって？」

　戸と惑まどいながら聞くと、リーザはいらだたしげに声を荒あら立だてた。

「罠わなでもかけろ」

　冗じよう談だん半分とわかっていたが、反はん論ろんしないわけにはいかなかった。

「そういうことは、総帥の四し誓せい願がんに反するんだ」

　リーザは、声を大きくする。

「おまえなぁ、きれいごとで戦いに勝てると思うか」

　わかってはいたが、ゆずるつもりはなかった。

「それで勝てなければ、負けるまでだ。しかたがない。そういう規き範はんなんだ。四誓願に反した行動を取れば、今度はそれを根こん拠きよにして総帥位から追放される。どっちみち負けるんだ」

　リーザの舌した打うちが聞こえた。

「じゃ、おまえの力を見せつけろ。圧あつ倒とうして、仲間に引きこむんだ。急げよ。アクスクーのヤツ、おまえが旧騎士を対象に調査した報告書を、破は棄き処しよ分ぶんにする議ぎ案あんを長老ゲローン派全体会議に提出したぜ」

　聖樹は、目を見開く。

「自分の傘さん下かを動かして通つう過かさせる気だ」

　あの報告書こそは、アクスクーを追放するための武器となるものだった。

　しかし本部を離れ、こうして日本で、七聖宝の探索に忙ぼう殺さつされていては、アクスクーの動きをはばむことなどとてもできない。

　証しよう拠こが消されるとわかっていても、どんな手も打てなかった。

　聖樹は、拳にした片手を壁にたたきつける。

　長い髪が乱みだれて空中に舞い、裸の肩にこぼれ落ちた。

　リーザがくすっと笑う。

「そう荒れるなよ。大事な証拠だ。何とかデータだけでも確保するつもりでいる。おまえが本部に帰き還かんした時、すぐ改革に着ちやく手しゆできるように、な」

　リーザには、わかっているのだ。

　この世の誰よりも、聖樹を理解している友だった。

　救われる思いで、聖樹はつぶやく。

「ああリーザ、愛してるよ」

　リーザは、高い笑い声を上げた。

「俺もだ。じゃ気をつけろよ」

　聖樹はうなずき、ラインをオフにする。

　リーザがいる限り、自分は一人ではない。

　そう感じて、うれしかった。
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　きゃっ！

　もう八時だ、急がなくっちゃ!!

　私は、あせって準備したお昼のおかずに、手早くラップをかけた。

「天てん吾ご、人じん吾ご、私もう出かけるからね。お昼、冷れい蔵ぞう庫こに入れとくから」

　言いながら振ふり返ると、調理台の上には、さっきまで使っていた大だい理り石せきの台が出しっぱなし。

　あ、だめだ、人吾がいたずらして、落とすと危ない。

　天吾の方は、おとなしいから大丈夫だろうけれど、人吾はねえ、活かつ発ぱつだからやりかねないもん。

　私は、あわてて引き返して、大理石の台をよいしょと持ち上げた。

　これはね、クッキィの生き地じやパイ皮をこねる時に使う。

　石は冷たいから、パイ生地を練ねってもダラッとしてこないし、バターを練りこむ時もうまくいく。

　それに湿しつ度どが低いから、生地にネバネバが出ず、くっつかなくてちょうどいいんだ。

　欠けつ点てんは、重いこと。

　それから、落とすと割れて、危険。

　五月の最初のその日、私は早く起きて、ジャック・イン・ザ・グリーンを作った。

　ジャック・イン・ザ・グリーンっていうのは、ヨーロッパで行われる五ご月がつ祭さいに出されるお菓か子しのこと。

　五月祭は、春を祝うお祭りで、メイポールという柱を飾かざって、そのまわりで踊おどったり、歌ったりする。

　その時に出されるジャック・イン・ザ・グリーンは、早くいえば、ジンジャーブレッド・マンのクッキィ。

　頭にね、緑色のパセリのみじん切りをつけて、ライムの香りのするアイシングで飾る。

　春のお祭りだから、緑色を多く使うんだ。

　素そ朴ぼくな味がして、結けつ構こうおいしい。

　一年ぶりにめぐってきた五月の最初の日だから、ちょっと頑がん張ばって作ってみた。

　三分の一は、天吾と人吾の今日のおやつ用。

　三分の一は、今日スイミングの大会を控ひかえている光こう坂さか君用。

　それから残りは、友だちの南なん原ばら純じゆん子こちゃんの歓かん迎げい用。

　純子ちゃんは、中二の時に、パパの転てん勤きんで引っ越していってしまった、私の親友。

　それが三年ぶりに、パパがこっちの支店に配はい属ぞくされることになって、戻ってくるっ！

　今日の一時の新しん幹かん線せんで。

　手紙で教えてもらった時には、ほんと、うれしかった。

　純子ちゃんは、すごく内気で引っこみ思じ案あんだから、向こうの学校じゃ、友だちが一人もできなかったみたいだし。

　でもこっちに帰ってくれば、私がいるもんね。

　中二で私のママが死んだ時、一番心配してやさしくしてくれた女の子は、純子ちゃんだった。

　悲しい時にやさしくしてもらうのって、心にしみる。

　それ以来の友人なんだ。

　ああ、早く会いたい！

　でもその前に、十時からの光坂君の応援にも行かなくちゃならないから、うーん、今日は忙いそがしいぞっ！

「夢ゆめ美みちゃん、人形のクッキィ焼いたの？　何の味？」

　そおっと天吾が、台所に入ってくる。

　用心深くて、よく考えてから行動するタイプ。

　だから、めったに間ま違ちがわない。

「オレは、ぴりっとニンニク味が好きだ」

　言いながら飛びこんできて、すぐつまんで口に入れるのは、人吾。

　猪ちよ突とつ猛もう進しん型で、行動した後に考えるタイプ。

　しょっちゅうケガだらけ。

「生しよう姜が味よ。五月のクッキィだからね、よく味わって食べてよ。私はこれから、ＡＮＡスイミングクラブに行って、夕方までには帰るから。お昼は、冷蔵庫の中。食べる前に温めてね。あ、パパを起こしちゃだめよ。好きなだけ寝かせときなさい、疲れてんだからね。じゃ、いい子でお留る守す番ばんしててちょうだい。行ってくる」

　そばにあったクッキィの包み二つを手に持って、台所を出ようとすると、背中で二人が代わる代わる言った。

「行ってらっしゃい。鈴すず影かげさんに会ったら、今度、勉強教えてって言っといて」

　これは天吾。

「あ、高たか天まのお兄ちゃんに会ったら、今度喧けん嘩かのやり方教えてって言っといて」

　これは、人吾。

　双子のはずなのに、どうしてこうも性格が違うのかしら、不思議・・・。
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　ＡＮＡスイミングクラブの建物は、大おお勢ぜいの見物人で混み合っていた。

　全国大会の地区予よ選せんなんだ。

　つーんと塩えん素その匂においのたちこめるプールサイドには、スイムパンツの男の子たちがいっぱい。

　準備体たい操そうをしたり、飛びこんで軽く泳いだり、友だちと話したりしている。

　私は、見物席の高い手すりの横棒から体を乗り出すようにして、光こう坂さか君を捜さがし、すぐ見つけた。

　髪が金色だから、特別めだつ。

　白いパーカーをはおって、プールサイドに腰こしかけていた。

　色白の頰ほおに、プールの水の乱らん反はん射しやを映しながら、じっと水面を見つめている。

　痛いた々いたしいほど張りつめたその表情を見ていると、彼の心の緊きん張ちようがドンドン伝わってきて、私は、自分のことのように鼓こ動どうが高くなった。

　その時、いきなり、

「よっ！」

　と、肩かたをたたかれたら、驚おどろくでしょっ！

　びくっとして振ふり向くと、宏ひろしが来ていた。

「早いじゃん」

　高い窓から斜ななめに射さしこむ光の中で、宏はサラサラの髪をかき上げ、ちょっとくやしそうに笑う。

「オレが一番だと思ってたのにな」

　宏の髪は、ブルーブラック。

　ほとんど黒だけれど、よくよく光にかざして見ると、深い紺こん色で、とてもきれい。

　知っているのは、私だけ。

　私だけの秘密なんだ。

「へえ、アキのやつ、ずいぶん緊張してるな」

　そう言いながら、宏は、私と肩を並べて手すりに両りよう腕うでを突つき、そこに体重をかけた。

　日に焼けた横顔の下で、薄うすいカーディガンの袖そでがキュッとねじれて、男の子らしい肩とたくましい胸のラインが露あらわになる。

　私は、ドキンとしそうになって、あせって横を向いた。

　うっ、危ない！

　こんな大たい衆しゆうの面めん前ぜんで変身なんて、させられないっ!!

　させたら、後が大おお騒さわぎだもん。

「宏、今日、ブレスしてる？」

　私が聞くと、彼は光坂君に向かって手を振りながら答えた。

「してねー」

　やっぱりね、くわばらくわばら。

「ちぇっ、アキったら気づかねーや」

　宏は、このところいちだんと精せい悍かんになった。

　背も伸びたみたいだし、体つきもいっそう男の子らしくなって、こうして並んでいるだけで、なんだか胸がドキドキしてしまいそうなくらい。

　と思う私の隣となりで、宏は、

「おーい、アキ、来たぞおっ！」

　あたりかまわず大声を上げて、私をゲンナリさせた。

　うっ、こいつって、まだ当分、ガキみたい。

　一緒にいると、恥はずかしいから、知らんふりしよっと。

「頑がん張ばれよっ！」

　それに答えて光坂君は、こっちを振り仰あおぎ、手を上げた。

　でも、その微笑ほほえみはぎこちなく、たよりなげで、今にも泣き出しそうだった。

　それで私も思わず、

「頑張ってねー、負けるんじゃないよっ!!」

　と叫さけんでしまったのだった。

　うーん、やっぱり私も、まだガキかも。

「うるさいヤツらだ」

　冷ややかな声に振り向くと、冷れい泉せん寺じさんが、無ぶ愛あい想そうな顔で立っていた。

「黙だまって見るってことは、できんわけか」

　青く見えるほど澄すんで冷れい徹てつな感じのその瞳ひとみに、まっすぐにらまれると、たいていの人は、すくむ。

　すっごくきれいな目なんだけれど、よく切れる刃は物ものみたいに冴さえ冴ざえと光っていて、恐こわいから。

　私と宏は息を吞のんで、一緒にプールの方へと向きなおった。

　でもその理由は、別々だったみたい。

　だって私が、

「恐いね、冷泉寺さんの目って」

　って言ったのに、宏は、

「オレ、そうでもない。あの顔は、さっぱりしててわりと好きだ。オレが恐ろしいのは、あいつの異い常じようなほどの頭のよさだ。聞いたか？　五百点満点の実力テストで、五百点出したんだぜ。オレなんか半分もいかなかったのにさ。ちっきしょう、人間じゃねーよ」

　なんて言うんだもの。

　私は、タラッと冷や汗が出てしまった。

　だって、五百点満点出すのも、そりゃ普通じゃないけどさ、半分いかないのも問題よ、宏ぃ・・・。

「レオンは、来ないぜ」

　そう言って冷泉寺さんは、私の隣りに並んだ。

「銀ぎん薔ば薇ら本部から、教訓タルムードの騎き士しが来るんで、出で迎むかえるらしい」

　教訓タルムードの騎士？

　初めて聞くその名前に、私が不ふ可か解かいな顔をすると、冷泉寺さんはちょっと眉まゆ根ねを寄よせた。

「教訓タルムードというのは、銀の薔薇騎士団の騎士の位の一つで、この騎士に任にん命めいされた者は、各騎士が騎士団の規き律りつを守っているかどうかをチェックして歩くのが役目だそうだ。ま、監かん査さ役ってとこだな」

　私の隣りで宏が、男の子らしい明るい声を上げた。

「へえ・・・そういえば、銀薔薇騎士は全員、入団式で与えられた地位名で呼ばれるって言ってたっけ。じゃ、オレたちも正式にテストを受けて騎士団に入ったら、何かの騎士位名で呼ばれるわけ？」

　冷泉寺さんは、うなずいた。

「だろ。いろいろあるみたいだぜ。この前の『霊智グノーシスの騎士』ってのもそうだったし」

「へぇ、結けつ構こうカッコいいな」

　宏はうれしそうに言ったけれど、私は、ちょっと胸が痛かった。

「霊智グノーシスの騎士」だった火か狩がりさんのことを、思い出したから・・・。

　美しく、高こう潔けつだった火狩遼りよう。

　痛いほど激はげしいキスを私にして、二度と会わないと言い残し、思い出の中に入っていってしまったんだ。

「思い出した？」

　ふいに耳元でささやかれて、びっくりして顔を上げると、宏がこっちを見ていた。

「あいつのこと、思い出した？」

　心配そうな、少しせつなげな瞳でじいっとのぞきこまれて、私はとまどい、口ごもった。

　瞬しゆん間かん、宏は手を伸ばし、私の頭を押さえて、そのままグイッと自分の胸に引き寄せたのだった。

　厚いその胸の中に、ピッタリと頰を押しつけてしまいそうになって、私はびっくりして体を起こそうとし、耳に宏の声を聞いた。

「火狩にやったキスは、忘れちまえよ。あいつは確かにいい男だったけど、あいつだけが男ってわけじゃねーよ」

　言葉は乱らん暴ぼうだったけれど、その声はやさしく、あたたかかった。

　ああ宏は、慰なぐさめようとしてくれてるんだ。

　そうわかって、私は、トンと宏の胸に頭をつけた。

　ありがとう。

　でも私、火狩さんのことはいつまでも、忘れないと思うな。

　そのくらい強きよう烈れつだったもの。

　それは、許されることだよね。

　すっかり火狩さんを忘れてしまわなくても、そういう思い出を持ってる私ごと好きになってくれる人だって、そういう昔を持ちながらの新しい恋だって、できるよね、きっと。

「おい、イチャつくのはやめろ。見世物になってるぜ」

　つっけんどんな冷泉寺さんの大声に、皆みんながこっちを振り向く。

　私は、あせって宏から飛び離れた。

　あのねぇ、皆がこっちを向いたのは、あなたの出したその大声のせいっ！

「イチャつくだなんてっ！　私たちは、友情をあたため合ってたんだからね」

　私の抗こう議ぎを、冷泉寺さんは軽く笑ってかわし、冷たいその目でチラッと宏を見た。

「本当に友情だけかどうか、下した心ごころは全然なかったのかどうか、高たか天まに聞いてみろよ」

　それで私が、ふいっと宏に顔を向けると、彼は少し赤くなりながら冷泉寺さんをにらんでいた。

「冷泉寺、てめえ、バカやろう・・・」

　こいつってば・・・あったのね、下心。

「痛っ！　夢ゆめ美み、なんでぶつんだよ」

　その時、競きよう技ぎ開始のアナウンスが流れ、冷泉寺さんが両手を上げて言った。

「おっと、ひとまず休戦だ。後にしようぜ」

　それで私たちは、そろってプールの方に向きなおったんだけれど、私の胸には冷泉寺さんの言葉が、尾を引いて残っていた。

　だって、下心だなんて・・・。

　何だか不ふ潔けつな感じで、いやだな。

「第二コース、光坂亜あ輝き君、ＡＮＡスイミングクラブ所しよ属ぞく」

　光坂君が、両肩からパーカーをすべり落とすように脱ぬいで、大きく腕を上げた。

　元々白いその童どう顔がんは、もう蒼そう白はくといってもいいくらい青ざめていて、決意に満ちた瞳と、真一文字にむすんだ唇くちびるとが、少し凜り々りしく、少しかわいかった。

　うーん、頑張れっ！

　順番に皆の名前が呼ばれ、それぞれのスタート台の横に、メンバーがそろい出したその時のこと。

　それまで穏おだやかに揺ゆらめいていたプールの水面が、突然まっ白に泡あわだって、その渦うずの中心に一人の人間の姿が現れ始めたのだった。

　私は、びっくりした。

　あせって目をこすってみても、消えないばかりか、どんどん大きくなる。
















　私は、あわてて宏を見、それから冷泉寺さんを見た。

　でも二人とも、変わった様子もなく、プールを見下ろしているばかりだった。

　二人だけじゃなくて、他の見物の人たちも、ごく普通にしている。

　私だけ!?

　私だけに見えるのっ!?

　息を吞んで私は、もうすっかり全身を水の上に出したその人間を見つめた。

　ヒダのある青い衣ころもをまとって、こっちに背を向けて立っている。

　でも、よく見ると、それは衣ではなくて、首にピッタリとしている青く透すき通ったネックレスから反射した光が、衣のように体をおおっているのだった。

　髪は黄色がかった茶色で肩まであったけれど、体つきから見て、どうも男性らしい。

　やがてその背中が、ゆっくりと動いてこっちを振り向き、金色の仮面でおおわれた顔が見えた。

　私が、息をつめていると、その男は私を見つめ、能のう面めんのように無表情な仮面の向こうで、ニタッと笑った。

　私は、心臓がドキッと縮み上がるような気がして、思わず大声を上げかけ、あわてて口を押さえた。

　瞬間、私の脇わきで、宏がぎゅっと自分の体を抱きしめて、うめいたのだった。

「うっ・・・」

　手すりをはなして床に膝ひざを突つき、苦しげに体をねじりながら、倒たおれこむ。

　きゃあっ、変身だっ！

「あ・・・」

　ぎゅっと眉根を寄せ、固く目をつぶって、宏は身をよじりながらハアハアと荒あら々あらしい息をくり返し、

「ああ・・・」

　最後に、体中をビクンビクンと激しく痙けい攣れんさせると、一気に狼おおかみにっ！

　とたん、プールの方で大きな水音がして、見れば光坂君があせって、水の中に飛びこむところだった。

　わっ、あっちもこっちも、どーしようっ!?

　あわてる私の脇で、冷泉寺さんが羽をばたつかせ、声を殺ころして叫んだ。

「夢美っ！　早く元に戻せ!!」

　そっ、そんなこと言われても・・・。

　私は、うろたえてあたりを見まわし、その時、宏がすばやく言った。

「冷泉寺、どけっ！」

　牙きばをむいて宏が、私に飛びかかり、私はドッキリ。

　見る間に三人は、元に戻り始めて、宏と冷泉寺さんはあわてて自分の服を引っつかむと、物もの陰かげに駆かけこんだ。

　プールの方では光坂君が、高いしぶきを上げて、頭だけプハッと水の上に出し、

「すみません、フライングです」

　大きな声で言って、スタートラインに泳いでいった。

　私のまわりでは、皆がヒソヒソ。

「ねえ、今、光坂君の体、一瞬エメラルド色に光らなかった？」

「まさか。水の反射のせいよ・・・それより、犬と鳥とが、ここであわててたような気がしたんだけど・・・」

「それこそ、まさかよぉ・・・そんなこと、あるはずないじゃない」

「そ、そうよねぇ・・・」

　瞬間的に見られてしまったものの、常じよう識しき的な人たちのおかげでバレずにすんで、私も皆も、ほっと息をついた。

　でも光坂君は、そのせいでいいタイムを出すことができずに、大会進出は夢と消えてしまったのだった。

　変身って、すごく体力使うし、精せい神しん的にも大変なのよねぇ・・・。
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　冷れい泉せん寺じさんが宏ひろしの服を調達してきてくれて、私たちは一緒に会場を出た。

「ごめんね」

　私がそう言うと、光こう坂さか君はびっくりしたように私を見、くせのない金の髪を揺ゆすって首を横に振ふった。

「夢ゆめ美みのせいじゃないよ」

　それからちょっとくやしそうに、自分の前方をにらんだ。

「僕の力が足りなかったんだ」

　そんな彼がいじらしくて、私はよけい自じ己こ嫌けん悪おになってしまった。

　その時、宏の声がした。

「おい、ピアスが光ってるっ！」

　ビクッとして皆みんなが身み構がまえ、私は思わず、自分の耳に手をやった。

　でも、手ごたえがあるはずもなく、また変身も起こらなかった。

　息を吞のんで私たちは顔を見合わせ、お互いの体を見つめ合った。

「変わんねぇな・・・」

「うん」

　冷泉寺さんが、いまいましげに私の耳をにらんだ。

「小さな点てん滅めつだから、変身させるだけの力にならないんじゃないのか」

　私は、いてもたってもいられない気持ちがした。

　だって、自分の耳のことなのに、自分じゃちっとも見えないんだもの。

「誰だれか、鏡かがみ貸して！」

　外見に無む頓とん着ちやくな宏が、まず首を横に振った。

「持ってねー」

　鉄てつ女じよと呼ばれる冷泉寺さんも、もちろん持ち合わせておらず、マナー抜ばつ群ぐんの光坂君だけが、スイミングバッグの中から出して貸してくれた。

「はい、どうぞ」

　ありがとね、あなたはいい子よぉ。

　見れば、ピアスは本当にかすかな点滅をくり返していた。

　まるで息をするように、密ひそかに、でも確実にきらめくそれは、自分のことながらゾクッとするほど不ぶ気き味みだった。

　なっ、何で、急にこんな・・・。

「原因は、何だ。夢美、何か、思い当たることないのか？」

　宏からそう言われて、私ははっと思い出した。

「さっき、プールの水の中から、仮面をかぶった男が出てくるのを見たんだ。それって、関係ある？」

　冷泉寺さんが、ちょっと眉まゆ根ねを寄よせる。

「白はく日じつ夢むか。結けつ構こう、アタリかもな」

「うん、怪あやしそうだよね」

　光坂君もうなずき、宏が言った。

「すぐレオンのとこに行こうぜ。早くはっきりさせた方がいい」

　私もそう思い、私たちは一いち路ろ、鈴すず影かげさんの家に向かうことにしたのだった。

　ところが、ところがあっ！

　よく考えたら、だめだった。

　私は純じゆん子こちゃんを迎むかえに行かなきゃならなかったんだもの。

「ごめん、用があるの。昔の友だちが、三年ぶりにこっちに戻ってくるんで出迎える約束をしてるんだ」

　宏が、ひょいっと首をかしげた。

「へぇ、誰のこと？」

　そういえば、宏も知ってるんだったっけ。

　中学の時、一緒のクラスだったもんね。

「南なん原ばら純子ちゃんよ」

　私が言うと、宏はほっとため息をついた。

「ああ、あの少女シュミか」

　むっ、悪く言ったら怒おこるから。

「いいでしょ、私の友だちなんだから」

　そりゃ確かに純子ちゃんは、男の子に人気のある子じゃなかったけれど、それは男の方に見る目がないからだと思う。

　とても純じゆん粋すいで、まっすぐな人なんだから。

「私、東とう京きよう駅に寄って、それから行く。先に行ってて。これ、ジャック・イン・ザ・グリーン。五月のお菓か子し。ロッジで食べてていいから」

　光坂君の手にクッキーの包みを押しつけて、私は走り出した。

「待てよ」

　後ろで声がして、振り返ると宏が皆に手を上げてから、こっちに走ってくるところだった。

「オレも行く」

　私と肩を並べながら、宏は両手をポケットに突つっこんで、空を仰あおいだ。

「久しぶりに会うのも、楽しいかもしんねーし」

　そこまでは、よかったのよね。

　でも次が、悪いっ！

「あいつ、すっげえグラマーになってるかもしんないからさ、見てみたい」

　ふん、いやらし。

　私は、そっぽを向いたけれど、本当は宏もなつかしがってるだけなんだってことがわかってたから、そんなに嫌いやな気分じゃなかった。

　テレ隠かくしに、思わずいろいろ言ってしまうところが、宏らしいんだよね。

「三年ぶりか」

　言って宏は、空の向こうに視し線せんを投げた。

「あいつ、変わってるかなぁ・・・」

　春の風に、紺こん色の髪が舞って、形のいい額ひたいが現れ、一いつ瞬しゆん、宏を幼おさなく見せた。

「あのころって、チャリンコ乗りまわしてさ、よくいろんなトコに行ったよな」

　なつかしそうに片目を細める宏に、私はうなずいた。

　そうね、結構一緒に行動してたよね。

「で、すぐ喧けん嘩かしたりしてさ」

　うん、うん、そうだったよね。

「あ、米よね沢ざわってヤツ、いたろ？」

　あーっ、いたいたっ！

　そうして昔話をしながら、私は宏と東京駅まで行った。

　それは、結構楽しくて、私はずいぶんはしゃいでしまった。

　駅に着くと宏は、ジーンズの後ろポケットに指を入れ、そこから五百円玉を出した。

　そして入場券を二枚買って、片方を私にくれたんだ。

「いくら？」

　私が、お財さい布ふを出しながら言うと、宏はクスッと笑った。

「おごってやるよ」

　その笑顔が、とても素す敵てきに見えて、私は一瞬、見とれてしまった。

　へえ、時々は、結構カッコいい。

「ほら、行くぞ」

　そう言ってクルッと背を向けて、人ごみの中に入っていく宏を、私はあわてて追いかけた。

「待ってよ」

「トロいな。ほら」

　宏は、振り返って片手を出し、私の手首をつかんだ。

　そしてそのまま、新しん幹かん線せんのホームまで引っぱっていってくれたんだ。

　人ごみの中を、誰にもぶつからず、私をかばいながらスイスイと歩ける宏が、とても頼たのもしく、大きく見えた。

　ああ宏は、男の子なんだなって、私は妙みように感かん激げきしてしまった。
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　ホームで、新しん幹かん線せんの到とう着ちやくを待って、やがて私は、そこから降りてくる純じゆん子こちゃんを見つけた。

　私の頭の中では、別れた三年前の姿のまま止まっていた純子ちゃんが、ふうっと大きくなって、目の前に現れたんだ。

　少し老ふけた感じのオジさんやオバさんと一緒に。

　私は、少しとまどいながら声をかけた。

「純子ちゃん？」

　彼女は何なに気げなく振ふり返って、私を見つけた。

「夢ゆめ美みちゃん・・・」

　私は歩み寄よって言った。

「おかえりなさい」

　すると純子ちゃんは、いきなり腕うでを伸ばして私の首に抱きつき、まるで三十年も四十年も会えなかった人みたいな声で言った。

「夢美ちゃん、会いたかったっ！」

　その、あまりにもドラマチックな声と仕し草ぐさとに、まわりの人がいっせいにこっちを振り返り、私はちょっと恥はずかしかった。

　そういえば純子ちゃんって、一人でムードにひたりやすくて、いったんそうなると大だい胆たんな行動する人だったんだ、思い出した。

「会いたかった、会いたかった！」

　それに、蠍さそり座ざで、少ししつこいところもあったんだっけ、うーん、苦しいよっ！

「ね、夢美ちゃん、今日うちに泊とまりに来ない？　ね、いいでしょう、ねっ！」

　と、いきなり言われても・・・困ったな。

　これから鈴すず影かげさんちに行かなきゃならないし、夜は天てん吾ごと人じん吾ごの世話があるしねぇ。

　今日は、昼間抜ぬけてきちゃったから、夜ぐらいは一緒にいてあげないと、教育上よくないからなぁ・・・。

　私が考えこんでいると、純子ちゃんはようやく私から体を起こして、こっちを見た。

「何か、用があるの？」

「う・・・ん。実はね」

　言いかけて、はっとした。

　だって、銀ぎん薔ば薇らのことって、しゃべっちゃいけないんだ、きっと。

　秘ひ密みつ結けつ社しやだっていう話だもん。

　そっと宏ひろしに視線を送ると、やっぱり首を横に振っている。

　さあ、困ったぞ・・・。

　その時、純子ちゃんが息を吞のむように言った。

「夢美ちゃん・・・ピアス、したの？」

　私は、あせってピアスに手を当てた。

「手紙じゃ何も言ってなかったのに・・・」

　純子ちゃんの目に、暗い光が広がり始め、その言葉は、私を責せめるように響ひびいた。

「秘密は、なしにしようって約束してたんじゃなかった？」

　私は、何て答えていいのかわからずに、うつむいた。

　どうしよう・・・。

　その時、肩にポンと手が載のって、顔を上げると宏が、すぐそばに歩み寄ってきていた。

「よ、南なん原ばら。久しぶり」

　宏の明るい笑顔の前で、純子ちゃんは、しばらくの間不ふ思し議ぎそうにしていたけれど、やがてはっと気づいたらしくて、低い声で言った。

「ああ、高たか天ま君・・・」

　それだけで、純子ちゃんは、クイッと私の方を見た。

「誰だれかと一緒に来るなんて、言ってなかったくせに・・・」

　口く調ちようは、どんどんきつくなる。

「怒おこんなよ。オレが無理やりついてきたんだ」

　宏が言ってくれたけれど、純子ちゃんは、受け入れる様子がなかった。

「それで、今日は私の家には来られないのね!?」

　押しつけるような声に、私はあわてて言った。

「行くから。ちょっと用があるけど、それが終わったらすぐに」

　そう言わないと、純子ちゃんが怒ってしまいそうに思えた。

　でも、言ってからすぐ、何だかご機き嫌げん取りしてるみたいな気分になって、そんな自分がすごく嫌いやだった。

　それに、天吾と人吾のこともあったし。

　それで、言いなおしたんだ。

「あの・・・よかったら、私の家に来てくれない？　歓かん迎げいするから」

「別に、無理しなくてもいいよ」

　ちょっと怒ったように、純子ちゃんは答えた。

「今度にしよ。じゃあね」

　そうして背を向けて、待っていたパパやママの所に駆かけていった。

　私は、大切な物を壊こわしてしまったみたいな気持ちで、そんな純子ちゃんの後ろ姿を見つめていた。

　いっぱいの期き待たいが、すうっとしぼんでいってしまうような気がした。

　会えるのを、あんなに楽しみにしていたのに・・・。

　気がつくと、私は純子ちゃんにあげるはずのジャック・イン・ザ・グリーンを持ったままだった。

　それをきゅっと握にぎりしめて、私は、うつむいた。

　友だちって、秘密があるとやっぱり、だめなのかな・・・。

「そんな顔、するなよ」

　宏が言って、私を見た。

「うまくフォローできなくて、ごめん」

　心配そうにこっちをのぞきこむ宏の、悲しそうな笑顔が胸に痛いたかった。

　私は首を横に振ったけれど、どうにも元気が出なかった。
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　その足で、私と宏ひろしは、小集ロ会ツ所ジに行った。

　ロッジというのは、鈴すず影かげさんの家の離れにある、銀の薔ば薇ら騎き士し団だんの集会所のこと。

　星をちりばめた円型の天てん井じようを持つ美しい居い間まと、図書室とベッドルーム、それにシャワールームから成っている。

　光こう坂さか君と冷れい泉せん寺じさんは、もう来ていて、皆みんなで私のジャック・イン・ザ・グリーンを食べていた。

「遅おそかったな」

　言ってこっちを振ふり向いた冷泉寺さんの手は、紅茶のポットを持っていた。

　私はびっくりして、思わず言ってしまった。

「え・・・冷泉寺さんでも、お茶、いれられるの？」

　それで危うく、そのポットでボカッと殴なぐられるところだった。

　だってねぇ、冷泉寺さんの手って、空から手てとバスケ専用だとばっかり、私は思っていたから。

　デカいし、不ぶ器き用ようそうだし、他に使い道なんてなさそうなんだもの。

「人を何だと思ってるんだっ！」

　怒おこる冷泉寺さんの後ろで、鈴影さんがやさしく笑って、私を呼んだ。

「夢ゆめ美み、こっちにおいで」

　ゆったりとソファにかけて、高く脚あしを組んだ鈴影さんは、とってもムードがあって、すてき。

　ノーブル、上品、高こう貴き、という言葉は、皆、鈴影さんのためにあるに違ちがいないっ！

　と思えるほどに洗せん練れんされた美しさをたたえた麗れい人じん。

「ピアスが点てん滅めつしてるんだって？　見せてくれ」

　そう言って鈴影さんは身を起こし、繊せん細さいな感じのその指先で、私の耳たぶに触ふれた。

　彫ほりの深い顔立ちと、涼すずしげなその眼まな差ざしが、私の頰ほおに触さわりそうなほど近づいて、私は思わず、ドッキン！

　瞬しゆん間かん、テーブルに斜ななめに腰こしかけていた宏が、自分の体を抱きしめてのけぞりながら、大声を上げた。

「うわあっ！」

　均きん整せいのとれたその体が、一瞬揺ゆらぎ、宏は苦しげに身をよじりながら、床に転がった。

「あ・・・ああっ！」

　その隣となりで光坂君も半はん転てんしながら大きくあえぎ、たちまち皆はメタモルフォーゼっ！

「夢美っ！」

　わーん、ごめんねっ！

　その時、鈴影さんが言った。

「その点滅は、おそらく他の聖せい宝ほうと反応しているんだ」

　私は、びっくりした。

「じゃ、『星ほし影かげのブレス』と？」

「いや」

　鈴影さんは、艶つややかな黒い髪をサラッと揺すって首を横に振った。

「ブレスとピアスは、一度反応し合って、もう落ち着いている。何か、別の聖宝が近づいているんだ」

　私は息を吞のみ、変身した皆と顔を見合わせた。

　別の聖宝が近づいてるっ!?

「それって、何!?」

　光坂君が、私の膝ひざに飛び乗りながら聞くと、鈴影さんは、美しいその瞳ひとみを深く輝かがやかせた。

「以前、ピアスとブレスを合わせた時は、それらを近くで、しかも二つとも身につけた状態でしか、反応しなかった。それが、今度は場所もわからないというのに、きちんと反応している。かなり影えい響きよう力りよくの強い聖宝同士だ。ピアスと一番近い関係にあるのは、『水のオンディーヌの聖せい衣い』だが」

　そう言って鈴影さんは、ちょっと声を落とした。

「やはりボークマンか」

　独ひとり言ごとのようなそのつぶやきに、私が首をかしげていると、鈴影さんは立ち上がり、書しよ棚だなに寄よって、『悪あく魔まの鍵かぎ』を取り出した。

『悪魔の鍵』というのは、アルベルト・フォン・ボルシュタットっていう哲てつ学がく者しやの書いた悪魔の研究書。

　もちろん、中は、ラテン語だった。

　読めない私はおとなしく、鈴影さんがその古びたページをめくって、読んでくれるのを待っていた。

「『水のオンディーヌの聖衣』は、七聖宝のうちの四し精せい霊れいの聖宝の一つで、青あお水すい晶しようでできたチョーカーである」

　宏がその声をさえぎり、私の膝の上の光坂君をにらみながら言った。

「おい、チョーカーって、何だ？」

　光坂君は、これ見よがしに、いっそう私の胸に顔をすり寄せ、気持ちよさそうに喉のどを鳴ならして答えた。

「首にピッタリついてゆるみのないネックレスのことだよ」

　それで、私は、はっとしたのだった。

　だって、水から現れたあの仮面男、彼がしていたのが、確か、青く透すき通ったチョーカーだった。

　そこから光があふれ出て、まるで衣みたいにその体をおおっていたんだ。

「多た面めん体たいにカットされた青水晶が光を反はん射しやして、ちょうど衣をまとっているように見えるところから、聖衣という名で呼ばれている」

　私は、息を吞んだ。

　あれは、「水のオンディーヌの聖衣」だったんだ！

「これは、別名、永遠の聖衣と言われており、身につけている間は、不ふ老ろう不ふ死しである。だが、その命は、まわりの人間から吸きゆう収しゆうされるものである」

　冷泉寺さんが、白い羽をたたみながら、ケッと横を向いた。

「まわりの人間のエネルギーを吸収して、本人に与えるってわけか。まるで吸きゆう血けつチョーカーだな」

　宏が私の膝に片脚をかけ、その上に乗っていた光坂君の首をパクッとくわえると、一気に引きずり下ろす。

「やだよ、高たか天まさんっ！」

「うるさい。猫ねこは下でいい」

「ちえっ、自分だって犬のくせに」

　すると宏は、ううっとうなった。

「おれは狼おおかみだっ！　一緒にするな。グレードが違うんだぜ」

　それって、プライド？

　首をかしげる私の隣りで、鈴影さんが、パタンと『悪魔の鍵』を閉じた。

「よって、この聖衣を身につけていることが人に知られると、誰だれも近寄ってこない」

　そりゃそうよね。

　生命を吸収されたら、たまんないもの。

「しかし秘密にしておくと、何も知らずに接している人間や、家族の寿じゆ命みようを縮め、死においやる。それを避さけようと思えば、人から離れた環境で生きるしかない。つまり、これを手にした人間は、永遠の命と引き換かえに孤こ独どくを手に入れるというわけだ。そのため、これは『孤独の聖衣』とも呼ばれている」

　うーん、世の中って、うまくいかないものね。

「孤独の部分を、何とかなくすことってできないの？」

　光坂君が聞くと、鈴影さんは、ふっと私の方を見た。

　ん!?

「できるよ」

　そう言いながら、その美しい瞳に、甘あまやかな微笑ほほえみを浮かべる。

「『月げつ光こうのピアス』のエネルギーを吸収し続けていれば、他の人間から奪うばわなくてもすむんだ」

　ドキッ！

　瞬しゆん間かん、私の脇わきで宏が、叫さけび声を上げながら弓ゆみなりに体を引きつらせた。

「うわあっ！」

　うっ、変身。

　他の二人も、身もだえしながら床の上で七しち転てん八ばつ倒とうし始める。

　ああ、いつ見ても、苦しそう・・・。

　それが、ひと通り終わってしまうと、今度は、服の争そう奪だつ戦せん。

「おいアキ、服を貸せ」

「やだっ！」

「高天、てめー、女の服を着るなっ！」

　うーん、進歩のない会話。

「高天、着てろ」

　鈴影さんが言って、脱ぬいだ上着を宏に投げた。

　その左脇からホルスターがのぞき、きれいなラインを描えがいた脇の下で、銀の短たん剣けんの鞘さやが光をはね返す。

　私はまぶしくて、顔をしかめた。

　横から見ると、鈴影さんの胸って、すごく厚い。

　肺はい活かつ量りよう、どのくらいあるんだろう。

　一日中でも、水の中にもぐっていられそう。

「夢美」

　突然呼ばれて、あせって顔を上げると、鈴影さんは私の肩かたに手を置き、自分の方に向きなおらせた。

「君は、この聖衣の持ち主ぬしからねらわれるってことをわかっているよね」

　う、うん、「月光のピアス」のエネルギーがあれば、永遠の命を保たもちながら孤独にならずに暮らせるんだもんね。

「もう一つ、君の心臓の血はあらゆるものに永えい久きゆうの生命を与えると言われているわけだから、死にそうな人間や、もう死んでしまった霊れいや命のほしい連中からもねらわれている。くれぐれも気をつけてくれ。もちろん、私は君を守るが、君自身も気を引きしめて油ゆ断だんしないように」

　心配そうにまたたく黒い瞳が、とてもきれいだった。

　私は、うっとりと見とれてしまいながら、うなずいた。

　その時、トントンとノックの音がし、ドアの向こうから声が聞こえたんだ。

「遅くなってすまない。バンドームだ」

　鈴影さんが、すっと動いてドアを開ける。

　そこに、三十歳ぐらいの男性が立っていた。

　チョコレート色の髪と、明るい灰色の目と、厳きびしい表情を持った、どう見ても外国人のオジさんだった。

「お久しぶりです」

　鈴影さんがそう言いながら右手を差し出すと、その人はそれを握にぎりしめ、はっきりとした発音の日本語で答えた。

「健康そうで、何よりだ、レオンハルト。君は、総そう帥すいの四し誓せい願がんを守っているか？」

「はい、何とか・・・」

　鈴影さんは苦く笑しようし、私たちに視線を投げた。

「この四人は、入団テストに向けて勉学中の高天宏、光坂亜あ輝き、冷泉寺貴たか緒お、それに貴女ダアムに任にん命めいしたいと思っている佐さ藤とう夢美です」

　そう言いながら今度は私たちの方に向きなおる。

「紹介しよう。『銀の薔薇騎士団』教訓タルムードの騎士バンドームだ」

　その人はニコリともせず、厳しい眼差で宏から光坂君、冷泉寺さんとながめまわし、最後に私の上で、それを止めた。

「これが今度の貴女ダアムか」

　ぐいっと見すえられて、私は圧あつ倒とうされ、心の中まで入りこまれるような気がしてコクンと息を吞んだ。

　しっ、視線が刺ささるっ！

　体を硬かたくする私の前で、バンドームさんは、ゆっくりと鈴影さんに向きなおった。

「教訓タルムードの騎士からの忠ちゆう告こくだ。総帥レオンハルト、姿し勢せいを正せ」

　そう言われて鈴影さんは、すっと背を伸ばし、踵かかとをきちんとつけて、片手を水平にして胸に当てた。

「うけたまわりましょう」

「『銀の薔薇騎士団』総帥、秘儀伝授イニシアシオンの四誓願を言ってみよ」

「お答えします。肉体の純じゆん潔けつ、感情の高貴さ、知的視界の広さ、そして精せい神しんの高こう邁まいさ」

　その声は、はっきりとしていて、その態度は誇ほこり高かった。

「よろしい。では、忠告する。その一番目、君の純潔を汚けがさないように気をつけろ」

　私は、びっくりして鈴影さんを見た。

　でも鈴影さんは、ただ顳こめ顬かみをキリッと動かしただけで、いつもの落ち着いた表情を失わず、まっすぐ彼を見つめたまま答えた。

「四誓願は、守ります」
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「よろしい。以上だ」

　バンドームさんは大きな息をつき、背中から力を抜ぬいた。

　表情が和やわらいで、いかめしい感じが消えていく。

　どうやら自分の仕事を終えて、ほっとしたみたいだった。

　それを見て、私もようやく緊きん張ちようから解かい放ほうされた。

「お茶をいただこうかな」

　鈴すず影かげさんがうなずき、冷れい泉せん寺じさんを振ふり返った。

「いれてくれ」

　冷泉寺さんが立ち上がってサイドテーブルの方に行ったので、私は、あわてて後を追った。

「手伝う。お茶いれは、得意だから」

　まずそう言って、それからそうっと聞いてみた。

「ね、さっきバンドームさんが言ったことって、簡かん単たんに言うと、どういう意味？」

　冷泉寺さんは、表情を硬かたくしながら口を開いた。

「総そう帥すいは、恋しちゃいけないってことさ。精せい神しん愛なら許されるけれど、肉体の愛はだめなんだ。つまり女を抱いちゃいけない、キスしてもいけない。厳げん密みつに言えば、触さわってもだめだってこと。自分の肉体の純じゆん潔けつを死ぬまで保たもつのが義ぎ務むだ。だから恋愛もできないし、結婚もできないってわけ。この規定を破やぶると、総帥の地位を追われる」

　私は、びっくりしてしまった。

　だって、そんなのって・・・非ひ人じん道どう的てきよぉっ！

　そんなんじゃ鈴影さんは、死ぬまで一人ぼっちじゃないの。

　恋人も家族も作れなかったら、幸せになんかなれっこない。

　そんなことを強きよう制せいするなんて、かわいそうだっ！

　それじゃ鈴影さんは、どんどん孤こ独どくになるしかないじゃん。

　考えれば考えるほど腹が立った。

　それで思わずバンドームさんを振り返って言ったのだった。

「総帥が結婚したって、いいと思いますけど」

　バンドームさんは、驚おどろいたような目を私に向けた。

「これは、何という貴女ダアム候こう補ほだ。教訓タルムードの騎き士しに意見をするとは・・・。レオンハルト、入団式までにはもう少し教育しておかないと、承しよう認にんはされないぞ」

　鈴影さんは小さく笑い、たしなめるように私を見た。

「夢ゆめ美み、静かにしておいで」

　でも私は、黙だまってなんかいられなかった。

　だって鈴影さんの幸せは、今までずっと私が気にかけてきたことで、私にとってとても大事なことなんだもの。

　私は総帥の貴女ダアムになる予定なんだから、鈴影さんを幸せにする責せき任にんがあると思う。

「いいえ。総帥だって恋して、結婚した方がいいと思います。恋したり結婚したりしたら、純潔じゃなくなるなんて、そんな考え方っておかしいんじゃないですか。恋や結婚は、清きよらかなものじゃないんですか。それは汚けがれたものなのでしょうか。もしそうだとすれば、それをくり返して生きてきた私たち人間の全部が、もう汚れてしまっているということになりますよね」

　思わずリキんでしまって、私は息が苦しくなり、ハアハアと口で呼こ吸きゆうをくり返した。

　そんな私の前で、バンドームさんはちょっと笑うと、両手を体の後ろにまわし、ゆっくりとロッジの中を歩きまわった。

「貴女ダアム候補、君は、人を従したがわせるということがどういうことか、考えたことがあるか？」

　私はとまどい、言葉もなくバンドームさんを見つめていた。

「たとえば君は、人に従うことをうれしいと思うか？　・・・たぶん、思わないだろう。人間は、本当は皆みな、他人を従わせたいと思っているんだ。ただ相手の中に、自分にはとてもかなわない点を見み出いだした時だけは、その人間に従ってもいいと思う。反対に、一つでも自分より劣おとったところを見てしまったら最後、従うことがバカらしくなる。つまり、人を従わせるということは、従ってくる人間に、常に、自分の優ゆう位いを見せ続けるということだ。自分が人よりもあらゆる点において優すぐれていることを、生きうる限り見せ続ける。そういう行動を取ることのできる人間だけが、人を従わせることができる。総帥でいるということは、そういう人間であるということだ。人がほしがる物を決してほしがらず、人にはとても我が慢まんできないことを我慢し、人にとって不ふ可か能のうなことを可能にし続けてみせる。人間を超こえたそういう存在のことを、そういう行動を常に我われ々われに見せ続ける存在のことを、総帥と呼ぶのだ」

　はっきりと言われて、私は返事ができなかった。

　総帥というものが、そんなに大変なものだったなんて、私はそれまで思ってもみなかったから。

　私は、どうしていいのかわからなくなって、うつむいた。

　鈴影さんを、幸せにしてあげたかった。

　でもそれは彼が総帥である限り、とてもできないことのように、その時、私には思えたのだった。

　私は途と方ほうにくれ、顔を上げて、鈴影さんを見た。

　鈴影さんは、翳かげりをおびた眼まな差ざしで空を見すえ、身じろぎもせずに立っていた。

　孤独が輝かがやきたつようなその横顔は、端たん整せいで美しく、そして悲ひ壮そうだった。

「ほら、茶が入ったぞ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに言いながら冷泉寺さんが、ドンドンと紅茶カップをテーブルに置いた。

「皆みんな、飲め」

　ジロッとにらまれて、私たちがあわてて椅い子すに座すわった時、カップの一つを手元に引き寄よせていたバンドームさんが、ふっと思いついたように口を開いた。

「レオンハルト、本部の方から正式な連絡が届いているか。『水のオンディーヌの聖せい衣い』を落らく札さつした人間について、だ」

　私たちは、いっせいに鈴影さんの方に向きなおった。

「誰だれ!?」

　皆でそう叫さけぶと、バンドームさんはちょっと嫌いやな顔をした。

「躾しつけができていないな、レオンハルト」

　鈴影さんは浅く笑い、その瞳ひとみの光を強めた。

「入団テストまでには、きちんとさせます」

　バンドームさんにそう言ってから、私たちを見まわす。

「聖衣を持っているのは、アーネスト・ボークマンという男だ」

　ああ、さっき言ってた人だよね。

「自作の映画を製作中で、彼や映画スタッフを乗せた船が、もうすぐ横よこ浜はまに着くことになっている」

　じゃ横浜まで行って、買い取ればいいんだ。

　私たちは、顔を見合わせてうなずき合った。

　よかった、意外に簡単そうで。

「さて」

　バンドームさんが言った。

「私はそろそろ休みたい」

　バンドームさんの言葉に、鈴影さんがうなずいて、光こう坂さか君を見た。

「寝しん室しつに案内してやってくれ」

　光坂君が立ち上がってドアを開けると、バンドームさんも椅子を立ち、部屋から出ていこうとして、こっちを振り返った。

「レオンハルト、君の選んだ貴女ダアム候補と間ま違ちがいをおかさないように気をつけろ」

　ビクッと鈴影さんの背中が震ふるえた。

　驚く私の前で、鈴影さんは目を見開いてバンドームさんを見、涼すずしげなその瞳に激はげしい輝きを浮かび上がらせて、低く言った。

「四し誓せい願がんは、必ず守ります」

　バンドームさんはふっと笑い、身をひるがえして、部屋から出ていった。

　バタンとドアが閉まると、部屋の中に沈ちん黙もくが広がり、私はいたたまれない気がした。

　だって、私と鈴影さんが間違いだなんて・・・。

　鈴影さんは、誇ほこり高く意思の強い人で、私はそんな彼にあこがれて、尊そん敬けいもしているのに、その私たちが間違いだなんて・・・。

「そんなこと、ありえないよね、鈴影さん」

　そう言って私は、鈴影さんを見た。

　けれども鈴影さんは、黙ったままだった。

　いつになく青ざめた顔で空中を凝ぎよう視しして動かず、そんな彼を、冷泉寺さんがじっと見つめ、その脇わきで宏ひろしが、唇くちびるをかんでうつむいていた。

　皆が、それぞれに何か考えているようで、私は息がつまるような気分で三人を見まわした。

　ややして鈴影さんが、吐と息いきをついて言ったんだ。

「今日は、これで解散にしよう。高たか天ま、夢美を送ってやってくれ。おまえ一人で、大丈夫か？」

「ああ」

　宏は無む造ぞう作さに言い、ガタッと椅子を鳴ならして立ち上がった。

「平気。夢美、行こう」

　それで、重い沈黙が破やぶれて、私はほっとした。

「気をつけて帰れ。おやすみ」

　鈴影さんに送られて、部屋の外まで出た時、私はふっと、純じゆん子こちゃんのことを思い出した。

　それで念のために、聞いてみたんだ。

「ねぇ鈴影さん、銀ぎん薔ば薇らのことを、人に話したら、だめかな？　人って言っても、友だちなんだけれど」

　かまわないって言ってくれるといいなと思った。

　そうすれば、純子ちゃんとうまくやっていける。

　でも、鈴影さんは、首を横に振った。

「だめだ。『銀の薔薇騎士団』は、フリーメーソンと同様、秘ひ密みつ結けつ社しやだ。人には知られずに存そん続ぞくするべきものなんだ。口こう外がいは許されない。それに、君のピアスの力や高天たちの変身が世にもれたら、どんな騒さわぎになるかわからない。それに乗じようじて、七しち聖せい宝ほうを手に入れようとする者たちも増えるだろう」

　そうねぇ、やっぱり言うのはムリよね。

　私は、あきらめてうなずいた。

「おやすみなさい、鈴影さん」

　ロッジを出て、庭を歩いて門の所まで来て振り返ると、まだ鈴影さんが見送ってくれているのが見えた。

　ミッドナイトブルーの夕ゆう闇やみの中に立って、こちらをじいっと見つめている鈴影さんは、なんだかとても苦しげに見えた。

　私は思わず足を止めて、宏に言った。

「まだ、見てる・・・」

　宏は振り向かず、ちょっと唇に力を入れただけで言った。

「行こう」
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　夢ゆめ美みと高たか天まを見送ってから、聖せい樹じゆは集ロ会ツ所ジの奥に設もうけられているプライベートスペースに足を向ける。

　長靴ブーツの踵かかとの音を響ひびかせて回かい廊ろうを通り抜ぬけていくと、光を放ち始めた月が、木々の梢こずえを濡ぬれたように照らしているのが見えた。

　誰だれもいない中庭では、噴ふん水すいのついた水すい盤ばんから静かな音を立てて水が流れ落ちている。

　プライベートスペースの出入り口には、二人の騎き士しが立番に当たっていた。

　聖樹の姿を認めると、姿し勢せいを正して敬けい礼れいする。

　聖樹は目でうなずきながら、彼らの警けい護ごするジュラルミンのドアを入った。

　そこにもう一枚のドアがあり、指し紋もん認にん証しようでなければ開かない。

　聖樹は手をかざして、それを開けた。

　その向こうが、プライベートスペースだった。

　床には紫し紺こんの絨じゆう毯たんが敷しきつめられ、窓は三重のカーテンで閉ざされている。

　もちろん防ぼう弾だんガラスである。

　聖樹は、寝しん室しつに向かう。

　樫かし材ざいの大きなドアを入り、それを閉めると、背中をぶつけるようにしてもたれかかった。

「やられた」

　そうつぶやいて奥歯をかみしめる。

　教訓タルムードの騎士バンドームの目は、まったく確かだった。

　見抜かれてしまったなら、あがいてもしかたがない。

　その警けい告こくに従したがっていることを見せるしか解かい決けつ策さくがなかった。

　四し誓せい願がんを破やぶる気は、さらさらない。

　ましてや非ひ常じよう事じ態たいが宣せん言げんされ、騎士団が戦せん闘とう態たい勢せいを取っているこの時じ期きである。

　総そう帥すいたるもの、七しち聖せい宝ほうの収集以外に心を砕くだいていられようか。

　そう思いながら、胸に手を当てる。

　この体が、自分の意思を踏ふみにじり、突つっ走るということはありうるのだろうか。

　以前、胸の熱さに耐たえられなくなり、夢中で彼女を抱きしめた時のように。

　バンドームは、それを予よ感かんし、警けい告こくしたのではないか。

　痛いたみが胸をよぎり、羞しゆう恥ちで顔が赤らむ。

　聖樹は、胸に当てていた平ひら手てを握にぎりしめた。

　あの時は、油ゆ断だんしていたのだ。

　自分で、自分を不ふ意い打うちにしたようなものだ。

　二度としない！

　十一年間の教きよう練れんは、何のためだ。

　自分のすべてをコントロールできるだけの意思の力を、養やしない育てるためではないのか。

　それを、バンドームに見せてやる。

「聖樹、いるか」

　ホットラインのスイッチが入り、リーザの呼びかけが聞こえた。

「まず言っておく。おまえの携けい帯たい電話は傍ぼう受じゆされている。絶対に使うな。新しくしても無む駄だだ。情報はすぐ、こちらに届く。とにかく使うな。わかったか」

　聖樹は、大きなため息をついた。

「ああ、了りよう解かい」

　ドアから体を起こし、ジャケットのポケットから出した携帯電話を逆に二つ折りにすると、ダストシュートに投げこむ。

「処しよ分ぶん完かん了りようだ。ボークマンについて何かわかったか」

　リーザは、張りのある声で手早く答えた。

「まだだ。居きよ住じゆう地ちであるニューヨークの大集ロ会ツ所ジ管理者に問い合わせている。本部にも情報は入ってない。もう少し時間をくれ。報告書のデータの方は、目め途どがついた。情報を管理しているパソコンを見つけたんだ。インターネットにつながっていないやつだ。アクスクーの住居区に置いてある。隙すきを見て接近し、ＵＳＢメモリーに落としてくるつもりだ」

　それさえ確かく保ほできれば、総そう帥すい位いが復ふつ活かつした時、即そく座ざにアクスクーを排はい除じよすることができるのだった。

「頼たのむ」

　そう言ってから、ふっと心配になった。

「充じゆう分ぶん、気をつけてくれ」

　リーザは、豪ごう快かいな笑いをもらす。

「『菩ぼ提だい樹じゆ下かの三人』のリーザ様だぜ。心配はいらない。それよりバンドームは、そっちに行ったんだろ。どうだ」

　聖樹はベッドに腰こしを下ろし、そのまま仰あお向むけに寝ね転ころんだ。

　両りよう腕うでを頭の下に入れ、天てん井じようを見上げながら先ほどの苦く悩のうを思い出す。

「確かに、いい目の持ち主ぬしだったよ。その目に、これから総帥の力を見せつけてやる」

　驚おどろいたような声が響ひびいた。

「おまえにしちゃ強気だな。結けつ構こうなことだが、やりすぎるなよ。慎しん重ちようにして、こっちの仲間に引きこむんだ」

　聖樹は、くすっと笑った。

「おまえの口から、慎重なんて言葉が出る日がくるとは、思ってなかったよ」

　リーザも笑い出す。

「確かに、俺たちは、もっとも『慎重』から遠い三人だったよな」

　うなずいて聖樹は、ラ・ルリジオンを思った。

　美しい金きん髪ぱつや緑の目、しなやかな長身、研とぎ澄すまされた頭ず脳のう。

　その若すぎる死は、何もかもに優すぐれていたがゆえに神に愛され、天に引き寄せられたかのようだった。

「じゃ、俺は引き続きボークマンの情報を当たる。聖樹、聖せい衣いは必ず取り戻せよ」

　力をこめてうなずいて、電話を切り、身を起こす。

　改めて自分に誓ちかった。

　聖衣は必ず、この手に握る、と。
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　その夜、夕食が終わった後で私がテレビをつけると、ちょうどニュースの時間だった。

　食器を台所に運びながら、それを聞き流していたんだけれど、耳に突とつ然ぜん、アーネスト・ボークマンという名前が飛びこんできて、びくっとした。

　だってアーネスト・ボークマンっていうのは、オンディーヌの聖せい衣いを持ってるって人だもの。

　私は、あせって天てん吾ごと人じん吾ごをかき分け、テレビの前に座すわりこんだ。

「あ、ずるいぞ、夢ゆめ美みちゃんっ！」

「見えないよ、どいてっ！」

　わめく二人を物ともせず、私はテレビに見入った。

　それは横よこ浜はまからの中ちゆう継けいで、アーネスト・ボークマンの所しよ有ゆうしている豪ごう華か客船アルテミス号が、今日入港したというニュースだった。

　ボークマンは、その船で世界をまわりながら映画を撮とっていて、日本が最後の立ち寄より先になり、この後はまっすぐアメリカに戻って、フィルムの編集を行い、来年には上映の予定だそうで、成なり金きんの実じつ業ぎよう家かが初めて監かん督とくし、巨きよ額がくの費ひ用ようをかけて撮影しているこの映画に、人々の関心が集まっているという話だった。

「夢美ちゃん、どけってばっ！」

　人吾のタックルを受けながら、私は片手でピアスを押さえた。

　聖衣を持っているアーネスト・ボークマンの船が日本に近づいてきたから、それにピアスが反応しているのかもしれない。

　そんな感じがした。

　その時、天吾が言った。

「夢美ちゃん、光こう坂さかのお兄ちゃんが来てるよ」

　え・・・何だろ。

　私が出ていくと、光坂君は玄げん関かんにポツンと立っていた。

　手に、赤とこげ茶のチェックのかわいい帽ぼう子しを持っている。

「夢美のピアスの点てん滅めつ、わりと目立つし、ねらわれるから隠かくした方がいいと思って・・・これ、僕のだけど、よかったら使って」

　そう言って、手にしていた帽子を差し出した。

「あら、わざわざありがと」

　その帽子をかぶると、すっぽり耳まで隠れた。

　軽くて、感じのいい帽子。

「似に合あう？」

　私が聞くと、光坂君は、ちょっと笑った。

「似合うよ。それ、あげる。じゃあね」

　そうしてあっさり帰っていこうとしたのだった。

　私は、あわてて止めた。

「お茶でも、飲んでいかない？」

　すると彼は、ふうっと憂ゆう鬱うつそうな表情になって、横を向いた。

「いらない」

　あら、何か変。

「どうかしたの？」

　光坂君は、黙だまったまま目を伏ふせて、それっきり何も言わなかった。

　ははん、これは怪あやしいぞ。

　私の子育ての経験から言えば、こういう反応をするのは、言いたいことが胸の中でモヤモヤしてる時なんだ。

　元々言いたいわけだから、ちょっと押せば、すぐ話すはず。

　私は玄関の上がり端はしにしゃがみこみ、光坂君を見上げた。

「話した方が、すっきりするよ。ほら、言ってごらん。ちゃんと聞いてあげるから」

　瞬しゆん間かん、光坂君は、はじかれたように顔を上げて、私を見た。

「僕、昼間、嫉しつ妬としたよ」

　澄すんだその瞳ひとみを、せつなげな光でいっぱいにして、ぶつけるように言った。

「高たか天まさんと二人で、東とう京きよう駅に行ったでしょ。すごく楽しそうに笑いながら・・・あれ見てたら、胸がこげそうだった。高天さんは、僕よりずっと前に夢美と知り合って、僕よりずっと親しいから、僕の知らない夢美をいっぱい知ってるんだ。僕はどうやっても、その分を埋うめることができない。そう思ったら、たまらなかった。つらくて我が慢まんできなくて、僕は高天さんを妬ねたんだよ。あんなにあこがれてた高天さんを、僕は妬んだ」

　そこで言葉を切って、光坂君は苦しげに、大きな吐と息いきをついた。

「自分が、すごく嫌いやだ。もうしばらく、ロッジには行かない。夢美にも会わない。会ってたらきっと、こんな気持ちが強くなるばっかりだと思うから。さよなら」
















　叫さけんで光坂君は、玄関のドアを開け、出ていった。

　私は、彼の帽子を握にぎりしめて、立ちつくした。

　どうしていいのか、わからなかったんだ。
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　あくる日、私は光こう坂さか君の帽ぼう子しをかぶって登校した。

　せっかく持ってきてくれたんだから気持ちを無む駄だにしたくなかったし、登校と下校の時にかぶっていれば、ピアスが隠かくれるから、通りすがりに見つかってねらわれることも防ふせげるしね。

　ところが、ところがぁっ！

「佐さ藤とうさん、お友だちが来てるわよ」

　お昼休みにクラスメートに言われて、教室の入り口に出てみたら、そこに純じゆん子こちゃんが立っていた。

　昨日きのうのことを思い出して、私は一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようしてしまい、その直後に見つけたんだ、純子ちゃんの耳に、私とそっくりなピアスがついているのをっ！

　ど、どーしたの、それっ!?

「夢ゆめ美みちゃん、昨日、ごめんね。せっかく迎むかえに来てくれたのに、きつい言い方して。私、夢美ちゃんが秘密を持ってたことが、とってもショックだったの。それでついついあんなふうに言っちゃったんだけど、三年も離れてたんだから、それなりにいろいろなことがあっても不ふ思し議ぎじゃないよね。昨日の夜、私、一いつ生しよう懸けん命めい考えて、それを認めることにしたんだ。離れていた間に起こってしまったことはしかたがないって。だからそれを全部話してもらって、これからきちんとやってけば、それで大丈夫だって。それでね」

　そう言って純子ちゃんは、自分の耳のピアスを指で示した。

「夢美ちゃんと同じのを、つけたの。これは友情の印しるしよ。一いつ心しん同どう体たいみたいで、いいでしょ。これからは、何でも一緒に体験して話し合っていこ。今までのことについても、一つ一つ打ち明けてね。それで三年間の空くう白はくを埋うめて、もっともっと親しくなろうね」

　私は困って、考えこみ、それから思い切って言った。

「純子ちゃん・・・私、純子ちゃんとはずっといい友だちでいたいと思ってる。でも、どうしても話せないことが一つだけあるの。それだけは、秘密を許してほしい」

　純子ちゃんは、すっと顔色を変えた。

「なぜ、話せないの!?　それは、私との間に距きよ離りを取るってことじゃない。何もかも話してこそ友だちなんだよ。一番話しづらいことを話すのが友だちなんだから。秘密なんて、許さない！」

　私は、自分と純子ちゃんの間に、亀き裂れつが入る音を聞いたような気がした。

「どっちか選びなさいよ。私か、その秘密か。夢美ちゃんは、どっちを大事にするわけ？」

　両方、大切だもん。

　どっちか片方を取ることなんてできないよ。

「黙だまってるのって、卑ひ怯きようだよ」

　純子ちゃんは、私をにらんだけれど、私は答えられなかった。

「一週間あげる。その間に結けつ論ろんを出してよね」

　そう言って純子ちゃんは、自分の教室に引きあげていった。

　私は悩なやんでしまって、それからの授業は、てんで身が入らなかった。

　そのまま放課後に突とつ入にゆうし、主しゆ婦ふをするために家に帰ろうとして、ロッカーにしまっておいた帽子を取り出し、はっと気づいた。

　純子ちゃんのピアスっ！

　月光のピアスにそっくりだったから、間ま違ちがえてねらわれるってこともあるかもしれないっ!!

　私は、あわてて彼女の教室に走った。

　けれど純子ちゃんは、もう帰ってしまった後だったんだ。

　それで今度は、まっしぐらに、純子ちゃんの新しい家に駆かけつけた。

　校門で鈴すず影かげさんが待っていたんだけど、話をする時間もおしくて裏門から直行っ！

「あら夢美ちゃん、こんにちは。純子は、まだ帰ってないのよ」

　途と中ちゆうで、どっかに寄よったんだっ！

　私は心配だったけれど、純子ちゃんの立ち寄り先の見当がまるでつかなかったので、どうしようもなかった。

　それで純子ちゃんのママに、彼女が帰ってきたらすぐ私の家に連絡をくれるように頼たのんでおいて、ひとまず帰ることにしたのだった。

　何もないと、いいんだけど・・・。

　そう思いながら、私は家に向かった。

　ところがその途中で、なんと自分自身が、事じ件けんに遭そう遇ぐうしてしまったのだった。

　横おう断だん歩道を渡っていた時、すごいスピードで車が曲がってきて、私の目の前で、ガーンとコンクリートの壁に激げき突とつ!!

　わっ！

　思わず、突つっ立ってしまって、何もできずにいるうちに、その車が突然、火を噴ふいたんだっ!!

　火か炎えん放ほう射しや器きみたいな炎ほのおの塊かたまりが、つぶれた車からボワッと八方に走り出して、すぐそばにいた私を包みこんだ。

　きゃあっ！

　私が両手で帽子を押さえるのと、私の体に誰だれかが飛びついて、すごい力でぐいっと引っぱるのとが、同時だった。

「大丈夫!?」

　妙みようなイントネーションの日本語でそう言われて、目を開けると、私の顔のすぐ上に、男の子の顔があった。

　一瞬、私は息が止まってしまうかと思った。

　信じられないくらいきれいだったから。

「どこか、痛いたむ？」

　乱みだれて額ひたいに散った亜あ麻ま色の前髪の間に、神しん秘ぴ的てきな感じのするルリ色の瞳ひとみがあって、心配そうにこっちを見つめていた。

　完かん璧ぺきな美び貌ぼうを持った男の子。

　とても、私たちと同じ人間とは思えないっ！

　いくらほめても、ほめきれないほどの美しさって、きっと、このことよぉ・・・。

　私は、彼から目が離せなかった。

　その美しい眼まな差ざしの中に、心が全部、吸すいこまれていってしまうみたいだった。

「どこか、痛む？」

　二度聞かれて、私があわてて首を横に振ふると、彼はほっと息をついた。

「よかった」

　その時になって初めて、私は、自分が彼の胸の中にいることに気づいたのだった。

　うっ、抱かれてるっ！

　たくましいその肩かたや広い胸を、自分の体の外側に感じて、私はカッと頭に血が上ってしまった。

　う～～・・・。

「びっくりだったよね」

　言いながら、彼は腕うでを開いて私を放し、乱れた髪をかき上げた。

「いきなりだもの」

　後ろを振り返った彼の向こうで、車はブスブスと黒い煙けむりを上げている。

　もう火は出ていない。

　あら、車の火事って、意外に早くおさまるのね。

　そう思いながら私は、少しずつ正気に戻った。

「どうもありがとう」

　彼は、首を横に振って、きれいに笑った。

「どういたしまして」

　善ぜん意いとやさしさが輝かがやき立つようなその微笑ほほえみに、私はまた、見とれずにいられなかった。

　なんて、きれいな子なんだろう。

　すらりとした体に、シルバーグレーのルバシカを着、手には銀色のメッシュの手て袋ぶくろをはめている。

　それらが、とても似合って、すてきだった。

　ルバシカを着てるってことは、ロシアの人？

　そう思って尋たずねると、彼はくすっと笑った。

「ドイツなんだ」

　へぇ、鈴すず影かげさんと同じだ。

「僕は、ルスカ・ロレンス。君は？」

　私が名前を言うと、彼は、美しい瞳にいたずらっぽい光を輝かせた。

「では夢ゆめ美み・佐さ藤とう、ぼけっとして道を歩いてちゃ、だめだよ」

　う・・・初対面なのに、結けつ構こう、突っこむよね。

「ちょっと考えごとをしてただけです」

　そう答えると、彼はくすっと笑って、その長身をかがめ、私をのぞきこんだ。

「へえ、どんな？」

　紫むらさきがかった紺こん色の瞳が、好こう奇き心しんでキラキラ輝きながらじっとこちらを見つめ、私は思わずドキッ！

　わ、まずいっ!!

「ごめんなさいっ！」

　そう言うと、ルスカは、びっくりしたような顔つきになった。

「何？」

　私は、はっと我われに返り、大きな息をついた。

　ああ、謝あやまらなくてもいいんだ。

　この人は、変身したりしないんだもの。

　そう感じた瞬間、自分の心がふっと自由になるような気がした。

　いくらドキドキしてもいいんだ、この人は変わったりしないんだから！

　何だか気持ちが軽くなって、余よ裕ゆうが生まれた。

「あのね、私は、友人二人の間に秘密が横たわっていた場合、友情は成立するかどうかについて考えてたんです、ルスカ・ロレンスさん」

　ルスカは、私の上じよう機き嫌げんの原因をつかみかねているようだったけれど、すぐ自分もニッコリとして、気き取どって答えた。

「成立すると思うよ。友人は、自分の隣りん人じんであって自分自身じゃない。距きよ離りをおいて、相手の人じん権けんや自由を認みとめてこそ、友情といえるんだ。この自由という中には、秘密を持つ自由も含ふくまれている。・・・何もかも打ち明け合って、自分との間の垣かき根ねを全部取ってしまい、自分と同どう一いつ視しし、自分を愛するように友人を愛するのは、自じ己こ愛あいの一種だ。友情とは言わない」

　その時、私は、目からウロコが落ちるような気がした。

　ああ、そうかと思ったんだ。

　純子ちゃんは、思い違いをしてる。

　自分と私をより近づけることが、私たちの境きよう界かいをなくすことが、友情だって思ってるけど、それは誤ご解かいなんだ。

　そうわかって、出口が見つかったような気がした。

　純子ちゃんの誤解を解とけばいいんだ。

　正しい方向に進めばいい。

　そうすれば、私たちはまた、友だちに戻れる。

「教えてくれてありがとう」

　まぶしいほど美しいルスカに、私は右手を差し出して握あく手しゆを求めながら言った。

「あなたは、とっても素す敵てきよ」

　すると彼は、やさしく笑って私の手を取り、握手をする代わりに私の中指のつけ根にキスして言った。

「君は、もっと素敵だよ」

　うっ、外国の男の子って、こういうセリフをすらっと言えるんだ。

　私は、テレて、うつむいた。

　だってルスカが素敵なのは本当だけれど、私はそんなんじゃないもの。

「さよなら。また会えたらいいね」

　私が言うと、彼はうなずいた。

「そうだね、夢美。さよなら」

　そうして私たちは、別れた。

　少し行って振り向くと、ルスカのすらりとした後ろ姿が夕ゆう闇やみの中に消えていくところだった。

　私は、ちょっと吐と息いきをついた。

　うーん、きれいな人だったなぁ・・・。

　その思い出を胸にしまって、私は家に帰り、一生懸命、主婦をした。

　ルスカのおかげで、友情も何とか復ふつ活かつできそうな見通しがついて、とっても気分がよかったので、食後のデザートなんかも作ってしまった。

　夜、鈴影さんから電話があって、先に帰ったことをすごく怒おこられたけどね・・・。
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「緊きん急きゆう連絡だ」

　リーザがホットラインを鳴ならしたのは、夕方のことだった。

　聖せい樹じゆは、礼れい拝はい堂どうにいた。

　そこに持ちこまれた大きなバスタブに入り、騎き士したちの手伝いで沐もく浴よくをすませ、全身に香こう油ゆを塗ぬらせてから、菩ぼ提だい樹じゆの香りを焚たきこんだ白しら絹ぎぬを腰こしに巻き、祈き禱とう台だいにひざまずいて夕べの祈いのりを捧ささげていた。

　天てん井じようから響ひびき渡るリーザの声を聞いて、礼拝堂内にいる騎士たちに視線を流す。

「外で待たい機きしろ」

　騎士たちは掌てのひらを上に向けて水平にした平ひら手てを胸に当て、それを斜ななめに掲かかげて直ちよつ角かくに下ろし、きれいな敬けい礼れいを見せてから素す早ばやく礼拝堂を出ていった。

「Ｇグｕーｔト」

　聖樹がそう言うと、返事を待ちかねていたらしいリーザの、いささかいらだたしげな声がした。

「昨日きのう、ボークマンの船が横よこ浜はまに入港したのは知ってるよな」

　聖樹は祈禱台から立ち上がり、肩かたにかかる濡ぬれた髪をかき上げる。

「ああ」

　二人の騎士を横浜市の港こう湾わん局きよくに派は遣けんし、船せん舶ぱく動どう静せいをチェックさせてボークマンの船の入港予定をつかみ、すでに本人と連絡を取っていた。

　日本に滞たい在ざい中ちゆうのミカエリス家当とう主しゆとして船を表ひよう敬けい訪ほう問もんしたいと伝え、会う手はずを整えてある。

「今、パソコンに映像を送る。ちょっと見てくれ」

　聖樹は、祭さい壇だんに置かれていた携けい帯たい用のパソコンの電でん源げんを入れ、リーザからのメールを受信した。

　それは、ドイツ、フランス、イギリス、エジプト、インドなどの新聞記事の切り抜ぬきだった。

　どれも、行方ゆくえ不ふ明めいになった人物について報ほうじている。

　国こく籍せきも年ねん齢れいも性別も様々な人々が数名、世界の各地で姿を消していた。

　スクロールしていくと、ボークマンの船アルテミス号の航こう海かい路ろを書き入れた世界地図も送られてきている。

　聖樹は、リーザが言わんとしているところを察さつした。

　行方不明者は、ボークマンの船が立ち寄よった各地で発生しているのだった。

　思わず舌した打うちする。

　聖せい衣いの売ばい買ばい交こう渉しようを成立させるだけでも苦労しそうなのに、それに犯はん罪ざいがからんでいるとなれば、面めん倒どうなことこの上ない。

「行方不明者は、今のところ合計六名。全員がボークマンの船アルテミス号に拉ら致ちされている可か能のう性せいがある」

　何のためなのか。

「日本でも同じことが起こりうる。そうなると警けい察さつが出てくるだろう。我われ々われは、極きわめて動きにくくなるというわけだ」

　そう言いながらリーザは、ため息をついた。

「やっかいな事じ態たいだが、何とかやり抜いてくれ」

　聖樹は、低く答える。

「わかった。行方不明者についての、他の情報は」

　日本で事件が起こらないうちに売買交渉をすませてしまえば、警察と関わらずにすむだろう。

　急がなければ。

「行方不明者の共通事じ項こうは、ムーンストーンのピアスをしているということだ」

　聖樹は、眉まゆを上げる。

「『月げつ光こうのピアス』と同じものをか？」

「そうだ」

　それで読めた気がした。

　聖衣は、「月光のピアス」と一緒に保ほ有ゆうしなければ、孤こ独どくの聖衣となる。

　ボークマンは、ピアスのエネルギーを欲ほつしているのだ。

「つまりボークマンは、あれが『水のオンディーヌの聖衣』であることを知っているってわけだ」

　聖樹の言葉に、リーザは軽く相あい槌づちをうった。

「聖衣については、わかっていると見た方がいいだろう。おそらく聖せい櫃ひつに説明が刻きざまれていたんだ。だがピアスについてのくわしい情報がない。本物のピアスかどうかを確かめる術すべがなく、拉致して試しているってところじゃないかな」

　市し井せいに散った七しち聖せい宝ほうのせいで被ひ害がい者しやが出ているとなれば、騎士団の名めい誉よに関わる問題だった。

　何としても救わないわけにはいかない。

　胸の奥から、決けつ意いのこもった深い声が出た。

「Ｇグｕーｔト」

　リーザが、ちょっと笑った。

「健けん闘とうを祈ってる」
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「夢ゆめ美みちゃん、電話だよ」

　天てん吾ごに言われて私が電話に出ると、かけてきていたのは、純じゆん子こちゃんのママだった。

「実は・・・純子がまだ帰ってこないんです」

　ドキッとした。

「心当たりは全部捜さがしたんですが、見つかりません。これから警けい察さつに届けに行くところです。いちおう、お知らせだけしておこうと思って」

　こっちでも捜してみますと言って、私は電話を切った。

　あのピアスのせいでねらわれたのかもしれない。

　そう思えてきて、私はドキドキする心臓を押さえ、すぐ鈴すず影かげさんの所に電話をかけた。

「友だちの南なん原ばら純子って子が、行方ゆくえ不ふ明めいなんです。実は彼女、私とそっくりなムーンストーンのピアスをしているの。それで間ま違ちがえてねらわれるんじゃないかって思っていたところに、そういう電話がきたから、すごく心配で」

　鈴影さんの、いつになく慎しん重ちような声が聞こえた。

「ピアスのせいで拉ら致ちされたとすれば、ボークマンの所しよ有ゆうするアルテミス号にいる可か能のう性せいが高い」

　私は、受話器を握にぎりしめた。

　だったら、助けなきゃ！

「明日の午後、ボークマンを訪問することになっている。君の友だちのことも考えに入れておくから、心配せずに待っておいで」

　私は、我が慢まんできずに叫さけんだ。

「一緒に行きますっ！」

　電話の向こうで、鈴影さんが大きな息をつくのがわかった。

「危険なんだけどね」

　私は、絶対にゆずるつもりがなかった。

「鈴影さんは、純子ちゃんの顔を知らないでしょ。私が行って確認します。もし私に内ない緒しよで出かけたら、アルテミス号に押しかけてボークマンさんに全部バラしますから」

　鈴影さんは、くすっと笑った。

「私を脅きよう迫はくするのか。とんでもない貴女ダアム候こう補ほだ」

　あ・・・嫌きらわれた？

　私は、息をひそめて鈴影さんの気配をうかがった。

　もしそうだったら、それでもいい。

　それでもいいから、連れていってほしい！

　そう思っていると、やがて鈴影さんの声がした。

「しかたがない。君の護ご衛えいとして、高たか天またちにも来てもらおう」

　やったっ！

　よかった!!

「私の足手まといにならないようにしてくれよ」

　しゅん・・・。
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　それは、五月の連休の第一日目だった。

　私は、光こう坂さか君の貸してくれた帽ぼう子しをしっかりとかぶってピアスを隠かくし、パパに家のことを頼たのんで家を出た。

　小集ロ会ツ所ジに着くと、皆みんながもうそろっていた。

　光坂君もいる。

　私と視線が合うと、彼はつらそうに目を細めて、顔をそむけた。

　来たくなかったのに、鈴すず影かげさんに呼ばれて、やむなくやってきたのだということが、すぐわかった。

　その様子が痛いた々いたしくて、私は光坂君を刺し激げきしないように、誰だれからも離れた椅い子すに座すわった。

「表向きは、正式訪問だ」

　鈴影さんは、静かながらも毅き然ぜんとした口く調ちようだった。

「ミカエリス家当とう主しゆとして、同国人の訪ほう日にちを歓かん迎げいするというメッセージを、すでにあっちに送ってある。向こうも、そのつもりだ。私は、アーネスト・ボークマンを引き受ける。話をしながら聖せい衣いについて探さぐり出し、交こう渉しようするつもりだ。その間に、皆で船の中をくまなく捜さがせ。夢ゆめ美みの友人も含めた合計七名が、どこかにいる可能性がある。一室も見み逃のがすな」

　影かげを宿したその瞳ひとみがギラッと輝かがやき、その全身から、激はげしい決けつ意いと誇ほこりがカッとほとばしり出た。

　そんな鈴影さんは、総そう帥すいにふさわしい力に満ちていて気け高だかく、美しかった。

　私が、それに見とれていると、

「それじゃ夢美、君の出番だ」

　そう言って斜ななめにこっちを見た鈴影さんの瞳に、あでやかな光がゆらっと揺ゆれて、私を見つめて甘あまくきらめき、私は思わずドキンっ！

　すぐさま宏ひろしが、

「うわぁっ！」

　椅子から飛び上がるようにのけぞり、床に転ころがり落ちた。

「ちっきしょう・・・」

　両りよう腕うでで自分を抱きしめ、身をよじって、反はん転てんしながら変わっていく。

　隣となりで光坂君も、ビクンビクンと体中を痙けい攣れんさせ、

「ああ・・・」

　きつく眉まゆ根ねを寄よせ、苦しげに身もだえしながら荒あらい息をくり返す。

「あ・・・あ、あ・・・」

　冷れい泉せん寺じさんは両手を髪の中に突っこみ、頭をかかえこむようにしてうずくまりながら、ぎゅっと唇くちびるをかんでひと声ももらさない。

　でもその顔は、たちまち青ざめていき、形のいい頰ほおを伝わった冷や汗がポトポトと床に落ちる。

「う・・・」

　わーん、いつ見ても、それぞれに苦しそう・・・。

　日に焼けてたくましい宏と体の大きな冷泉寺さんはともかく、華きや奢しやで繊せん細さいな光坂君は、もう、いたいけっ！

　かわいそうで見てられないっ!!

「おい冷泉寺・・・おまえのオヤジの研究所は、どうなってんだ!?」

　すっかり狼おおかみになった宏が、ガルルッとうなりながら冷泉寺さんをにらんだ。

「早く、何とかしろよ」

　冷泉寺さんは、翼つばさを上げて目の上にかぶさった羽根をはねのけながら、その嘴くちばしをつんと宏の鼻先に突きつけた。

「研究は、データの積み重ねだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきには、できんのだ、無む知ち男」

　にらみ合う二人の向こうで、光坂君は一人で、しなやかなその体を丸めている。

　いつもなら、すぐ私の膝ひざに飛び乗ってくるのに、近寄ろうともしない。

　私は歩み寄って、彼を抱き上げた。

　瞬しゆん間かん、光坂君は暴あばれて私の腕から飛びおりようとし、その爪つめで私の手の甲こうを傷つけた。

「きゃっ！」

　思わず声を上げると、皆がいっせいにこっちを見た。

「どうしたっ!?」

　鈴影さんが駆かけ寄ってきて、私の手をつかみ上げる。

　私は、あわてて手を引っこめようとした。

「大丈夫、ちょっとびっくりしただけ」

　でも鈴影さんは、私の手首をつかんで放さず、そのままうつむいて、傷口に口づけた。

　きれいな唇がそっと押し当てられて、そこから血を吸すい出すのを感じて、私は一いつ瞬しゆん、ドッキン！

　その感かん触しよくが、とても快こころよくて、そんな自分にびっくりした。

　とたんに、皆は人間に戻り始め、あせって服に飛びついた。

「レオンっ！　夢美に何したんだっ!?」

　宏がまっ赤かになって体を隠しながら大声で叫さけんだけれど、鈴影さんはあわてる様子もなく、手早く救急箱を引き寄せて、消しよう毒どく用ようのアクリノールガーゼを私の傷口に当てながら静かに答えた。

「動物の爪には、雑ざつ菌きんがあるから、念のためだ」

　うっ、傷の手当てをされてときめいたなんて、私、誰にも言えないっ！

　言ったら、ヘンタイ扱あつかいされてしまうっ!!

「また、戻っちまったぜ。どーすんだ!?」

　冷泉寺さんが言い、乱みだれた髪をくちゃっとかき上げた。

「船ん中を探るにゃ、動物の方がいいんだろ」

　うなずきながら鈴影さんは、光坂君を振り返った。

「光坂、気をつけろ。二度と夢美に傷をつけるな」

　いつになく厳きびしい口調で言われて、光坂君は、みずみずしい瞳ひとみを自じ己こ嫌けん悪おの光でいっぱいにし、裸はだかの肩かたに着かけていたＴシャツをぎゅっと握にぎりしめて、うなだれた。

　その様子が痛々しくて、私は胸がズキンとした。

　とたんに皆は、さっきと逆の過か程ていを通って、再び動物にっ！

　短い間に三度も変化したせいで、さすがの宏も、もう文もん句くを言う元気も出てこないらしく、顔をぐったりと両りよう脚あしの上に載のせ、ただハアハアとあえぐばかりだった。

「出かけよう」

　鈴影さんが電話を取り上げ、内線を押した。

「先に車に乗っててくれ。バンドームに事情を話して、すぐ行く」

　冷泉寺さんがバサバサと飛んで、私の肩に止まった。

「行こう」

　私は、もう一度腕を伸ばして光坂君を抱き上げた。

　彼も、今度は抵てい抗こうせず、爪を引っこめておとなしくされるままになっていた。

　私は、光坂君の気持ちを慰なぐさめようとして、その背中をなでながら、車に乗った。

　光坂君は、初めのうちは背中に力を入れて、できるだけ私に近づかないようにしていたけれど、やがてそっと寄りそってきて、最後には私の胸にもたれかかり、静かに目を閉じた。

　彼が何を考えているのか、私は知りたかったけれど、おヒゲをピンピンと立てたその猫ねこ顔からは、何も読みとることができなかった。

　やがて鈴影さんがやってきて、すらりとしたその長身をかがめて乗りこみ、車は出発した。

　後ろには、警けい護ごの騎き士しの乗った車が続く。

　いざ本ほん牧もくへっ！

　純じゆん子こちゃん、今行くから待っててねっ!!
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　翼つばさを広げたような免めん震しん構こう造ぞうの横よこ浜はまベイブリッジを横目に見ながら、埠ふ頭とうまで来ると、その岸がん壁ぺきに接せつ岸がんしているまっ白な豪ごう華か客船アルテミス号が見えた。

　流れるようなラインを描いた船せん腹ぷくが美しい、女性的な船。

「へえ！」

　宏ひろしが、顔を輝かがやかせて振ふり仰あおぐ。

「でっけえ！」

　昔から宏は、大きな物と、数多い物に感動する質たちだった。

　エアバスとか、たくさんつながった貨か物もつ列車とか。

　そんな宏を見るたびに、私は、ああ男の子だなぁって思うんだ。

　人じん吾ごが、やっぱりそう。

　私は、そんなことぐらいじゃとても、感動できないけどね。

　アルテミス号の甲かん板ぱんから岸壁へは、屋根のついたアーチ型の歩道が、まるで吊つり橋のようにかかっていた。

　入り口には、白しろ地じに金ボタンをつけた制服のクルーが二人立っている。

　私たちが近づくと、彼らは一いつ瞬しゆんこっちを見、それから姿し勢せいを正した。

「レオンハルト・ローゼンハイム・ミカエリス様ですか？」

　鈴すず影かげさんは、静かにうなずく。

「そうだ」

　瞬しゆん間かん、二人は、さっと踵かかとをつけて敬けい礼れいしながら大きな声で言った。

「船せん主しゆアーネスト・ボークマン以下全員、お待ち申し上げております、どうぞ中に」

　大人の人たちからそんなていねいな扱あつかいを受けて、私はとまどったけれど、鈴影さんは慣なれたもので、

「ごくろう」

　さりげなくそう言って、私に腕うでを伸ばし、先に行くように示した。

　私は光こう坂さか君を腕の中に抱き、冷れい泉せん寺じさんを肩かたに止まらせ、宏を脇わきに従したがえて、そのスロープを上り、甲板から船の中に入った。

　動物を連れてて不ふ審しんに思われないかなって、ちょっと心配だったけれど、よく考えたら、かのマイケル・ジャクソンもいつもチンパンジーを連れてたって話だもんね、きっと大丈夫だ。

　入った所は広いホールになっていて、片側にずらっと制服のクルーや白いエプロンのメイドさんたちが立ち並んでいた。

　圧あつ倒とうされて思わず足を止めると、一番端はしにいたクルーが言った。

「奥にお進みください」

　鈴影さんが、すっと私の脇をすり抜ぬけて、先に立った。

「おいで」

　厚い絨じゆう毯たんを踏ふんで、シャンデリアのきらめきの中を歩いていくと、まるでホテルの中にでもいるかのようだった。

　でも足の下の床がユラッユラッと微び妙みように揺ゆれていて、そこが船の上であることを思い出させてくれた。

「よくおいでになった、ミカエリス家の若きご当とう主しゆ」

　低く落ち着いた声が響ひびき、私が顔を上げると、鈴影さんの肩の向こう、ホールの突つき当たりに一人の男の人がいるのが見えた。

「どうぞ、こちらに」

　その声を受けて、鈴影さんは私を振り返り、腕を伸ばして私の肩を抱くようにしながら、そっと前に押し出した。

「さ、行って」

　私は鈴影さんの前に出て、ホールの向こうに立っている男の人を正面から見た。

　瞬間、心の底まで凍こおりついてしまうような気がした。

　だって、その人は、顔に金色の仮面をかぶった、あの仮面男だったんだものっ！

　私は、思わず光坂君を抱きしめ、足元で宏が低くうなった。

「これはこれは、驚おどろかせてしまったかな」

　明るい声で言いながら仮面男は、ちょっと笑った。

「映画の撮影中に、火事にあいましてね。以い降こう、人にお会いする時にはマスク姿で失礼しています」

　鈴影さんが、たしなめるように私を見た。

「行って」

　私はしかたなく、その人の前まで歩み寄よった。

　でも、見れば見るほどあの白はく日じつ夢むとそっくりで、背すじがゾクゾクした。

　そんな私の前で、彼は、

「ご挨あい拶さつが遅れて、申しわけない。初めてお目にかかります、アーネスト・ボークマンです。よろしく」

　そう言って右手を差し出し、鈴影さんはそれを握にぎった。

「ミカエリスのレオンハルト・ローゼンハイムです。お出で迎むかえ、恐きよう縮しゆくです」

「いや・・・こちらこそ、わざわざのお越こし、痛いたみ入ります。船中の者を、ここに全員並ばせましたので、どうぞ祝しゆく福ふくしてやっていただきたい」

　うなずいて鈴影さんは、立ち並んでいる人たちの方に向きなおった。

　それで私もまねをして、後ろを向いたんだ。

　そのとたん、視界の中に、輝くような微び笑しようが飛びこんできた。

「やあ、夢ゆめ美み」

　ずらっと並んだ人々の列の中に、ルスカ・ロレンスがいた。

　私は目を見開き、思わず声を上げた。

「ルスカ」

　こんな所で出会えるなんて！

　私はすごくうれしくなり、もうちょっとで彼に飛びついてしまいそうになって、そんな自分にギョッとした。

　それほど親しいわけじゃないのに、自分のこの喜びようって、何か変じゃないかと思って。

　もしかして、これって、一ひと目め惚ぼれっていうやつ？

　私の隣となりで鈴影さんが、すっと表情を硬かたくした。

「誰だれだ？」

　私の耳だけに聞こえるように密ひそかに、でも鋭するどい声で言って、鈴影さんは、まっすぐにルスカを見すえた。

　私は、彼についてまだ話してなかったことを思い出し、あわてて言った。

「昨日きのう、街で、車の事じ故こに巻きこまれそうになったところを、助けてくれた人」

「通りすがりにか？」

　私がうなずくと、鈴影さんはルスカを見つめたその瞳ひとみを、一瞬、刃やいばのようにきらめかせた。

「くわしく話せ」

　私は、手早くその前後の事じ情じようを話した。

　すごい勢いきおいで火を噴ふきながら、大したこともなくおさまったあの車の事故のことを。

　その間にルスカは、優ゆう雅がな足どりで歩み寄ってきて、私の前に立った。
















「また会えたね」

　やさしい微笑ほほえみを浮かべたルスカの深いルリ色の瞳は、魂たましいを吸すい取られてしまいそうなほど美しく、私はため息が出てしまった。

「ほんとね・・・」

　彼は、今日は、真夜中の空のような色のシルクのルバシカを着ていた。

　それが素す晴ばらしくよく似に合あって、彼をいっそう神しん秘ぴ的てきに見せていた。

　手には、この間と同じ銀の手て袋ぶくろをしている。

「どうやらすでにお知り合いのようだが、いちおう、ご紹介しよう」

　仮面のアーネスト・ボークマン氏が、笑いながらルスカの肩を抱き寄せて言った。

「今、私が夢む中ちゆうになっている少年、私の映画のヒーロー、ルスカ・ロレンスです」

　ああ、俳はい優ゆうなんだ！

　そうわかったとたんに、私には、彼がなぜこんなにきれいなのか、理り解かいできたような気がした。

　彼は、特別な人なんだ。

　スターという名で呼ばれる特別な、何億おく人にんに一人しかいない、輝く人なんだ。

「どうです、きれいな子でしょう!?」

　うれしそうに言って、ボークマン氏は、ルスカの頭に手を置き、その亜あ麻ま色の髪をくちゃっとかきまぜた。

「私の映画のテーマに、ぴったりの少年でね。彼に出会えたことは、私の生しよう涯がいで最大の幸せだったと思っています。何と私は、彼を養よう子しにしてしまったぐらいですよ」

　ルスカはくるっと目を丸くし、肩をすくめて、私と鈴影さんとに笑いかけた。

「彼はオーバーだから、彼の話は片耳で聞いて、ちょうどいいくらいですよ」

　私はクスクス笑ってしまったけれど、鈴影さんは相あい変かわらず硬い表情のまま、儀ぎ礼れい的てきな微笑みを浮かべていた。

「そうですか。では、ゆっくりとお話を伺うかがいたいものです。どこか、落ち着いた所で」

「ああ、これは失礼した」

　ボークマン氏は、体を引くようにして、後ろの扉とびらをさし示しめした。

「どうぞ。あちらでお茶でも飲みながら」

「結けつ構こうですね」

　そう言って鈴影さんは、上品な物もの腰ごしで私を振り返った。

「夢美、君は船の中を散歩しておいで」

　その目が一瞬、強く光って、私に行けと言っていた。

　私は、もう少しルスカと一緒にいたかったけれど、やむなく、好こう奇き心しんいっぱいの女の子をよそおって、明るく答えた。

「はぁい」

　瞬間、ボークマン氏が言った。

「ではルスカ、お嬢じようさんを案内してあげなさい」

　その時の、私の気持ちは、ああ複ふく雑ざつっ！

　一緒にいられるのはうれしいけれど、ついてこられたら自由に動けないっ!!

　私は、息を吞のんで鈴影さんを見上げた。

　どうしよう!?

　ところが鈴影さんはさすがで、あわてず騒さわがず、ゆっくりとボークマン氏に向きなおって言ったのだった。

「いえ、ぜひルスカ君もご同席していただきたいですね。昨日は、偶ぐう然ぜんとはいえ、彼女を助けていただいたとのこと。お礼も申し上げたいし、話も伺いたい。それに、ボークマンさんがそんなにほれこんでいらっしゃるのでしたら、その当人がいなくては、話も色あせるというものです。彼女なら、一人で大丈夫ですから。さ、夢美、行っておいで」

　ううっ、さりげなさが、うまいっ！

　ここまで言われたら、ちょっと押し切れない感じだもん。

　鈴影さんって、ひょっとして舌したが二枚あるのかもねぇ・・・。

　つくづくと感心しながら私は、そのホールを出た。

　とたん、宏がうなった。

「親しすぎるぞ」

　私がびっくりして宏を見ると、彼は上あごを縮めるようにして鼻先に皺しわを寄せ、私をにらみ上げていた。

「オレたちは、この船に探さぐりに来たんだぜ。船の連中とデレデレすんじゃねーよ」

　私は、ムッとした。

「ルスカは、私を助けてくれたんだから。あの仮面男はどうかわからないけど、ルスカは絶対、悪い人じゃないわっ!!」

　私は、ルスカを信しん頼らいしていた。

　友情について語った彼の言葉が、真実だったから。

　あんなふうに物事を話すことのできる人は、きっといつも本当のことを見つめて生きているのに違ちがいない。

　そうでなかったら、とっさにあんな言葉は出てこないはずだ。

　そういう生き方をしている人が、悪い人だなんて、私には思えなかった。

　それに加くわえて、何となく、つまり説明のできないような気持ちが胸に満ちていて、彼に心惹ひかれていたのだった。

「悪く言わないでよ」

　宏は、つんと顔をそむけてそっぽを向き、ふさふさとした尻尾しつぽでパサッと私をぶった。

「オレは、一人で調べてくる」

　そうして走り出そうとしたとたん、ビクッと足を止めた。

「南なん原ばらの匂においだっ！」

　私は、息を吞んで言った。

「後をつけて！」

　宏は、鼻を甲板にこすりつけるようにして、歩き始めた。

　やっぱり純子ちゃんは、この船の中にいるんだ。

　私は、宏が彼女の居所をつきとめてくれることを期き待たいしながら、その後に続いた。

　ところが、すぐに立ち止まり、顔を上げて私を見たのだった。

「ここで、消えてる」

　私は宏をにらんだ。

「役立たずっ！」

「しょーがねーだろっ！　きっと抱き上げられたかなんかしたんだっ!!」

　その時、私の腕の中で、光坂君が顔を上げた。

「あそこに、空気調ちよう節せつ口ぐちがある。僕、ちょっと見てくるよ。夢美、放して」

　私が腕をゆるめると、光坂君はトンと床に下り、空調口の所まで飛び上がって、その中に姿を消した。

「一人で大丈夫かな」

　心配になって私がつぶやくと、肩の上で冷泉寺さんが、ふっと笑った。

「ネズミに食いつかれるかもしれんぞ」

　私は笑えなかった。

　だって光坂君の猫ねこじゃ、そういうこともありそうなんだもの・・・。

　ネズミって、ペスト菌きん持ってたりするかもしれないから、危険だよね。

　その時、宏がくいっと鼻を上に向けた。

「点てん滴てきの匂いだ」

　え？

　私が首をかしげると、宏はヒョイッと後ろ脚あしで立ち上がって、片方の前脚をもう一方の前脚の内側に置いてみせた。

「ほら、血けつ管かんに入れるやつ」

　それが静じよう脈みやく注ちゆう射しやのまねだとわかって、私が噴き出すと、宏はムッとしたらしくて、前脚でゴインと私をぶった。

「不まじめだ」

　わーん、狼おおかみのくせに人をぶつなっ！

「長い旅をする船だ。医者だって乗ってるはずだから、点滴の匂いがしても別におかしくない」

　私の肩の上で冷泉寺さんが言うと、宏はギラッと彼女をにらみ上げた。

「ちっとやそっとの匂いじゃない。すげえ量なんだ」

　ふーむ、それはやっぱり、おかしいかも。

「どこから匂ってくるのかわかる？」

　宏は、コクンとうなずいて、その匂いを追い始めた。

　私は、とっても期待して、その後に続いたんだ。

　赤い絨毯を敷しいた廊ろう下かから、階段を一階、二階と下って、三階に降りる踊おどり場の所までくると、宏は突とつ然ぜん立ち止まり、前脚を上げてカリカリと鉄の非常扉をかいた。

「この向こうからだ」

　ところが、その非常扉はピッタリと閉ざされていて、どうやっても開かなかった。

　うーん、見たいのにっ！

「妙みようだな」

　つんつんと扉をつつきながら、冷泉寺さんが顔をしかめた。

「非常扉ってのは、非常用なんだから、いつでも開くようになってなきゃ用をなさないはずだが」

　そうよねぇ。

　私が考えこんでいると、冷泉寺さんはバサバサッと翼を広げ、その階段をいったん降り、そこが船底であることを確かめてから、次に上の階めざして飛び上がってきて、私の頭の脇を通り過すぎた。

「これより下はない。上階が、何になっているか見てみよう。その内部から下へ行く階段があるかもしれない」

　宏がすばやく身をひるがえして、階段を走り上がっていき、後に残るは私一人っ！

　わーん、待ってよぉっ!!

　あわてて駆かけ上がっていくと、二人は、上の階の非常扉の前に立っていた。

　よく考えたら、いくら二人が早く到とう着ちやくしても、自分たちじゃ開けられないのよね、指がないから、きゃはっ！

「おい、人をバカにしたようなその笑い方はやめろ」

　冷泉寺さんが不ふ愉ゆ快かいそうに私をにらんだけれど、私は無む視しして、宏の上にかがみこんだ。

「この扉からは、匂う？」

　宏は、くいんと低く鳴ないた。

「さっきとは別の匂いがする。消しよう毒どくみたいな・・・」

　私は、扉の取っ手に手をかけて、ぐいっと引いてみた。

　すると今度は簡かん単たんに動いて、中が見えたのだった。

　そこは、広々としたプールだった。

　わぁ、船のプールって、豪華っ！

「うん、塩えん素その匂いだ」

　つぶやく宏の頭ず上じようを、冷泉寺さんがひらりとかすめて、その中に舞いこんでいった。

　広い室内をぐるっと一周しながらあたりを見まわし、ちょうど開いていた窓から外に飛び出して、しばらくして戻ってくる。

「下のスペースは、このプール部分と同じくらいの広さだ。だが完全に独どく立りつしていて、窓もなく、上下の階段もない」

　そう言って、翼を胸の前で組み合わせた。

「奇き妙みようだな。いったい何に使ってるんだろ」

　黄色い二本の足で床の上にペッタリと立ち、考えこんでいる冷泉寺さんは、鳥のお人形みたいでなかなかかわいかった。

　宏がいたずらっ気を起こして、鼻先でつんと押すと、彼女はよろけてゴロンと床に転がってしまい、憤ふん慨がいしたように飛び上がって宏の耳を突つついた。

「高たか天まっ、元に戻ったら、覚かく悟ごしろよっ！」

　宏は、すばやく前脚を上げて、彼女をたたき落とそうとしながら言った。

「このプールと同じくらいなスペースっていったら、すげえ広いじゃないか。そいつぁ食糧倉庫か、荷物置き場だぜ、きっと」

「はん、まぬけ狼め」

　吐はきすてるように言って冷泉寺さんは、バサバサッと私の肩の上に止まった。

「倉庫にしろ、荷物置き場にしろ、入り口ってもんが必要なんだ。それが一つもないとなったら、これはかなり奇妙だとしか言いようがないだろうが」

　私は、目を見開いて聞いた。

「入り口がないの？」

「そうだ、どこにもない。どこからも入れない」

　そう言って冷泉寺さんは、青く見えるほど澄すんだ冷ややかなその目に、ギラッと不ふ敵てきな光を浮かべた。

「船のスペースというのは、かなり機き能のう的てきに、無む駄だがないように割り振られているものなんだ。その中に存在する、プールほどもデカくて入り口のない、しかも点滴の匂いのする空間。・・・こいつぁ、かなりおもしろくなりそうだぜ」

　宏が緊きん張ちようした表情で、うなずいた。

「他の所も調べてみよう。レオンも、一室残らず当たれって言ってたし。手分けして当たろうぜ。オレは一人で大丈夫だから、冷泉寺、おまえは夢美と一緒に行動しろ」
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　私たちは二組に分かれ、船の中をつぶさに見て歩いた。

　さっきのプールをはじめ、音おん響きよう設せつ備びの整ったホールや、大から小の各会議室、クルーやメイドさん用の部屋、操そう縦じゆう室しつ、厨ちゆう房ぼう、リネン室、トイレ、バス、倉庫、救きゆう命めい具ぐ室しつなどなど、歩きつくして捜さがしてみたけれど、そのどこにも不ふ審しんな所はなく、また純じゆん子こちゃんの姿も見当たらなかった。

「あとは、この先の客室だけね」

　私が言うと、冷れい泉せん寺じさんはちょっとため息をついた。

「それと、あの開かない非ひ常じよう扉とびらの奥だ。しかし入り口がないんじゃ、入りようもないぜ、くっそ！」

　いらだたしげに彼女が舌した打うちしたその時、廊ろう下かの向こうからカタカタと何かの音が近づいてくるのが聞こえた。

　きゃ、見つかるっ！

　私はあせって、とっさにそばにあったトイレの中に駆かけこんだ。

　でも、よく考えてみれば、この船の持ち主ぬしであるボークマン氏の前で、船内の散歩をしてきますと宣せん言げんしてきたわけだから、逃げる必要なんて少しもなかったんだ。

「思わず隠かくれてしまう私って、根が正直なのかも、な」

　つぶやいた私の肩かたの上で冷泉寺さんがフンと横を向いた。

「気が小さいだけだろ」

　むっ、かわいくないっ！

　私がジロッとにらむと、冷泉寺さんもこちらを見た。

「何だ、文もん句くでもあるのか。いつでも受けて立つぞ」

　にらみ合う私たちをよそに、その音はカタカタと近づいてきて、ドアのすき間を一つの影かげが通り過すぎていった。

　冷泉寺さんが目を見開く。

「今の、ボークマンだったぜ」

　私はびっくりして、そっとドアを開けてみた。

　廊下の突つき当たりへと向かって歩いていくその後ろ姿は、確かに仮面男のボークマン氏だった。

　カタカタというのは、彼の押しているワゴンのキャスターが、絨じゆう毯たんの境さかい目めに当たる音。

　息を吞のんで見つめていると、彼は突き当たりの部屋の前でワゴンを止め、自分のポケットから鍵かぎを出して、その部屋を開けた。

　ワゴンの上には、一人分の食事が載のっている。

　彼は、それをワゴンごと部屋の中に入れて、自分も中に入り、ドアを閉じたのだった。

　私は、冷泉寺さんと顔を見合わせた。

　食事を運びこむということは、中に誰だれかいるということだ。

　ドアに鍵をかけてあるってことは、自由な出入りをできなくしてあるってことだ。

　じゃ中にいるのは、もしかして純子ちゃんかもしれない！

　とっさにそう思った。

　だって鍵のかかった部屋と一人分の食事っていったら、人を閉じこめてある以外に考えられないっ！

「どうしよう!?」

　私が言うと、冷泉寺さんは、理り知ち的てきな感じのする二つの瞳ひとみを、静かに輝かがやかせた。

「食事を運んでるってことは、当面、生かしておく気でいるってことだ。あせって動くと失敗する。今は、場所だけはっきりつかんでおけばいい。後でレオンと相談して決めよう」

　見事なさばき方に、私は感心してしまった。

　うーん、さすが冷れい血けつ、いや冷れい静せい鉄てつ女じよと言われるだけある、考え方が沈ちん着ちやくだっ！

　やがてボークマン氏が部屋から姿を現し、鍵を締しめて、廊下の向こうに歩み去った。

　私たちはトイレから出て、できるだけ静かに、そのあたりの客室の全部を調べてみた。

　でも、皆みんな空くう室しつだった。

　ただ突き当たりの、さっきの部屋を除のぞいて。

「よし、引きあげよう。レオンに報ほう告こくだ」

　それで戻ってくると、途と中ちゆうで宏ひろしに出会った。

「南なん原ばら純子、いた？」

　聞かれて私が首を横に振ふると、宏はちょっと息をついた。

「こっちにも、いねぇんだよなぁ・・・。おまけにボークマンとルスカの部屋だけは、鍵がかかってて、入れなくってさ」

　クサる宏の背中を、私はポンとたたいた。

「でも、手がかりらしいものはつかめたよ。話すから、行こ」

　そうして皆でさっきのホールに入っていくと、奥の扉の前には、二人のクルーが立っていて、ドアを開けてくれた。

　中は居い間まで、広く開けられた窓から海が見わたせ、潮しおの香りがやさしく流れこんでいた。

　白いテーブルを囲んで、ボークマン氏とルスカ、それに向き合って鈴すず影かげさんが座すわり、その膝ひざの上には光こう坂さか君がうずくまっている。

　あら、戻ってたのね。

「おかえり」

　そう言って鈴影さんがこっちを振り向き、ルスカも談だん笑しようを中ちゆう断だんして、私に顔を上げた。

「楽しかったかい」

　レースのカーテンを通して射さしこむ光が、そんな二人を包んであでやかにきらめき、私は思わず見とれてしまった。

　ううっ、きれいっ！

　この世のものとは思われないほど美しいっ!!

　鈴影さんの膝の上で、光坂君が身を起こしてスルッと床におりると、私の前まで歩いてきて、抱いてと言うように前まえ脚あしを上げた。

　私が抱き上げると、彼は肩の上に足をかけ、耳元でこっそりささやいた。

「レオンさんから伝言。ここに泊とまっていきたいって言えって」

　その時、鈴影さんが静かに立ち上がった。

「では、そろそろ、おいとましましょう」

　私は、あわてて言った。

「私、もう少し、いたいな。明日も学校はお休みだし・・・船って、夜も素す敵てきそうだし」

　すると、ボークマン氏が言った。

「では、泊まっていかれたら、いかがですか？」

　私は、すかさず叫さけんだ。

「わっ、うれしい！」

　人の提てい案あんに、臆おく面めんもなく乗ることができるズーズーしさは、やっぱり主しゆ婦ふ少女の取り柄えよね。

「ね、そうしましょ」

　鈴影さんは、しかたなさそうな表情を作りながらボークマン氏を見た。

「ご迷めい惑わくではありませんか？」

「いえ、いっこうに。お客様は歓かん迎げいです。そうだね、ルスカ」

　ルスカは、すぐ微笑ほほえんでうなずいたけれど、その前に一いつ瞬しゆん、美しい表情をふっとくもらせたのを、私は見み逃のがさなかった。

　つらそうな、苦しげな横顔。

　え・・・なんだろ。

「では、お言葉に甘あまえさせていただきます」

　鈴影さんがそう言うと、ボークマン氏はすぐクルーを呼び、客室の用意ができているかどうかを聞いた。

「はい、すぐにでも、ご案内できます」

　ボークマン氏はうなずき、鈴影さんに微笑んだ。

「では夕食まで、部屋でおくつろぎください」

　その場で待っていたクルーが、私たちを部屋に案内した。

　それは、あの鍵のかかった部屋とは、厨房をへだてて反対側に当たる廊下の端はしで、さっき宏が調べたあたりだった。

「どうぞ、ごゆっくり」

　クルーが出ていくと、私たちはやっと仲間だけになれた。

　鈴影さんが涼すずやかな眼まな差ざしで、ザッと私たちを見まわす。

「何か、わかったか」
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　私は、プールの下の階にある入り口のない大きな空間から、点てん滴てきの匂においがしてくることと、こっちとは反対側の廊ろう下かの突つき当たりの客室に、誰だれかが閉じこめられているらしいことを報ほう告こくした。

「ボークマン氏が、自分で食事を運んでたのよ」

「そうか」

　鈴すず影かげさんは、考え深げに瞳ひとみを光らせた。

「さっき、話してる最中に、ちょっと部屋から出ていった。それだったのか」

　宏ひろしが、うなるように叫さけんだ。

「じゃ南なん原ばらは、そこに監かん禁きんされてるんだ」

　その時、光こう坂さか君が言った。

「違ちがうよ」

　私たちがいっせいに彼を見ると、彼はちょっと息をつき、それから慎しん重ちような口く調ちようで続けた。

「さっき空くう調ちようの穴から入って、天てん井じよう裏うらからいろんな部屋をのぞいて歩いたんだ。その部屋も見たよ。中にいたのは、老人だ」

　老人っ!?

「もう七十歳か八十歳ぐらいの。ベッドで寝ていた」

　私は、息を吞のんだ。

「そんな人が、なんで閉じこめられてるの」

「わかんないけど・・・」

　口ごもりながら光坂君はうつむき、片かた脚あしを上げて顔をこすった。

「とにかく、女の子じゃないことは確かだよ」

　その時、宏がカッと目を見開いて言ったのだった。

「アキ、おまえの足、血がついてるっ！」

　ビクッとして光坂君は、動きを止めた。

「え、どこっ!?」

　驚おどろいて、私は彼を抱き上げてみたけれど、わからなかった。

　宏が走り寄よってきて、鼻を押し当て、クンクンとかぎまわった。

「四本ともだ。もう乾いてるけど間違いない。アキ、おまえ、どっかで血の上を歩いてきたんだぜ」

　光坂君はゾクッと背中を震ふるわせ、私の腕うでから飛びおりて、洗せん面めん台だいに駆かけ上がった。

「夢ゆめ美み、水出して、早くっ！」

　冷れい泉せん寺じさんが、その目に冷ややかな光を浮かべながらニヤッと笑った。

「いよいよ、楽しくなってきたな」

　私は、光坂君の脚を四本、石せつ鹼けんで洗ってやり、自分のハンカチできれいにふいてあげた。

「はい。もう大丈夫よ」

　光坂君は、神しん経けい質しつそうに体を丸めて足をかいでいたけれど、やがて鈴影さんに呼ばれて、走り寄った。

「船内の地図を作ろう。光坂、君の歩いた所を教えてくれ」

　光坂君は、空くう調ちよう口こうや天井裏だけでなく、かなり広い範はん囲いを歩いていた。

　そのせいで、どこから血をつけてきたのかをしぼることはできなかったけれど、代わりに、さっき宏が調査できなかったボークマン氏とルスカの部屋の中を見てきていた。

「空調口から見た限かぎりでは、どっちも普通の部屋だったよ。誰かが閉じこめられている形けい跡せきもなかったし・・・」

　となると、やっぱり一番怪あやしいのは、船せん底ていのあの入り口のないスペースと、それから廊下の突き当たりの部屋ってことになるよね。

「光坂君、プールの下の階のあたりをのぞいて見た？」

　私が聞くと、彼は首を横に振ふった。

「ううん。そのあたり一帯には、空調口が全然ないんだ。おかしいなとは思ったんだけど・・・」

　ふーむ、空調もない、入り口もない大きな部屋って、すごく怪しいっ！

　しかも点滴の匂いが多た量りようにもれてくるなんて・・・いったい何の部屋なんだろう。

　私たちが首をひねっている間に、鈴影さんは、私たちの情報を組み立てて船内図を作った。

「はっきりさせねばならないことは、四つだ。南原純じゆん子こがいるとすれば、この船の中のどこか。閉じこめられている老人は誰で、また誰が何のために彼を拉ら致ちしているのか。そして、光坂の足についてきた血けつ痕こんの訳。最後に本題、アーネスト・ボークマンは本当に聖せい衣いを持っているのかどうか」

　鈴影さんは、艶つややかな髪の影かげを宿した美しい瞳ひとみに、一いつ瞬しゆん、鋭するどい光をまたたかせた。

「ヒントは、どうやらプールの下の階にありそうだ。今夜、皆みんなが寝しずまったら調べてみよう」

　私はコクンと息を吞のんで、うなずいた。

　もし純子ちゃんがこの船の中にいるのなら、一秒でも早く助けてあげたかった。

　一人で、どんなに恐おそろしい思いをしていることだろう、かわいそう。

「冷泉寺、ロッジまで行ってリーザに連絡してくれ。この船の中の電話じゃ、危なすぎる」

　確かに。

「新しい情報が入っていれば、持ってきてほしい。ホットラインの暗あん証しよう番号は、これだ」

　そう言って鈴影さんは、自分の掌てのひらに、いくつもの数字とアルファベットを書いてみせた。

「覚えたか？」

「オッケ」

　短く答えて冷泉寺さんは、黄色の脚でペタペタとテーブルの上を歩き、バサバサッと私の肩かたに飛び上がった。

「夢美、外まで連れてってくれ」

　それで私は、彼女を連れて甲かん板ぱんに出て、東の空に向かって彼女が飛んでいくのを見送ったのだった。

　あんなに長い暗証番号を一ひと目めで覚えられるなんてすごいと思いながら。

「気をつけてね。早く帰ってくるのよ」

　そろそろ夕暮れになりかけていた。

　夜になったら見えないのよね、トリ目だもん。

　それまでに帰ってこられるといいけれど。

　そう思いながら、その姿がすっかり見えなくなるまで見ていて、ふっと後ろを振り返ると、そこにルスカが立っていた。

　始まりかけた夕焼けを、形のいいその頰ほおに映して、じいっと私を見つめていたのだった。

　私は、ドキンとしてしまった。

　うっ、いつから見てたんだろ。

　そう思いながら立ちつくしていると、ルスカはゆっくりと歩み寄ってきて、私の前で止まった。

　美しいルリ色のその瞳には、苦しげな光が漂ただよっている。

「ここに泊とまっちゃいけない」

　私は、びっくりしてルスカを見た。

「どうして」

　ルスカは視線をそらせ、私から顔をそむけた。

　さっき彼が、その美しい表情をふっとくもらせたことを私は思い出した。

「頼たのむから、船を下りてくれ」

　そう言って銀の手て袋ぶくろに包んだ手で、甲板の手すりをぎゅっと握にぎりしめる。

「お願いだ」

　その声には、悲ひ痛つうな響ひびきがこもっていた。

　それでようやく私にはわかったのだった。さっきルスカがつらそうな顔をしたのは、私がここに泊まることが嫌いやだったからなのだと。

　でも私、嫌がられるようなこと、何もしてないはずだけど。

「頼む」

　うつむいたその横顔に、潮しお風かぜに乱みだされた亜あ麻ま色の髪がサラサラとふき寄せられ、その表情を隠かくしていた。

「邪じや魔まをしないでくれ」

　私は、息を吞んだ。

「邪魔なんて、してないよ」

「してるっ！」

　叫んで上げた彼の顔に、焼けつくような悲しみがあった。

　驚く私の前で、彼はもどかしげに頰をゆがめ、指を伸ばして私の首にそっと触ふれた。

「初めて会った時は、何も感じなかったけれど、今は違う。君がここにいると・・・」

　そのルリ色の瞳の中で、彼の心が震えるのが見えた。

　何かを打ち明けようとしているみたいだった。

　私は、彼が話しやすいように自分の気持ちを柔やわらかくし、一いつ生しよう懸けん命めい彼の話を聞こうとした。

「話して」

　心をこめてそう言うと、ルスカは食い入るように私を見つめながら、きれいなその唇くちびるを開いた。

「君のそばにいると、僕は・・・」

　言葉に乗って、その心が私の心の中に流れこんでくる。

「僕は・・・」

　その瞬しゆん間かん、私に触れていたルスカの手が、荒あら々あらしくつかみ上げられた。

「なんのまねだ」

　びっくりして目を上げると、鈴影さんの均きん整せいのとれた背中が、私とルスカとの間に入ってくるところだった。

「夢美と話すのなら、アーネスト・ボークマンを通して、この私の了りよう解かいを取れ」

　私はびっくりして、鈴影さんの正面にまわろうとした。

「そんな堅くるしいこと・・・」

　その私の胸の前に、鈴影さんは素す早ばやく腕を出して私を止めながら、ルスカの方を向いたままで言った。

「それまでは、指一本、髪一ひと筋すじ、触れるな」

　ルスカは屈くつ辱じよくの色を露あらわにし、鈴影さんの腕を振り払うと、身をひるがえして階段を駆けおりていった。

　私はルスカを追いかけていこうとし、直後、鈴影さんに二の腕をつかまれ、引きずり寄せられた。

「だめだ」

　私は鈴影さんを振り仰あおぎ、そこに、恐ろしいほど熱く輝かがやく彼の目を見た。

　射いすくめられて、背すじがゾクッとした。

　そんなにも激はげしく、感情をむき出しにした鈴影さんを、私は初めて見て、息ができなかった。

　鈴影さんは、すぐそれに気づいたようで、視し線せんを伏せ、顔をそむけて私の手を放した。

「ごめん」

　その横顔から、静かに熱ねつ情じようが引いていって、代わりに気品とやさしさとが戻ってき、彼はしだいに、私の知っている鈴影さんに返った。

「夢美・・・ルスカは、アーネスト・ボークマンに近い人間なんだ。近寄るな。危険だ」

　私は、びっくりした。

「私たちは、ただ話をしてただけよ。私に、何か大事なことを話してくれようとしてたところだったのに、鈴影さんが邪魔したから」

　鈴影さんは目を見開いて私を見、私はあわてて自分の口に、手を当てた。

　言いすぎた！

　そう思ったんだけれど、もうどうしようもなかった。

「ごめんなさい」

　そう言いながら恐る恐る鈴影さんを仰ぐと、彼はやるせなさそうに目を細めて、私を見つめていた。

「いや、私も感情的になりすぎた。また後で話そう。いいね」

　私がうなずくと、鈴影さんは浅い微笑ほほえみを浮かべてうなずき返し、艶やかな髪を揺ゆらせて歩み去った。

　その姿が消えるころ、船具の陰かげから宏と光坂君が顔を出したんだ。

「もっと荒れるかと思った・・・だってレオンさん、血けつ相そう変えて飛び出してったから。ヒヤヒヤだったよ」

　光坂君が大きな息をつくと、宏もため息まじりに答えた。

「レオンは、我が慢まんしたのさ。大人だからな。我慢できるんだ。オレだったら、あんなんじゃおさまってねーよ」

　そうして宏はジロッと私を見上げ、いまいましげにうなった。

「おまえなぁ・・・あの男とイチャつくなよ。あいつは今、敵の一人なんだぜ。タラしこまれて利用されるのがオチだ」

　私は、ムッとして叫んだ。

「話をしてただけじゃないのっ！」

「どこがっ！」

　吐はきすてるように言って、宏は、強く私をにらんだ。

「どう見たってラブシーンだったぜ。熱い目で見つめ合ってさ、あとちょっとで、キスシーンってとこだ」

　私は、びっくりした。

　そんなふうに見られていたなんて、少しも思わなかったから。

「もしレオンが飛びこまなかったら、オレが止めてたよ」

　鋭く瞳を光らせた宏の隣となりで、光坂君がせつなげに言った。

「僕もだよ。あんなところ、見せつけられたらたまらないもの」

　私は、あせって言った。

「ちょっと、待ってよ。二人とも、どうかしてるんじゃない。鈴影さんもだけど、私、ほんとにただ話してただけだから」

　宏が叫んだ。

「そういう雰ふん囲い気きじゃなかったから言ってんだよ。ごまかすな」

　強く決めつけられて、私はちょっと息を吞んだ。

「ルスカが好きなんだろ!?」

　突きつめられて、私は答えにつまった。

　はっきり否定することができなかったから。

　ルスカに惹ひかれていた。

　なぜかわからないけれど。

　でもそれは、宏の言ってるようなものじゃなくて、もっと深いところから自然にわいてくる気持ちだった。

　それを、どう説明していいのかわからずに、私が黙だまっていると、光坂君がたまらないといったように、くるっと背中を向けた。

「もうやめよう。二人とも、中に入ろうよ」

　瞬間、宏がはじけるように叫んだ。

「ホレたんだろっ!?」

　まっすぐ私をにらんだ宏の瞳の中に、人を射とめるような強い光があった。

　それで私は思わず、言ってしまったのだった。

「私が誰を好きでもいいでしょ！　責せめられる覚えなんてないっ！」

　宏は、ぐっとその目を屈くつ折せつさせて横を向き、光坂君はうつむいた。

　私も黙りこみ、気まずいそのムードの中を夕暮れの風がふき抜けた。

　その時、凜りんとした声が耳に届いたのだった。

「くだらんことで、モメるのはやめろ」

　びっくりして振り仰ぐと、冷泉寺さんが翼つばさで空中を打ちながらおりてきて、私の肩に止まるところだった。

「中に入れ」

　そう言って彼女は、厳きびしい目で私たちを見まわした。

「本部のリーザから、伝言だ」
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　私たちは、あわてて船室に集合した。

　冷れい泉せん寺じさんは、テーブルの上に両りよう脚あしをペタッと押しつけて立って、静かに嘴くちばしを開けた。

「リーザの調べによれば、アーネスト・ボークマンは、撮影中に起こった火事で大おお火傷やけどをしたそうだ。危き篤とく状態になり、医者もサジを投げ、まわりの人々ももう助からないと踏ふんで葬そう式しきの準備をしかけたらしい。ところが、これが奇き跡せき的てきに回かい復ふくした。ボークマンの秘ひ書しよが、オークションで聖せい衣いをセリ落としたのは、その前日のことだ」

　宏ひろしが、瞳ひとみの中に野や性せい的てきな光をキラッと走らせた。

「きっと、聖衣で不ふ老ろう不ふ死しになったんだ」

　光こう坂さか君もうなずき、私もそう思った。

「ま、他に考えられないだろうな」

　冷泉寺さんが、冴さえ冴ざえとした視線を鈴すず影かげさんにまわす。

「質問は？」

　鈴影さんは、静かにその瞳を輝かがやかせた。

「どうやって知ったんだ」

　は？

「大火傷をしたボークマンは、聖衣があれば生きのびられることをどうやって知ったのか。その情報を誰だれからもらったんだ」

　そういえば、そうだよね。

　誰かに聞かなかったら、わかりっこないことだもの。

「それを知りたい。リーザは、何か言っていなかったのか」

　冷泉寺さんは、事もなげに答えた。

「何も言っていなかった。だが、銀ぎん薔ば薇らの関係者から聞いたに決まってるだろ。でなきゃ、わからんはずだ」

　鈴影さんは、頰ほおを強こわ張ばらせる。

　それを見ながら冷泉寺さんは、皮ひ肉にくな笑えみを浮かべた。

「あんたの騎き士し団だんも、一いち枚まい岩いわじゃないようだな。瀕ひん死しのボークマンに、延えん命めい作用を持つ聖衣の情報を流せば、死に物もの狂ぐるいで手に入れようとするのはわかりきっている。つまり七しち聖せい宝ほうの収集をめざしているあんたの邪じや魔まを、騎士団の誰かがしたってわけだよ。七聖宝が集まらなかったら、あんたは責せき任にんを取らされるんだろ。それを喜ぶ人物だ。心当たりがあるんじゃないのか」

　鈴影さんは、もうまっ青さおを通り越して、まっ白だった。

　じっと空中の一点を見すえて身じろぎもしない。

　思いつめたその様子に、私たちは皆みんな、息を吞のみ、突つっこんだ冷泉寺さんでさえも、何も言えないほどだった。

　やがて鈴影さんが静かに立ち上がり、着ていた上着を脱ぬいだ。

「聖衣を取り戻す」

　たくましいその肩かたから胸にかけて、ピッチリと締しめられている細い革かわが見えた。

　片かた脇わきに吊つられたホルスターの中には、銀色の短たん剣けんが差しこまれている。

　細かな薔薇の模も様ようを浮き彫ぼりにしたその短剣は、鈴影さんの均きん整せいのとれた体にみごとに似に合あって、美しかった。

　うーん、いつ見てもカッコいいっ！

「まずは、平和的に交こう渉しよう」

　そう言いながら鈴影さんは長いまつ毛を伏せてうつむき、その革かわ帯おびの留とめ金をはずした。

　少しきつめに締めなおし、カチッと音を立てて尾び錠じようを留める。

「それでダメなら、力ずくで奪うばう。こっちの可か能のう性せいの方が高いな。自分の命を守っている聖衣を、ボークマンはおそらく手放さないだろう」

　腕うでを伸ばして上着を着なおし、襟えりを正すと、こちらを振ふり返った。

「では、行ってくる」

　瞳の中に毅き然ぜんとした光がきらめき、鈴影さんの誇ほこりと孤こ独どくを美しく照らし出した。

　一人で行くつもりなんだ・・・。

　光坂君が、前に言っていた言葉が思い出された。

　鈴影さんは、誰にでも親切でやさしいけれど、自分の心の中までは絶対、他人を入れようとしないって。

　本当だ。

　ずいぶん親しくなったつもりなのに、まだ最後の所までは入れてもらえないんだ。

　そう思うと、少し寂さびしかった。

「一人で行くのかよっ!?」

　宏が叫さけんで、そばに寄よった。

「ついてくよ。一緒に行こうぜ」

「僕も行くっ！」

　光坂君がそう言うと、冷泉寺さんもバサバサと鈴影さんの肩の上に飛び乗り、最後に私が言った。

「皆で行こうよ」

　鈴影さんは苦く笑しようし、首を横に振った。

「初めは、平和的に交渉だって言ったろ。向こうは、知られたくない一いつ心しんだから、はぐらかすに決まっている。それを何とか説せつ得とくしようと思っているんだ。おまえたちみたいに、ショートしやすい子供を連れて押しかけたら、まとまる話もまとまらない。頼たのむから、私が戻ってくるまでここでおとなしくしていてくれ」

　それで私たちは、いっせいに、ブウッとむくれ上がったのだった。

「聞いたか、あの言いぐさっ！」

「ひどいよっ！」

「おまえたち三人はともかく、私まで同どう種しゆ扱あつかいするのは許せん」

　鈴影さんは、やさしく笑って身をひるがえし、素す早ばやくドアから外に出ていった。

　その様子が、彼が一人で行く本当の訳を、私に教えてくれた。

　本当は、私たちを危険な目にあわせまいとしてるんだ。

　危ないから、自分一人でやってのけようとしているんだ。

　私は、あわててドアに飛びつき、それを開けて叫んだ。

「じゃ待ってるから。平和的交渉が決けつ裂れつしたら、戻ってきて！」

　鈴影さんは、ふっと足を止め、髪を揺ゆらせてこちらを振り向いた。

　私は、ほとんどすがりつくように、そんな彼を見つめた。

　そして、一いつ生しよう懸けん命めいに言ったんだ。

「平和的に解決できなかったら、今度こそ一緒に行こ！　いざって時は、一人でも多い方がいいもの。皆で力を合わせるんじゃなかったら、私たちがいる意味がないでしょう。一緒にやらせて。一人で何もかもやってしまうのは、鈴影さんの悪いとこだよ。私たちは仲間なんだから。鈴影さんに総そう帥すいとしてのプライドがあるように、私たちにも仲間としてのプライドがあるからね。仕事を分けてくれなくっちゃダメ。それが、私たちを大事にしてくれるってことなんだから。一緒にやろ」

　鈴影さんは、しばらくの間、じいっと私を見つめ返していたけれど、やがて浅い笑いを浮かべて静かに目を伏せた。

「また、君にやられたな・・・わかった」

　それで私はほっとして、彼を見送ったのだった。

　部屋に戻って、私がドアを閉めると、宏がいらだたしげに立ち上がった。

「だけど、レオンを待ってるだけってのも、能のうがないな。この間に、オレたちも何かしようぜ」

　すると光坂君が、思いついたように言った。

「高たか天まさん、僕、あの部屋に閉じこめられている老人のことが気になる。早く助けてやらないと、かわいそうだよ。それに、あの老人とうまく話すことができれば、いろんな事じ情じようがわかるかもしれないじゃん」

　冷泉寺さんが、キラッとその目を光らせた。

「よし、その部屋に行ってみよう」

　それで私もついていこうとしたら、冷泉寺さんにジロッとにらまれてしまった。

「おまえはここに残って、レオンが帰ってくるのを待つんだ。万が一、見つかった時、狼おおかみと猫ねこと鷹たかだけならとぼけられるが、おまえが一緒だと疑うたがわれる」

　だって、ふんっ！

　仲間はずれにされて、私はおもしろくなかったけれど、三人は、私がびっくりするほど早く戻ってきた。

「いないんだよ」

　光坂君が、首をかしげながら言った。

「空くう調ちよう口こうからのぞいてみたんだけど、部屋の中には誰もいなくなってた」

　変ねぇ。

　冷泉寺さんが舌した打うちし、翼つばさで額ひたいの羽をかき上げながら、その嘴をつんと私の鼻先に突きつけた。

「もしかして、どっかに連れ出されて、グッサリと」

　私が息を吞のんだその瞬しゆん間かん、コンコンッとノックの音が響ひびいたので、私は思わず、ドキッ！

「うわあっ！」

　叫んで三人は、たちまち七しち転てん八ばつ倒とうっ！

　身もだえしながら変身譚たんっ!!

「夢ゆめ美みっ！」

　わーん、私のせいじゃないっ！

「早く元に戻せ・・・外に人が来てるっ！」

　苦しげに体をねじりながら冷泉寺さんが言い、脇で光坂君が大きくあえいだ。

「おまけに服がないよ、やだ」

「くっそ！」

　宏が両手を床にたたきつけ、荒あら々あらしい息の下から力を振りしぼるようにして立ち上がった。

「夢美、来いっ！」

　そう言うなり、私の手首をつかんで強引に引き寄せ、裸はだかの胸の中に、抱きしめたのだった。

　苦しげに荒い息をくり返している男の子らしいその胸に、私はまともに顔をうずめてしまって、たちまち三人を元に戻したっ!!

「早く開けろ！　変に思われるぞっ!!」

　冷泉寺さんが叫び、私は、一番変身の遅れている光坂君の白いお尻しりからシッポがはえ終わるのを待って、ドアを開けた。

「どうしたんだ」

　外にいたのは、鈴影さんだった。

　私は、一気に気が抜ぬけて、その場にしゃがみこんでしまった。

　うわーん、大変だったんだよぉっ！
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「何か、あったのか」

　聞かれて、冷れい泉せん寺じさんが私をにらみながら答えた。

「ちょっと遊んでたんだ」

　宏ひろしが、前まえ脚あしで冷や汗をぬぐって言った。

「で、どうだった？」

　鈴影さんは、ほっと息をついた。

「だめだ」

　体を投げ出すようにしてソファに座り、広げた長い両脚の上に肘ひじをつくと、鈴影さんはうつむき、十本の指を組み合わせた。

「聖せい衣いの存在すら認みとめない。夕食後、部屋に押し入って強引に確かめるしかないだろう。身につけているなら首だ。押さえこんで、服を脱ぬがせれば、それでわかる」

　光こう坂さか君が、コクンと息を吞のんだ。

「その後は？」

　鈴影さんは、ふっと顔を上げ、凜りんとした目で私たちを見まわした。

「現物を目の前にして、もう一度、交こう渉しようしてみて、だめなら奪うばい取る」

　う！

「聖衣を奪われると、アーネスト・ボークマンの体は、聖衣をつける前の状態、つまり火傷やけどの危き篤とく状態に戻る。ロッジから救急車を呼んでおくから、それが来るまで、冷泉寺はそばにつき添そってくれ」

「オッケ」

　軽く言って、冷泉寺さんはちょっと息をついた。

「できる限かぎりやってみるよ。死なれたりしたら、寝ね覚ざめが悪いからな」

　冷泉寺さんは、とてもプライドの高い人なのに、鈴影さんの命令には、なぜか逆らわない。

　かなり高こう圧あつ的てきな言い方をされても、決して嫌いやと言わない。

　これは、彼女の七不思議の一つだった。

「そうなれば、船内でかなりの騒さわぎが起こる。高たか天まは、夢ゆめ美みを守って脱だつ出しゆつしろ。光坂は、二人と反対方向に逃げるんだ。それで追手は二ふた手てに分かれるから、数が減へる。とにかくロッジに逃げこめ。後の始し末まつは、私がする」

　そう言われて、私はよけい心配になってしまった。

　だって、鈴影さんはたぶん、一人で責せき任にんを負うつもりでいるんだ。

　後の始末って、そういうことだもの。

「鈴影さん一人に責任を取らせるのって、嫌だから」

　私がそう言うと、彼は小さく笑った。

「責任を取るのは、私の仕事だ。これだけはゆずれないよ」

　淡あわいその笑いの中に、彼の誇ほこりと使命感があざやかにきらめいて、私の胸を打った。

　総そう帥すいとして生きること以上に大切なことは、何もないと鈴影さんは思ってるんだ。

　そんな生き方以外の生き方も、ちゃんとあるんだってことを、それは自分の考え方一つでどうにでもなるんだってことを、彼は、いつになったらわかってくれるんだろう。

　いえ、いつになったら私は彼に、それをわからせてあげられるんだろう。

　その見通しがまるでたたなくて、私は少し、苦しかった。

「夢美は、高天から離れないこと。本当なら、こんな危険なことには関わらせたくなかったんだが」

　そう言いながら鈴影さんは、ちょっとせつなげに私を見た。

「高天なら、何が起こっても、最後まで君を守ってくれるだろう。高天、頼たのんだぞ」

　鈴影さんの視線の先で、宏が強くうなずく。

「わかった」

　その時、光坂君がガタッと椅い子すを鳴ならした。

「僕だって、できる！　夢美は、僕が守るよ」

　宏が、ムッとしたように言った。

「アキ、引っこんでろ！」

　でも光坂君は、聞かなかった。

　ひたむきな瞳ひとみでまっすぐ鈴影さんを見つめたまま、言いつのる。

「僕にやらせてっ！」

　鈴影さんは、ちょっと笑って私の方を向いた。

「たとえば、夢美が倒たおれた時、おまえに運ぶことができるんなら、いいよ」

「できるさっ！」

　澄すんだ高い声で叫さけんで、光坂君はテーブルに飛び移り、そこから私の方に首を伸ばして袖そでに食いつき、ぐーんと引っぱった。

　でも、いくら力いっぱい頑がん張ばっても、私を動かすことはできなかった。

　そりゃ無理よねぇ、猫ねこなんだもの・・・。

　それでも必死で、何とか動かそうとしているその様子は、かわいかった。

「できるわけねーじゃん」

　宏がちょっと笑って、尻尾しつぽでパサッと光坂君の顔をたたいた。

「ほら、やめとけってば」

　光坂君は、くやしそうに目を光らせて、さらに力を入れ、ついに私の服の袖をビリビリッと引きちぎって、後ろに尻しり餅もちをついた。

「あーあ、破やぶっちゃった。知ーらないっと」

　はやしたてる宏の前で、光坂君は一いつ瞬しゆん、途と方ほうにくれたように私を見、それからうなだれて、口から服の切れ端はしを落としながら小さな声で言った。

「ごめん・・・」

　肩かたをすぼめたその様子がかわいそうで、私は腕うでを伸ばして彼を抱き上げた。

「気にしなくて、いいのよ。ありがと」

　柔やわらかなホッペにキスすると、光坂君は目をまん丸にして、それからチラッと宏を見た。

「うらやましいだろ」

　宏は、牙きばをむいてうなった。

「バカやろう！　おりてこいっ!!」

　光坂君は、ふんとそっぽをむいて、私の腕にナゴナゴと頰ほおをすりつけた。

「夢美、僕はどうして家猫なんだろ。同じ猫科でも、せめてライオンとか、豹ひようとかだったら夢美を守ることができるのに」

　最後の言葉を少し震ふるわせて言って、その目を自じ己こ嫌けん悪おと悲しみとでいっぱいにしながら私を見上げる。

「こんなのって、男らしくないよね。夢美に嫌きらわれるよね」

　私は、そのなめらかな体をギュッと自分の胸の中に抱きしめた。

「そんなことない。私、そんなことで光坂君を嫌ったりしないよ」

　その時、私の後方で冷泉寺さんが、大きなため息をついた。

「おい、高一の男の顔を、胸の谷間にうずめさせるな」

　それで私は、ショックのあまり、思わず腕を開いて、光坂君を落っことしてしまったのだった。

　考えてみれば、確かに光坂君だって、立りつ派ぱな男の子。

　うっ、どうしよう、ものすごくしっかり抱いちゃったっ！

　私は、すっかり取り乱みだしてしまい、光坂君は、必死で冷泉寺さんに抗こう議ぎした。

「僕は、そんな気持ちで抱かれてたんじゃないっ！　冷泉寺さん、ひどいよっ!!」

「本当のことを言ったまでだ」

　脇わきで宏がニヤニヤ笑った。

「ははん、ざまーみろ」

　この混こん乱らんは、かなりの間続き、さすがの鈴影さんもいささか閉へい口こうしたらしく、私たちをぐるっとにらみまわして言った。

「静かにしていられない者は、手を上げろ。いつでも、夜の海を泳がせてやるぞ」

　私たちはあせって口をつぐみ、それから夕食までの間、ずうっとおとなしかった。

「南なん原ばらの捜そう索さくと、閉じこめられてる老人の方は、どうするんだ？」

　宏が聞くと、鈴影さんは、空中でキラッと視し線せんを返した。

「聖衣を取り戻した時点で、神か奈な川がわ県けん警けいに通つう報ほうする。警けい察さつがこの船の中をくまなく調べ、その二つの問題を解決してくれるだろう」

　私は、うなずいた。

　そりゃ、いい考えよね。

　だって私たちがこの中でガサガサやってるより、機き動どう力りよくのある警察を入れた方が、ずっと早く助け出せるはずだもん。

　私は、純子ちゃんの無事を祈いのりながら鈴影さんに賛さん成せいし、皆みんなも同意した。

　それから夕食の時間になったのだけれど、各自の部屋で食べるのがこの船の習しゆう慣かんだということで、クルーが部屋まで運んでくれた。

　でも、そのメニュウには、問題が三つほどあったのだった。

　つまり宏にはドッグフード、光坂君にはキャットフード、それに一番すごかったのは、なんといっても冷泉寺さんのお皿に載のっていたヒエとアワとカエルの串くし刺ざしっ！

「人を何だと思ってるんだ」

　彼女はものすごく怒おこったけれど、これって正しい認にん識しきよねぇ、だって鷹たかなんだもの。

　結局、私と鈴影さんがお代わりをして、皆に人間用の夕食を分け与あたえたんだけれど、宏はその他に、ドッグフードも食べていた。

「わりと、美う味まいぜ。いってみる？」

　いくもんかっ！

　食事がすんでひと息ついてから、私たちは、ついにボークマン氏の部屋を襲おそうために立ち上がった。

　その前に光坂君が、

「僕、どうしてもあの老人のことが気になる。もう一度行って見てきたいんだ。待ってて」

　と言い残して走り出していき、ややして戻ってきた。

「やっぱり、いない・・・」

　私は、さっきの冷泉寺さんの言葉を思い出し、本当にグッサリやられてしまったのかもしれないと考えた。

　宏も同じだったらしくて、ポツッと言った。

「やられちまったのかもなぁ」

　光坂君は、ムキになって叫んだ。

「やたらに言わないでよ、そんなことっ！」

　いつにないその激はげしさに、私たちがびっくりしていると、彼はちょっと目の光を弱めて、うつむいた。

「かわいそうだよ・・・僕のお爺じい様と、同い年ぐらいなんだ」

　ああ、それでずいぶん気にしてたんだなって、わかった。

　たとえ年だけでも似ていると、思わず顔を重ねてしまうものだよね。

「どこか別の場所に移されたのかもしれないから」

　私がそう言うと、光坂君は不安そうに私を見た。

「だといいけど。僕、あの人を助けてあげたいんだ」

「助けられるよ。頑張ろうね」

　光坂君は、強くうなずいた。

　そんな彼の脇を通り過すぎながら、宏が低い声で言った。

「ごめん・・・」

　言葉が光坂君の耳に届いて、彼がこっちを向くころには、宏はもう後ろ姿だった。

　テレ屋の宏にぴったりの謝あやまり方で、私は少しおかしかった。

　光坂君もクスッと笑って、私を見た。

「高天さんって、あんがいシャイだね」

　ほんとね。

　その時、鈴影さんがロッジへの電話を終えて、振ふり返った。

「じゃ出かけよう」
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　私たちは、鈴すず影かげさんの後について、部屋を出た。

　ボークマン氏の部屋は、船せん尾びにあったから、できるだけこっそりと、そこに向かったんだ。

　ところが、ところがぁっ！

　途と中ちゆうで、向こうから誰だれかがコツコツとやってきたのだった。

「隠かくれろ」

　鈴影さんが言って、私たちは、いっせいに、すぐそばにあった会議室のドアの中に飛びこんだ。

　あんまりあせったので、私はもうちょっとで冷れい泉せん寺じさんを踏ふみつぶしてしまうところだった。

「気をつけろっ！」

　ご、ごめんなさい・・・。

　そこで息をひそめていると、足音はどんどん近くなってきて、やがて目の前に、足音の主ぬしが現れた。

　ルスカ・ロレンスだった。

　私は固かた唾ずを吞のんで通り過すぎる彼を見ていて、その髪がビッショリと濡ぬれていることに気づいた。

　シャワーでも浴あびたのかな。

　そう思いながらまじまじと見つめていると、いつのまにか彼の美しさが心の中にしみこんできて、私はうっとりとした。

　彼は、本当にきれいだった。

　体中の何もかも均きん整せいがとれていて、透とう明めいな輝かがやきを身にまとっているように神しん秘ぴ的てきだった。

　私は、吸すい寄よせられるように彼を見つめ、彼に惹ひかれた。

　心が、自分でも知らないうちに彼の方へと動いてしまうのだった。

　さっき甲かん板ぱんで、私に何か言おうとしていた彼のことが、しきりに思い出された。

　苦しげな眼まな差ざしで、震ふるえる心を私に見せて、それを私の中に注そそぎこむようにして、彼はいったい何を言いたかったのだろう。

　聞いてみたい！

　そう思った瞬しゆん間かん、

「夢ゆめ美み！」

　耳元で宏ひろしの鋭するどい声が響ひびき、その腕うでが強く私の二の腕をつかんだ。

　はっとして私は、自分が、廊ろう下かのドアを開けて出て行こうとしていることを知った。

　宏が止めてくれなかったから、今ごろは、ルスカの前に出てしまっていたところだった。

　私は驚おどろいて両手で口をおおい、立ちすくんだ。

　やだ、私ったら、どうしたんだろ!?

　やがてルスカの姿は廊下を曲がって消えていき、宏がいまいましそうに私の腕から手を放した。

「そんなに、あいつがいいのかよ」

　私はムッとし、反はん論ろんしようとして、宏を振ふり返った。

　その時、宏の肩かた越しに、こっちを見ていた鈴影さんの視線とぶつかったのだった。

　愁うれいを含ふくんだその漆しつ黒こくの瞳ひとみの中に、ひと筋の切りこむような光があって、私をじいっと見すえていた。

　胸が痛くなるほど真しん剣けんで苦しげなその眼差に、私は胸をつかれて、言葉を失ってしまった。

　何!?

　そんな私の前で、宏が吐はき出すように言った。

「ルスカの髪、点てん滴てきの匂においがプンプンだったぜ。なんでだろ。ドイツ人って点滴でシャンプーすんのか」

　冷泉寺さんが不ふ愉ゆ快かいそうに宏を見た。

「するわけないだろ。あいつは、あの匂いのする所で、何かやってきたのさ。つまり、例のプールの階下の、入り口のないスペースでだ」

「え・・・入り口がなかったら、中に入れないよ」

　光こう坂さか君が言うと、冷泉寺さんは不愉快も極きわまったといったふうに、目をむいて彼をにらんだ。

「おまえは、冒ぼう険けん小説を読んだことがないのかっ！　そういう所には、秘密の入り口があるに決まってるじゃないかっ!!」

　でも、そんな所で髪を点滴だらけにして、いったい何をやっていたのかについては、冒険ファンの冷泉寺さんにも皆かい目もくわからないようだった。

「ま、警けい察さつが入れば、はっきりするさ。とにかく行こう」

　宏が言い出して、私たちは再びボークマン氏の部屋に向かった。

　そのドアの前まで行くと、鈴影さんが、人差し指を唇くちびるの前に立てて静かにするように示しめし、ノックして中に呼びかけた。

「ボークマンさん」

　ところが何度呼んでも、返事がない。

「ボークマンさん、お話があるんですが」

　鈴影さんがそう言って、ドアに耳を押しつけたその時、中で、バタンと何かの倒たおれる音がした。

　鈴影さんは、すっと顔色を変え、ノブをガチャガチャッと力まかせにまわした。

　ところが、鍵かぎがかかっていて開かないっ！

　鈴影さんの美しい瞳ひとみが、ギラッと殺さつ気きだった。

「どけっ！」

　叫さけんで彼は、腕を伸ばして私たちを下がらせ、二、三歩助じよ走そうをつけて、ドアに体当たりした。

　大きな鈴影さんの体重を受けて、ドアは一いつ瞬しゆんゆがみ、何度目かに、ついに我が慢まんしきれなくなったらしくて、バタンと開いた。

　その向こうの床に椅い子すが転ころがっており、脇わきにボークマン氏が、仰あお向むけに横たわっていた。

　仮面は少しずれて、火傷やけどの痕あとがのぞいている。

　立ちすくむ私の隣となりから、冷泉寺さんが歩み寄って彼の首に翼つばさを入れ、脈みやくを調べて言った。

「死んでる」

　う！

「首にくっきり指の跡だ。他た殺さつだな」

　ううっ！

「おまけに、聖せい衣いもない」

　うううっ!!
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「誰だれかが、殺して聖せい衣いを取ったか、あるいは聖衣を取られたために、元の危き篤とく状態に戻って死んだか、どっちかだな」

　そう言いながら冷れい泉せん寺じさんが、ボークマン氏のマスクを、翼つばさで払いのけるようにして取った。

　その下には、まるで今、火傷やけどをしたばかりのような生なま々なましい傷きず痕あとがあった。

　私は、思わず顔をそむけた。

　うっ、傷まで元に戻ってるっ！

「ひでえな・・・」

　ケガには慣なれてるはずの宏ひろしも頰ほおをゆがめ、光こう坂さか君なんて、もう見ようともしない。

　そこにいくと冷泉寺さんは、さすがに冷れい血けつ、いや冷れい静せいで、そのケガの具合を細かく観かん察さつしてから、黄色の脚でおもむろに仮面をポーンとけり上げ、ボークマン氏の顔の上にスッポリとかぶせた。

「殺されたばかりだ、まだあたたかい」

　宏がくやしそうにうなった。

「ちっきしょう！　誰かがやりやがったんだ。冷泉寺、手がかりは？　聖衣はどこにいったんだ」

　冷泉寺さんは、ちょっと肩かたをすくめた。

「わからん」

　瞬しゆん間かん、鈴すず影かげさんが髪をひるがえしてこっちを振ふり向きざまに、私の腕うでをつかんだ。

「ベッドの下に入れっ！」

　私が、追い立てられるようにそこにすべりこむのと、入り口のドアがバタンと開いて、何人かの男の人が飛びこんでくるのが同時だった。

　私の前に、宏がどーんと座すわって、私を隠かくしてくれた。

「死んでいますっ！」

　男性の一人が叫さけび、一番年配の人が、胸ポケットから手帳を出して、鈴影さんに見せた。

　それは、警けい察さつ手帳だった。

　私は息を吞のんだ。

　警察!?

「君の名前は？」

「日本名は、鈴影聖せい樹じゆです」

　刑けい事じさんはうなずいた。

「さっき、うちの署しよに連絡が入った。君が、アーネスト・ボークマン氏を殺さつ害がいしたという通つう報ほうだ」

　私は目を見開き、宏なんかは、もうちょっとで叫び声を上げるところだった。

　でも当の鈴影さんは、少し眉まゆを動かしただけだった。

「それで？」

　静かで冷ややかなその表情の中で、ただ瞳ひとみだけが強い意思の力を浮かべてキラキラ光り、まっすぐに相手を見すえて、その思おも惑わくを読みとろうとしていた。

「君はアーネスト・ボークマン氏がオークションで落らく札さつした『水のオンディーヌの聖衣』を手に入れたがっていたそうだね。そのことで交こう渉しよう中ちゆうに口こう論ろんとなって、殺害したという電話があったんだ」

　そう言いながら刑事さんは、ちらっとボークマン氏を見た。

「こうして死体も転ころがっている以上、重じゆう要よう参考人として同行してもらわねばならんだろうな」

　重要参考人っ！

　それって、ほとんど犯人じゃないっ!!

　あせる私の前で、鈴影さんは皮ひ肉にくな笑えみを見せた。

「同行ということは、任にん意いですね。では、拒きよ否ひする権けん利りはあるわけだ」

　刑事さんは、ムッとしたように鈴影さんをにらんだ。

「逃とう亡ぼうする気なら、緊きん急きゆう逮たい捕ほに切り替えるぞ。それは、任意じゃないってことぐらいわかるよな」

　鈴影さんは、肩をすくめて両手を上着のポケットの中に突つっこみ、天てん井じようを仰あおいだ。

「いいですよ。行きましょう。あっと、その前に、ちょっと愛あい犬けんにさよならの挨あい拶さつをさせてください」

　不ふ敵てきな笑いを浮かべて鈴影さんは、こっちを振り返り、指で宏を招まねいた。

「おいで」

　そこにいた人々の視線が宏に集まる。

　注ちゆう目もくをあびた宏は、心もち赤くなって、ぎこちなく鈴影さんに歩み寄よった。

　犬らしく振るまおうとして、かなり苦労している様子がありありと見えて、私はおかしかったけれど、事じ態たいが緊きん迫ぱくしていたので、笑うどころの騒さわぎではなかった。

　鈴影さんは、床に片かた膝ひざを突き、宏の銀色の毛の中に手をうずめて、その首をなでた。

「夢ゆめ美みを、頼たのむ。このことはすべてリーザに報ほう告こくしておいてくれ。バンドームに話す必要はない。だが、聞かれたら隠かくすな。噓うそを言ってはならない。真実を話せ。私のことは、心配無用だ。じゃ」

　そうして立ち上がると、鈴影さんはドアへと向かいながら、刑事さんの脇わきを通り過すぎざまに言った。

「行きましょうか」

　その態たい度どは、堂どう々どうとして品位に満ち、若き総そう帥すいの威い光こうを放っていた。

　あわててその後に従したがった刑事さんと比べると、どっちが同行されるのかわからないくらいだった。

「検けん死し係と担たん当とう刑事が来るまで、誰か一人、ドアの外で立たち番ばんしてくれ」

「僕が残ります」

　言いながら刑事さんは出ていき、部屋の中は私たちだけになった。

「くっそ！」

　我が慢まんできないといったように冷泉寺さんが叫んで、強くドアをにらみすえた。

「こんな姿じゃなかったら、代わったのに。レオンと代わったのに！　代われたのに!!」

　くり返し押しつけるように言った彼女の言葉に、私は胸をつかれ、うつむいた。

　冷泉寺さんの顔を見ることができなかった。

　だって人間だったのは、鈴影さんと私だけだ。

　私をベッドの下にかばって、鈴影さんは警察に行った。

　あんなにもあっさり一緒に行ったのは、たぶん、あの人たちにあまり長くいられると、私が見つかるかもしれないと思ったからだ。

　もしあの時、鈴影さんが隠れていたら、警察は私を同行しただろう。

　私は、かばわれたんだ。

　何もせずに、ただかばわれて鈴影さんを警察の手に渡したことが、とてもつらかった。

「できなかったことを、今さらいろいろ思い返してても始まんねーよ」

　きっぱりと宏が言った。

「とにかく、ロッジに戻ろう。そしてこれからの方ほう針しんを決めるんだ。それがレオンの意思だからな」

　二つの目に野や性せい的てきで激はげしい光を走らせて、宏は突き刺さすように私を見た。

「オレは、レオンの言葉を守る！」

　敢かん然ぜんと言い放った宏のその強さが、私の後こう悔かいをバッサリと断たち切って、心を未来に向けてくれた。

　彼のその男らしさに、私は見とれながら、そうだと思った。

　もう取り返しのつかないことを、悩んでいてもしかたがない。

　鈴影さんの言葉に従って、動いて、そして少しでも早く彼をこの罠わなから救い出したほうがいい。

　そう思えた。

「僕も、そうする」

　光坂君が言い、冷泉寺さんが深く息をついた。

「従うよ」

　それで私たちは、どうやってここから出るかについて話し合ったのだった。

　扉とびらの外には、刑事さんが一人、立って番をしている。

　もう少し経たつと、警察から検死係が来るって言っていたから、逃げるとすれば今しかない。

「やっぱり、こういう手だろうな」

　冷泉寺さんが提てい案あんしたのは、まず宏が出て、外に立っている刑事さんに飛びかかり、その注意を引いているうちに、私たちがこっそり出て、後はひたすら走る、という方法だった。

　他に、いい考えも出なかったので、私たちはそれを実行することにした。

　私は不安だったけれど、いざやってみると、これは結けつ構こううまくいった。

　そうして私たちがまず船から走り出し、埠ふ頭とうの端はしまで来て待っていると、やがて宏がものすごい勢いきおいで駆かけ下りてきた。

　私は、誰かが追いかけてくるんじゃないかと心配したけれど、船からは一人も出てこなかった。

　ま、犬一匹ぐらい、逃げ出しても、そんなにムキになる人はいないのかもしれない。

「ケガしなかった？」

　私が聞くと、宏は、プルッと尻尾しつぽを振った。

「一つも、してない」

　よし、えらいっ！

「犬と猫ねこと鳥を連れてちゃ、電車に乗れんだろ。タクシーで帰ろう」

　冷泉寺さんの言葉に、私は一いつ瞬しゆん、ゾクッ。

　だって、こんなに遠くからタクシーで帰ったら、いったいいくらになると思ってんのっ！

　ムダ遣づかいは、主しゆ婦ふの敵っ!!

「足があるじゃないの。歩いて帰ればいいよ」

　そう言って、私は皆みんなに、ジロッとにらまれてしまった。

「足の速いオレと、飛べる冷泉寺はいいにしても、光坂とおまえは、明日の朝になっても家に着けんぞ」

　だって、お金がもったいないじゃないの。

　私がグズグズ言っている間に、冷泉寺さんと光坂君は、さっさとタクシー乗り場に行って、ドアを開けて待っていた車に乗りこんでしまった。

　続いて宏も乗ってしまい、驚おどろいて飛び出してきた運うん転てん手しゆさんが、

「お客さんですか、あの猫と鳥と犬・・・乗るんならいいですけどね、乗らないんなら、さっさと降ろしてくださいよ」

　それで私は彼らに降りるように言ったんだけれど、言うことを聞くヤツは一人もいなくて、やむなく私も一緒に乗るはめになったのだった。

　あーあ、今月はすっごい赤字だっ！

　そう思ってむくれている私の膝ひざの上で、光坂君がふっと言った。

「警察に、鈴影さんが聖衣ほしさにボークマン氏を殺したっていう電話をかけたのは、誰なんだろ」

　それで私は、はっとしたのだった。

　だってそんな電話をすることができたのは、私たちが七しち聖せい宝ほうを捜さがしていて、しかもボークマン氏が聖衣を持ってるってことを知っている人物だ。

　ボークマン氏は、鈴影さんに対しても聖衣の所しよ有ゆうを認みとめなかったくらいだから、おそらく秘密にしていたに違ちがいない。

　となれば、このことを知っていた人間はごくわずかのはず。

「船の中の人間かな？」

　私が言うと、隣となりで宏がチラッと私の方を見た。

「ルスカ・ロレンスじゃ、ね？」

　むっ！

「あいつって、ボークマンのお気に入りだからさ。彼から事情を聞いてるってことは考えられるし、この間、夢美のことでレオンから怒おこられてるから、恨うらんでるってこともあるし」

「ルスカは、そんなんじゃないっ！」

　私が叫ぶと、宏は憎にくらしくもこう言った。

「証しよう拠こは？」

　それで私は言葉につまってしまって、ただ宏をにらむ以外、何もできなかった。

　私の膝の上で、光坂君が丸くなりながら言った。

「あの老人のことを警察に言っといた方がいいね。船の中に閉じこめられてる人がいるって」

　それで私は、純じゆん子こちゃんのことも合わせて、警察に捜してもらおうと考えたのだった。

　純子ちゃんのママは、警察に届けを出すって言ってたから、警察でも捜してるはずだし、ちょっとでも情報があれば動いてくれそうだもん。

　宏が賛成し、つけ加えた。

「ただ、オレたちの名前は伏ふせといた方がいいぜ。レオンが捕つかまってることだし、それに関係していろいろ聞かれて、銀ぎん薔ば薇らのことが表ざたになるとまずい」

　そうね。

　私はうなずいて、さっきから黙だまったきりの冷泉寺さんの意見を聞こうとし、彼女を振り返った。

「どう思う？」

　冷泉寺さんは、冷ややかな感じのする唇くちびるを、かすかに動かした。

「それでいい」

　それは全然、心のこもっていない声だった。

　青く見えるほど澄すんだその目に冴さえ冴ざえとした光を浮かべて、彼女は凍こおりついたように自分の前の空間を凝ぎよう視しし、何か考えこんでいた。

　私たちは、思わず顔を見合わせてしまったけれど、彼女が考えていることが何なのか、誰にも少しもわからなかった。

　宏がため息をついて、つぶやいた。

「頭のいいヤツって、オレ、嫌きらいだ。わけわかんないもん」

　結局、ロッジに着くまで、冷泉寺さんは黙ったままだった。
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　タクシーを降りるとすぐ、私は警けい察さつに電話を入れ、純じゆん子こちゃんがアルテミス号に連れこまれるところを見たと言い、アルテミス号の中に老人が閉じこめられていることも話した。

「わかった！　で、君の名前と住所は？」

　私はガチャッと受じゆ話わ器きを置いて、電話ボックスを出、皆みんなと一緒に門をくぐって小集ロ会ツ所ジに入った。

　そしてこっそり服を取りに行ってきて、宏ひろしに飛びかかってもらって、皆を元に戻したんだ。

「タクシー代は、ワリカンよ。後で請せい求きゆうするからね」

　星の散りばめられた円型天てん井じようの下の美しい居い間まには、教訓タルムードの騎き士しであるバンドームさんが厳きびしい表情で座すわっていた。

　私たちを見るなり、

「レオンハルトは？」

　そう言った。

　私は、鈴すず影かげさんから言われたことを思い出して、事情を話した。

　鈴影さんの危き機きなんだから、きっと助けてくれるんじゃないかとも思ったし。

　それにしては、最初に、話す必要はないと言われたことが腑ふに落ちなかったけれども・・・。

　私の説明が終わると、バンドームさんは、すっくと立ち上がって、私たちを見まわした。

「すぐドイツに戻る。おまえたちは、このまま指し示じを待て。動くなよ」

　私は、びっくりした。

「戻るって・・・鈴影さんを助けてくれないんですかっ!?」

　バンドームさんは、私の方に向きなおり、緊きん張ちようした声で言った。

「これは、総そう帥すいの資し格かくの問題だ。総帥には多くの掟おきてがあるが、その中でも大事なものは、総帥になるための秘ひ儀ぎを受ける際さいに、前代の貴女ダアムに立てる四つの誓ちかいだ。その四し誓せい願がんの四番目に、精神の高こう邁まいさを保たもたねばならないという条じよう項こうがある。刑事事件に関わったということは、これに触ふれるものだ。たとえ犯はん人にんでなくても疑うたがわれたというだけで、この四誓願にそむく。今度のことについて、私は教訓タルムードの騎士として、至し急きゆう、長老ゲローン派に報告せねばならない」

　この人って・・・頭、固かたっ！

　それで鈴影さんは最初に、話さなくてもいいと言ったんだ。

　事が面めん倒どうになるってわかってたんだよね、きっと。

　でも清せい廉れん潔けつ白ぱくだから、噓うそは許さないんだ。

「私の報告を受ければ、長老ゲローン派は全体会議を開き、レオンハルトの総帥資格を検けん討とうするだろう。それでもし資格剝はく奪だつという結論が出れば、レオンハルトは総帥の座から追われることになる。そうなったら銀の薔ば薇ら騎士団は、レオンハルトのためには動かない」

　私は目を見開いて、バンドームさんを見た。

　総帥らしく生きること以上に何も望んでいない鈴影さんが、その座から追われるなんて・・・。

　鈴影さんのために、誰だれも動いてくれないだなんて、そんなこと！

「長老ゲローン派の中には、七しち聖せい宝ほうを失ったレオンハルトに対して、批ひ判はん的てきな意見を持っている者もいる。特にレオンハルトは、銀の薔薇騎士団創設以来、初めての十代の総帥だから、風当たりが厳しい。その辺の状じよう勢せいを考えると、今度の会議の結論は厳しいものになるだろう。とにかくおまえたちは、くれぐれも軽はずみな行動をしないように。いいな」

　そう言ってバンドームさんはドアへと歩き、そこから出ていこうとした。

　その背中に、宏が吐はき出すように叫さけんだ。

「ふざけんじゃねーよ」

　振ふり向いたバンドームさんを、宏は吞のみこむようににらみすえた。

「レオンのいなくなった銀薔薇なんか、クソくらえだ。オレは、レオンについてきたんだからな。騎士団なんか関係ねぇ」

「僕もだ」

　突つき刺さすように、光こう坂さか君が言った。

「僕もレオンさんについてきた。レオンさんのいない騎士団に従したがうつもりなんてない」

　冷れい泉せん寺じさんが、静かにその目を輝かがやかせた。

「同感だね」

　私も、大きな声で言った。

「私も、です」

　この耳を切って、ピアスを返せばいい。

　鈴影さんを追放するような所に、いたくなんかないから。

　耳ぐらい、切ってくれてやるっ!!

「好きにするがいい」

　バンドームさんは、皮ひ肉にくな笑えみを浮かべた。

「正式入団前の人間が何人脱落しようと、騎士団に差さし障さわりはない。それに総帥が代われば、貴女ダアムも新しく指名されるものだ。君たちとは縁えんがなかったのだと思うことにしよう。では」

　バンドームさんはドアのノブに手をかけ、瞬しゆん間かん、冷泉寺さんが叫んだ。

「高たか天ま、止めろっ！」

　宏がバンドームさんに飛びかかり、彼ともつれるようにして床に転ころがった。

　でもバンドームさんは、さすがに銀薔薇騎士の一人で、すぐに宏をうまくかわして、くるっと立ち上がった。

　同時に宏も、身み構まがえてバンドームさんを振り返る。

　その間、冷泉寺さんがドアの前に立ちふさがった。

「そう簡単に帰れると思ってくれちゃ困るな。もう少し、ゆっくりしていってくれよ」

　冷ややかな瞳ひとみに強い輝きを浮かべて、彼女はバンドームさんをにらんだ。

「レオンを密みつ告こくした犯はん人にんについて、聞かせてやろうか。そいつはな、レオンが七聖宝を捜さがしていることを知っていて、しかもアーネスト・ボークマンが聖せい衣いを持っているということを知ってる、ごくわずかな人間の中の一人なんだ。バンドームさん、あんたも確か、これに該がい当とうするよな」

　その時初めて、私は冷泉寺さんがずっと考えこんでいたわけを知ったのだった。

　バンドームさんを、疑っていたんだ。

「でも冷泉寺さん」

　光坂君が、驚おどろいたように言った。

「バンドームさんは、銀薔薇の騎士だよ。総帥のレオンさんを裏切るようなそんなこと・・・」

　冷泉寺さんは、ふっと笑った。

　その笑顔は、冷ややかで美しく、挑ちよう発はつ的てきで、懐かい疑ぎ的だった。

「レオンが、前に高天に言った言葉を、おまえは覚えてないのか。こう言ったんだ。『おまえは、今まで仲間に裏切られたことがないのか、それは幸運だったというべきだ』って、な。レオンは、今までに仲間から裏切られたことがあるのさ。騎士の中にだって、いろんなヤツがいる。総帥の地位をねらってる野や心しん家かだっているだろう。それがこいつか、あるいはこいつの仲間じゃないとは言いきれん」

　バンドームさんは、私たちをにらんだままゆっくり口を開いた。
















「結けつ構こう、頭が切れるわけだ。それで、私をどうするつもりだ？」

「身み柄がらを拘こう束そくさせてもらう。本部や仲間との連絡も許さない」

　切りこむように冷泉寺さんが言うと、バンドームさんは静かに彼女を見返した。

「いつまでだ」

「レオンが警察から帰ってくるまで」

　強くにらみ合った二つの視線の間に、電気のように強きよう烈れつな光が飛び散ちって、私は体中がゾクゾクした。

　大人相手の視線合がつ戦せんで、負けない冷泉寺さんって、すごいかも！

　やがてバンドームさんが、ふっと笑った。

「いいだろう。君の利り発はつさと度ど胸きように敬けい意いを表して、その提てい案あんを吞もう。教訓タルムードの騎士位にかけて、総帥レオンハルトが戻るまで、このロッジの一室に留とどまり、すべての者と連絡を断つことを約束する。ただし、警察に密告したのは私ではないということは、はっきり言っておくぞ。また」

　そう言いながら鋭い眼まな差ざしを空中でキラッとひるがえし、私たちを見まわす。

「もし総帥レオンハルトが真しん犯はん人にんで、ここに戻ってこなかったらその時には、おまえたち全員に、この教訓タルムードの騎士を疑い、名めい誉よを傷つけた罪つみを償つぐなってもらう」

　ジリッと踏ふみこむように見すえられて、私はちょっと息を吞んだ。

　でも鈴影さんが真犯人だなんてことは、絶対にないもの！

「もし鈴影さんが犯人だったら、どんな償いでもする。だからあなたも、それまでは部屋から出ないでおとなしくしてよね」

　私が言うと、バンドームさんは、フンと鼻で笑った。

「『銀の薔薇騎士団』の騎士は、名誉にかけて約束を守る。たがえることはない。では部屋に引き取らせてもらう」

　冷泉寺さんがドアの前から体を引く。

　バンドームさんは、そこから悠ゆう々ゆうと出ていった。

「まず第一段階は、クリアだ」

　そう言って冷泉寺さんは、体中から一気に力を抜ぬきながらうつむき、両手で顔をおおった。

「よかった！　レオンの名前に傷がつかなくて」

　心の底から大きな息をついて、肩を震ふるわせたその様子を見て、私は、彼女がどれほど真しん剣けんだったのかを知った。

　ほとんど必死で、冷泉寺さんは鈴影さんの名誉を守ろうとし、そして守ったのだ。

　私は、彼女に拍はく手しゆをしたいような気持ちだった。

　こんなにも鈴影さんを思っている彼女のことを、私はきっと本人に伝えよう、そう思った。
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　聖せい樹じゆは、港から一番近くの警けい察さつ署しよに連れん行こうされた。

　小さな四階建てで、最上階の中央部に狭せまいバルコニーを持つ建物だった。

　玄げん関かんを入り、うす暗い階段を上って二階の取とり調しらべ室しつに入る。

「そこに座すわって」

　指さされたスティールの椅い子すに座ると、小さな机を挟はさんだ向こう側に、年配の刑けい事じが腰こしを下ろした。

　脇わきには若い刑事が立ち、出入り口に制せい服ふくの警けい察さつ官かんが二人待たい機きする。

「さて、状況を説明してもらおうか」

　ほとんど被ひ疑ぎ者しや扱あつかいだった。

　聖樹は腕うでを組み、椅子の背に身をもたせかけた。

「まず弁べん護ご士しを呼んでください。彼が来たら、お話しします」

　そう言って、日本支し部ぶ弁護士団の代表者の電話番号と名前を告つげる。

　年配の刑事は、しかたなさそうにメモを出し、それを控ひかえると、破やぶり取って制服警察官に渡した。

　聖樹は振ふり返り、出ていこうとする警官を呼びとめる。

「急いで来いと伝えてください」

　目の前の刑事がちょっと笑った。

「君はまだ十代に見えるが、ずいぶん高こう姿し勢せいだな」

　聖樹も、わずかに笑えみを浮かべる。

「高姿勢ついでに申し上げておきますが、あの船はドイツ船せん籍せきです。よって船内の犯はん罪ざいは、最終的にはドイツ刑けい法ほうで裁さばかれるでしょう。通つう報ほうがあった以上、貴き署しよとしても捜そう査さをしないわけにはいかないのでしょうが、ドイツでは参考人の権利を手厚く保ほ護ごしています。貴署がここで私から不ふ当とうに情報を得た場合、ドイツに引き継つぎをした時点で破は棄きされるということを記き憶おくしておいていただけると助かります。では弁護士が来たら、起こしてください」

　そう言って目をつぶった。

　一番気になるのは、四人の安あん否ぴだった。

　あの時、部屋であのまま警察官とやり取りしていたのでは、夢ゆめ美みが見つかり、疑うたがわれる可か能のう性せいがあった。

　また、いつ変身が解とけ、三人が人間に戻らないとも限かぎらない。

　彼らを部屋から逃にがすために任にん意い同行に応おうじたのだが、心配でならなかった。

「弁護士が到とう着ちやくしました」

　警察官の声が響ひびいたのは、二、三十分ほどしてからだった。

「こちらに連れてきてよろしいですか」

　目を開くと、うなずいている刑事が見えた。

　やがて足音が聞こえ、ドアが開いて、ブリーフケースを下げた弁護士が顔を出す。

　四十歳前後の男性で、硬かたい表情をしていた。

　騎き士し団だんの騎士の一人だが、以前に面めん識しきはない。

　もちろん能力もわからなかった。

　日本支部弁護団のレベルの高さに期待するしかない。

　弁護士は一いつ瞬しゆん、聖樹に視線を走らせ、黙もく礼れいしてから、刑事たちを見まわした。

「最初に確認させていただきたいのですが、この人物は、参考人としての同行ですよね。逮たい捕ほ拘こう留りゆうではありませんね」

　年配の刑事がうなずくと、弁護士は表情を和やわらげることもなく言った。

「では彼と話がありますので、しばらく二人だけにしてください」

　刑事は重そうに腰を上げ、他の二人をうながして部屋を出ていく。

　聖樹は、あごで部屋の片かた隅すみについているカメラをさした。

　さらに、壁の鏡かがみにも目をやる。

　弁護士はブリーフケースから粘ねん着ちやくテープとビニール袋を出し、レンズと集しゆう音おん器きにかぶせてテープで固定した。

　次に上着を脱ぬぎ、周囲にぐるっと粘着テープを貼はると、そのまま鏡にかぶせる。

　なかなか手早い仕事ぶりだった。

「ご苦く労ろう」

　そう言いながら聖樹は立ち上がり、右手を出す。

　弁護士は、ようやく表情を崩くずし、微笑ほほえんだ。

「総そう帥すいの握あく手しゆをいただけるなんて、光栄です」

　その手を握にぎりしめて、聖樹は、総帥の印いんを示しめす。

　弁護士は目を見開き、やがてそれを細めて、恍こう惚こつとして聖樹の印を受けた。

「ありがとうございます。感謝に堪たえません」

　顔を輝かがやかせて言いながら、聖樹に勧すすめられて椅子に座る。

「総帥、何をお望みでしょうか」

　聖樹は、指を三本立てた。

「まず一つ目、私が泊とまっている小集ロ会ツ所ジに、高たか天ま、光こう坂さか、冷れい泉せん寺じ、それに佐さ藤とうの四人が無事戻ったかどうかを確認したい。二つ目、本部にいるリーザとの交こう信しん。三つ目は、事じ故この調査だ。一昨日おととい、北きた高校の近くで乗用車事故があった。車が火を噴ふいたそうだが、意外に早く収まっている。腑ふに落ちない。原因を調べろ。以上」

　弁護士は、ブリーフケースを机の上に持ち上げて蓋ふたを開いた。

　中に小型のパソコンが入っている。

「今、小集ロ会ツ所ジとドイツの本部に連絡してみてもよろしいですか」

　聖樹がうなずくと、弁護士はキーの音をさせ、しばらく画面をにらんでから答えた。

「小集ロ会ツ所ジからの回答です。四人は、間ま違ちがいなく戻っているそうです」

　聖樹は、ほっと息をつく。

　彼らの身み柄がらが確認できてよかったと思った。

「本部のリーザに連絡します。向こうからここに電話をもらうことも可能ですが、直接、お話をされますか」

　リーザが選んだ電話機の方が盗とう聴ちようの危険がなさそうだった。

「ん、そうしよう。本人に、かけるように言ってくれ」

　小集ロ会ツ所ジの対応も素す早ばやかったが、本部は、それ以上のはずだ。

　さして時間がかかることもないだろう。

　そう思ったのだが、リーザはなかなか出てこなかった。

　聖樹がいらだち始めるころ、ようやく弁護士が口を開く。

「リーザは不在のようです。いろいろ調べてもらったのですが、所しよ在ざいがわかりません。さらに捜しますか」

　聖樹は、片目を細めた。

「いや、いい」

　ボークマンに聖せい衣いの情報を流したのは、おそらくアクスクーだ。

　失われた七しち聖せい宝ほうの収しゆう集しゆうをめざして非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんが出され、騎士団が戦せん闘とう態たい勢せいにあるというこの時に、その聖宝の一つの所在を知りながら、他人に購こう入にゆうさせようとして動いたのだ。

　それを立りつ証しようできれば、騎士団に対する背はい任にん罪ざいに当たる。

　アクスクーを長老ゲローン派全体会議に訴うつたえることができるのだった。

　リーザにアクスクーの身辺を探さぐらせ、証しよう拠こを上げたかった。

　だが、不在ではしかたがない。

　冷泉寺がすでに状況報告をしているはずで、それに関連してどこかに出かけているのかもしれなかった。

　くわしいことを冷泉寺に聞いてから動くしかない。

「事故の調査は、ここを出てから頼たのむ。先ほどの刑事を呼んでくれ」
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「リーザに報ほう告こくしたいんだが」

　ロッジの電子機き器きルームに入っていった冷れい泉せん寺じさんは、しばらくして居い間まに姿を見せた。

「全然、連絡が取れない。リーザのヤツ、電話に出ないんだ」

　光こう坂さか君が目を丸くした。

「どうしたんだろ」

　宏ひろしが肩かたをすくめる。

「もうちょっと経たってかけてみりゃいいんじゃね？　その間に、これからどうするかを、話し合おうぜ」

　私はテーブルに歩み寄よって、椅い子すに座すわった。

　皆みんなも、それぞれに着ちやく席せきする。

「まず問題点を整理しよう」

　光坂君が言うと、宏がちょっと難むずかしそうな表情を作った。

「誰だれが、アーネスト・ボークマンを殺したか。誰が聖せい衣いを盗ぬすんだか。誰がレオンに罪つみをなすりつけたか。あと南なん原ばら純じゆん子こはどこに行ったか。閉じこめられていたあの老人はどうなったか。ざっと、このくらいかな」

　私は、ため息が出てしまった。

　だって、わからないことがあんまりにも多すぎるんだもの。

　これって、ほとんど全部わかんないのと同じよぉ・・・。

「南原純子と老人の件については、警けい察さつの力を頼たよろう」

　冷泉寺さんが、きっぱりと言った。

「死体が転ころがったとなったら、その船の中は、くまなく調査されるはずだ。夢ゆめ美み、テレビをつけっ放しにしておけ」

　私は立ち上がり、テレビのスイッチを入れた。

「ニュースの時間か、あるいは臨りん時じニュースで扱あつかうはずだ」

　録画の用意をして待ちながら、私たちは残る問題について、あーでもない、こーでもないと話し合った。

　冷泉寺さんは時々立ち上がり、居間から出ていっては、そのたびにガックリして戻ってきた。

「リーザと連絡が取れない。レオンに怒おこられる・・・」

　うなだれている冷泉寺さんは、なんだかかわいらしかった。

　そのうちに定時のニュースが始まったのだった。

　トップでアルテミス号のことを扱い、ボークマン氏の殺さつ害がいと、それからなんと、閉じこめられていたあの老人のことを報ほう道どうしていた。

　私はびっくりし、全身を耳にして聞き入った。

　それによれば警察は、ボークマン氏殺害に関する手がかりを求めて、船内を捜そう索さく中ちゆう、一室に閉じこめられている老人を発見し、保ほ護ごして、事情を聞いたのだった。

　その結果、驚おどろくべき事じ実じつが明らかになった。

　老人は、クラウスという名前のドイツ人で、ボークマン氏によってあの船の一室に閉じこめられ、今回の映画の構こう成せいや製作に無理やり協力させられていたのだった。

　この映画の脚きやく本ほんを書いたのも、実はクラウス氏で、ボークマンは、才さい能のうある彼を監かん禁きんして協力を強きよう制せい、それを自分の作品であるかのように世間に吹ふい聴ちようしていたとのことだった。

　このクラウス氏の存在を知っていたのは、ボークマンだけで、彼がひたすら隠かくしていたために、他のクルーは、まったく気づかなかったとか。

「ゴーストライターか・・・」

　冷泉寺さんがつぶやき、光坂君がほっと息をついた。

「お気の毒どくに・・・でも助かってよかったね」

　私はうなずいて、まだ見つからない純子ちゃんのことを思った。

　早く助けてあげたい！

　今ごろ、どこでどうしているんだろう、かわいそうに。

　テレビは、延えん々えんとアルテミス号の映像を流し、事件を報道していた。

「なお、殺害されたボークマン氏の養よう子しのルスカ・ロレンスさんが、このクラウス氏に同情し、今までの養よう父ふの仕打ちに対するお詫わびとして映画の製作をこのまま継けい続ぞく、クラウス氏監かん督とく作品として発表するというコメントを出しています。これに対して、クラウス氏は感謝の意を示しめし、二人の間では今後、一緒に映画を作っていくとの合ごう意いがなされたようです」

　宏が眉み間けんにシワを寄せた。

「殺人が起こった時って、それによって利り益えきを得える人間が疑うたがわしいんだよな。そこから考えると、ボークマンが死んで得とくしたのは、映画監督および脚本家として晴れて名前を出せるようになったクラウス氏と、財ざい産さんが転がりこむルスカの二人だけど」

　むっ、またルスカを悪人にしようとしてるっ！

　私が宏をにらむと、隣となりで光坂君が言った。

「でも、クラウス氏は閉じこめられていたんだから、ボークマン氏を殺すことはできないし、ルスカだって、今急いで殺して財産を手に入れる必要もないよ。養子なら、いつかは自分の物になるに決まってるんだから」

　そうだよね。

　すると冷泉寺さんがこっちを振ふり返って、その目をキラッと光らせた。

「ルスカはともかく、クラウスは怪あやしい。だってボークマンが死体で発見される前、クラウスは閉じこめられていた部屋にいなかったじゃないか。光坂、おまえ、見に行ってきて、いないって心配してただろ」

　光坂君が、はっとしたように視し線せんを上げ、私もドキ、ドキッとした。

　そうだった！

　瞬しゆん間かん、

「うわっ！」

　叫さけびを上げて三人は、大変身っ！

　苦しげにもがきながら、人間から動物にっ！

　そしてもう一度、人間にっ!!

　戻ったとたんに、三人ともまっ赤かになって、

「服っ！」

　自分の服に、あせって飛びついた。

　ただ宏だけが、いつもいつも服を裂さいてしまうので着る物がなく、あわてて床にしゃがみこみながら、ソファの上に置いてあったクッションを取り上げて、抱きしめた。

「アキ、レオンの服、借りてきてくれっ！」

　耳の端はしまでまっ赤になっているのが、なんだかかわいくて、私は思わず笑ってしまった。

　すると宏は、ますます赤くなった。

「あっち向いてろよっ！」

　ふくれてにらむその様子が、さらにいっそうかわいくて、私はからかいたくてたまらなくなり、ついつい言ってしまった。

「何で？」

　宏は、猛もう然ぜんと叫んだ。

「オレは、恥はずかしいんだっ！」

　おーっほっほ。

　もう少しからかいたかったけれど、かわいそうだったからやめにして、私は、お茶をいれるためにシャワールームの隣りにある台所に入った。

　そこで皆にお茶をいれ、冷れい蔵ぞう庫この中にあったムースをお皿に盛もりつけて、一緒に持っていくと、居間では、もうすっかり落ち着きを取り戻した皆が、さっきのニュースを再生して見ていた。

「やっぱり、クラウス氏って、怪しいかもしんない」

　光坂君が言って、ちょっとうつむいた。

「ずっと閉じこめられて利用されてきたわけだから、ついにたまりかねて殺しちゃったのかも・・・たまたまボークマンの部屋に連れられていった時に、言い争あらそいになったりしてさ」

　悲しそうな光坂君の前に、私は一番先にお茶とムースを、カシャンカシャンと置いた。

「どうぞ、召めしあがれ。食べた方がいいわよ。元気が出るから」

　そう言うと、光坂君は、ふっと目を上げて私を見た。

「ありがと」

　金の髪に輝かがやいた光が、繊せん細さいな感じの瞳ひとみに映うつって、キラキラと彼を彩いろどり、とてもきれいだった。

「夢美は、やさしいね」

　やさしいのは、あなたよ。

　言葉もかわしたことのないクラウス氏のために、悲しんでるあなたの方が、ずっとやさしい。

「僕、クラウス氏と話してみればよかったな。そうして少しでも気持ちを聞いてあげていたら・・・」

　光坂君がそこまで言ったその時、テレビの画面に見入っていた冷泉寺さんが叫んだ。

「高たか天ま、一時停てい止しっ！」

　とっさに宏が、手元にあったリモコンの一時停止シートを押した。

　その間、およそ、一秒の半分っ！

　うっ、宏の反はん射しや神しん経けいって、すごい!!

　さすがに、サッカー部のエース。

「何だよ、こんなとこで」

　画が面めんは、ボークマンの写真で止まっていた。

　まだ火傷やけどをする前のものらしくて、仮面はかぶっておらず、わりと目鼻だちの整った、恰かつ幅ぷくのいい熟じゆく年ねん男性の風ふう貌ぼうだった。

「こいつ・・・違ちがうっ！」

　冷泉寺さんが、目を見開いて言い、私たちはびっくりして、顔を見合わせた。

　違う!?

「何が違うんだよ」

　宏が聞いたけれど、冷泉寺さんは無言でガタッと椅子を立ち、電話のそばに寄って、ボタンをピッポッパッ。

「もしもし、ニュース報道局へ」

　どうやらテレビ局にかけているみたいだった。

「あの、視し聴ちよう者しやですが、さっきのニュースで流れたアーネスト・ボークマン氏の写真、違ってませんか？」

　私たちは、ただただ驚いて冷泉寺さんの口元を見つめていた。

　やがて彼女は、

「ああ、そうですか。どうも」

　あっさり言って受じゆ話わ器きを置き、それからその目を私たちに向けた。

「テレビの写真に間違いはないそうだ。あれがボークマンの顔なんだ。とすれば、船の中でマスクをつけて死んでいたのは、あいつじゃない」

　私たちは、息を吞のんで冷泉寺さんを見つめ、彼女は自信に満ちた笑いを浮かべた。

「あのマスクの下の顔は、火傷でケロイド状になってた。だから目鼻だちでは比べることはできないけれど、骨こつ格かくでわかる。顔の骨の形が、この写真とははっきり違う。死んだのは別人だ。別の人間を殺して、顔を焼き、ボークマンだと思わせたんだ」

　私は、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　だって・・・死んだのがボークマン氏じゃないんなら、彼はどこに行ったの？

　死んだのは、誰!?

　そして誰が、いったい何のために、そんなことをしたの!?

　そんな私の隣りで、冷泉寺さんは切り裂くように自分の前方を見すえ、ゆっくりと唇くちびるを動かした。

　まるで自分自身に言い聞かせるようだった。

「クラウス氏の部屋には、鍵かぎがかかってたよな。それで誰もが、彼は閉じこめられてると思ったんだが・・・考えてみりゃ、鍵の使い道は他にもある。つまり、中から出られなくするだけじゃなく、外から入れなくするためにかけることも、ある。あの鍵はきっと、クルーが間違って入ってクラウス氏を見つけてしまうのを防ふせぐために、かけられていたんだ」

　私には、冷泉寺さんの言葉の意味がよくわからなかった。

　それで聞いてみようとしたら、私より先に、私よりおバカさんの宏が言った。

「おい冷泉寺、もっとくわしく説明しろよ。よくわかんねーよ、オレ」

　うんうん。

　私が同意を示してうなずくと、光坂君も身を乗り出して、彼女の説明を待った。

　でも冷泉寺さんは答えず、挑ちよう戦はつ的てきな眼まな差ざしを強く光らせただけで、うっすらと笑って言った。

「もう一度、アルテミス号に乗ろう。そうすれば、何もかもはっきりする。すぐ行こうぜ！」











[image: ]









　皆みんなはそのまま出かけることができたんだけど、私には家族の世話があるっ！

　そこでちょっと待っててもらって、急いで家に帰って、天てん吾ごと人じん吾ごの面めん倒どうをみて、お風ふ呂ろ場ばを掃そう除じしてから夕飯を作って、温めればいいようにしてから、帽ぼう子しをかぶって再びロッジに向かったんだ。

　いろんな家事を、すごいスピードであっという間にやってのけてしまうのが、主しゆ婦ふの特とく徴ちよう。

「ああ夢ゆめ美みちゃん、待って。お風呂場のモップ、台所の野や菜さい置き場でブロッコリーと一緒になってるけど・・・」

　多少の荒あらっぽさも、主婦の特徴だったりする、あはっ。

「どこ行くの？」

　聞かれて、私はあわてて言った。

「ちょっとやり残したことがあってね、もう一回、行ってくるの、じゃね」
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　私がロッジに着くと、居い間まはシーンとしていた。

　ドアをノックしても、何の音おと沙さ汰たもない。

　はて。

　首をかしげながらノブに手をかけてまわすと、鍵かぎはかかっていなかった。

　待っててって言っといたんだから、いるはずよねぇ・・・。

　そう思いながらドアをそっと開けると、正面のソファに光こう坂さか君が脚あしを組んで座すわり、体をねじって後ろを振ふり返っているのが見えた。

　その後方には、半はん裸らの宏ひろしが立っていて、片腕うでを伸ばして光坂君の肩かたを抱いている。

　んっ!?

　なんだか異い様ようなムードを感じて、私が立ちすくんだその時、

「アキ、ちょっと遊ぼうぜ」

　宏がそう言って、もう一方の手を伸ばし、光坂君の綿めんシャツの前ボタンを一つ、二つ、三つとはずしたのだった。

　光坂君は、びっくりしたように目を見開いて宏を見上げ、かすれた声で言った。

「高たか天まさ、ん・・・」

　そんな光坂君の顔に、宏は自分の顔をおおいかぶせるようにして、キスしようとしたっ！

「きゃあああっ！」

　心臓が痛くなるほどドキンとして、私が叫さけぶのと、宏が体をのけぞらせて床に倒たおれるのが、同時だった。

「なっ、何してんのよぉ、あんたたちっ！」

　息も荒あらく言い放った私の前で、二人は苦しげにあえぎながら変化し、ドアの陰かげでは冷れい泉せん寺じさんがやっぱり変身中だった。

　あら、いたんだ。

「あのさ、窓から、おまえが来るのが見えたから」

　すっかり狼おおかみに変わった宏が、ハアハアと荒い息をついて言った。

「アキと話して、たまには変わったドッキリをしてもらおうと思ってさ。いつもいつも同じじゃ、つまらねーだろ。あきるしさ」

　くっ、くだらん工夫をするんじゃないっ！

　びっくりしたじゃないのぉっ!!

「どうせなら女の方がよかったんだけど、ここにゃ女はいないし、しょうがないから冷泉寺でもいいかなと思ったら、あいつ、やだって言うんだもん。冗じよう談だんのわかんねーヤツだよな。そいでアキで間に合わせたわけ」

　そんな宏を、冷泉寺さんは冷たい目でジロッとにらんだ。

「そういうバカバカしいまねに、協力はできん」

　脇わきで光坂君が、くすっと笑った。

「女でも男でも、同じパターンでいけると思ってる高天さんの太い神しん経けいを理り解かいできるのは、僕ぐらいだよ。でも、どうせ迫せまられるんなら、僕は」

　言いながら、ひょいっと私の腕の中に飛びこんでくる。

「夢ゆめ美みに迫られたい」

　宏が、ううっとうなった。

「どさくさにまぎれて、胸に顔を埋うめるなっ！」

　それで私はドキンとして、思わず腕を開いて光坂君を落っことしてしまったのだった。

　猫ねこだと思えば平気だけど、高一の光坂君だと思うと、抵てい抗こうあるんだもの。

　もちろん三人は、再び七しち転てん八ばつ倒とう、大変身っ！

「服っー」

　それぞれの服に飛びついて、あせってかぶったり、はいたり大おお騒そう動どうっ!!

　でも今回は、宏は、服に苦労しなかった。

　始めっから上は着ていなかったし、それに変身し始めた時に、あわててジーンズを脱ぬいだからね。

「体中がバリバリ変わってく時に脱ぐのって、結けつ構こう大変だけど、今回は突とつ然ぜんじゃなかったからな。そのつもりで、おまえが来るの待ち構かまえてたから、わりとゆとりあった」

　得意そうに言った宏に、冷泉寺さんが、グサッと突つっこむ。

「早めに脱ぐと、夢美に見えるぞ」

　宏はカッと赤くなって、私をにらんだ。

「おまえ、見たのかっ!?」

　私は、目をむいて叫んだ。

「そんなもん、見てないから」

「てめー、そんなもんとは、何だっ！」

　私たちは、バキバキッとにらみ合い、光坂君が間に入ってなだめてくれるまで、ずうっと険けん悪あくな雰ふん囲い気きだった。

「とにかく、出かけようぜ」

　冷泉寺さんが言って、細身のジーンズの後ろポケットから、レノマの青いサングラスを出した。

「人間の方が調べやすいから、私ゃこのままでいい」

　傾かたむけるようにしてそのツルをおろし、片手で顔にかけると、四角い角のあるサングラスのシルエットが美しい頰ほおにピッタリと合って、ゾクッとするほど素す敵てきだった。

　うっ、冷泉寺さんって、ハンサムっ！

「僕も、これでいいや。ここのところ変身することが多かったから、少し人間を楽しみたいもの」

　光坂君がニコニコしながら言って、きゅっとパーカーの裾すそのヒモを締しめ、宏もうなずいた。

「オレも、このままでいい。じゃ、行こうか」

　私は、昨日きのうから気になっていたことを聞いてみた。

「冷泉寺さん、リーザと連絡ついた？」

　すると冷泉寺さんは一気に、見るも気の毒どくなほど、しょげこんでしまった。

「つかない・・・」

　宏がちょっと笑った。

「引っ越しでも、したんじゃないのか。それともレオンが暗あん証しよう番号を間ま違ちがえたとか。あるいはおまえが聞き間違えたとか」

　冷泉寺さんは、見る間にオチコミから復ふつ活かつし、冷れい凍とう光こう線せんのようなその目を宏に向けた。

「間違いなどということは、レオンにも、私にもありえない。そういうことをするのは、高天、おまえぐらいだ」

　宏は、すっごく怒おこったけれど、まぁ・・・当たりかもね。

　私は宏の肩に手をかけ、トントンとたたいてなだめながら言った。

「さ、とにかく行こっ！　携けい帯たいはオフにしてね。変な時に鳴なると困るから」
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　聖せい樹じゆは、弁べん護ご士しに右手を差し出す。

「ご苦く労ろうだった」

　弁護士はその手を取り、再び総そう帥すいの印いんを受けられることに感激して頰ほおを染めた。

「これほど身近で総帥とお話しできるとは思ってもみないことでした。大変な栄えい誉よです。ありがとうございました。他にお役にたてることがありましたら、いつでも結けつ構こうです、どうぞ私にお声をかけてください」

　握あく手しゆを交わして別れ、署しよの外で待っていた警けい護ごの騎き士したちとともに車で小集ロ会ツ所ジに向かう。

　隣となりのシートに座すわった騎士が、総帥帰き還かんの連絡を入れているのを聞き、それが終わるのを待って命めいじた。

「ロッジの居い間まにいる冷れい泉せん寺じと話したいんだが」

　警護の騎士は短い返事をし、再び自動車電話を取り上げる。

　小集ロ会ツ所ジにかけて用件を伝え、しばらく待っていたが、やがて電話を持ったまま聖樹に向きなおった。

「居間には、現在、誰だれもいないそうです」

　自宅に帰ったのだろうか。

「では、冷泉寺家へ」

　しかし家にもいなかった。

　出かけたままだという。

　携帯電話も通じない。

　冷泉寺から情報が聞けないとなれば、自分でリーザにアクセスするよりなかった。

「急いで帰りたい」

　警護の騎士は車内電話で運うん転てん席せきに連絡し、車はスピードを上げる。

「冷泉寺家に言っておけ、貴たか緒おが戻ってきたら本人から私に連絡するようにと」

　小集ロ会ツ所ジの玄げん関かんには、騎士たちが迎むかえに出ていた。

「お帰りなさいませ」

　立ち並ぶ騎士たちの間を、聖樹は足早に通り過すぎ、電子機き器きルームに向かう。

　そこで暗あん証しよう番号を使って、リーザに連絡を取った。

　これなら、出ないはずはない。

　そう思っていたのだが、いくら呼び出し音を鳴ならしても応おう答とうがなかった。

　聖樹は、再びくり返す。

　やはり同じだった。

　今度は、本部の代表電話から呼び出してみる。

「リーザ・オルデンブルクは不ふ在ざいのようです。所在場所についての届けは、出されておりません」

　聖樹は、コールバックを頼たのんで電話を切った。

　いたたまれずに椅い子すから立ち上がる。

　どこに行った、リーザ、どこにいる!?

　いらだちの底から不安が生まれ、たちまち大きくなった。

　ひょっとして、本部で何かが起こったのか。

　いや、たとえそうだとしても、あのリーザが、それを切り抜ぬけられないはずがない。

　では何だ、何で連絡が取れないんだ。

　ふとラ・ルリジオンのことを思う。

　急にどこかに消えたきり、ずっと行方ゆくえがわからなかった。

　ようやく出会えた時には、すでに棺ひつぎの中だったのだ。

　思い出すと、今も胸が裂さかれるように痛いたむ。

　聖樹は両手で髪をかき上げ、天てん井じようを仰あおいだ。

　連絡をくれ、リーザ、頼む！
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　私たち四人は、今回は堅けん実じつに電車に乗って、横よこ浜はま駅で降り、そこからバスでアルテミス号の停てい泊はくしている埠ふ頭とうまで行った。

　タラップの前には、昨日きのうと同じように制せい服ふく姿のクルーが二人立っていた。

「どうやって入るの？」

　私が聞くと、冷れい泉せん寺じさんがサングラスを取り、たたんでポケットに入れながら答えた。

「見てろよ」

　そうしてつかつかと二人のクルーに近ちか寄よっていって、いきなり片方を殴なぐり倒たおし、びっくりしているもう一人にまわしげりをくらわして、あっという間に、すべての邪じや魔ま者を片づけてしまったのだった。

「いいぜ、来いよ」

　指を上げて私たちを招まねいた彼女に、宏ひろしが感心したような高い口くち笛ぶえをふいた。

「オレ、尊そん敬けいしそう・・・あいつって、豪ごう傑けつだよな」

　脇わきで光こう坂さか君が、あせって言った。

「お願いだから、そんなこと本人に言わないでよね、高たか天まさん。こんな所で内うち輪わもめするの、僕嫌いやだよ」

　宏は、ムッとしたように光坂君を見た。

「オレは、ほめたんだぞ。なんでそれで内輪もめなんだよ」

　そうしてつかつかと冷泉寺さんに近寄って、それをそのまま言ったらしく、バチンと張り倒された。

　光坂君が、大きくため息をついて、私を見た。

「高天さんって、どうしてああも忘れっぽいんだろ。前に僕が、冷泉寺さんのことを『ちゃんとした男だ』って言ってぶたれたの、覚えてないのかなあ」

　私がクスクス笑っていると、向こうで宏が、くやしそうにこっちを振ふり返った。

　頰ほおにばっちりとついた赤い手形が痛いた々いたしい。

「早く来いよ、おいてくぜっ！」

　腹立ちまぎれに怒ど鳴なられて、私たちはあわてて走り、ドタバタと船に乗りこんだ。

「おいっ、忍しのびこんでんだぞ、静かにっ！」

　冷泉寺さんににらまれながら、なんとかタラップを上り、船内に潜せん入にゆうした。

　そこまではよかったんだけれど、その後私は、ハタと考えこんでしまった。

　だって、これからいったい、何すればいいの。

　私たちは、ここに、何しに来たんだろ。

　そう思ったのは、私ばかりではないらしく、

「冷泉寺、これからどうすんの？」

　宏が聞き、光坂君も真しん剣けんな目で彼女を見つめた。

　そんな私たちの脇を通り過すぎながら冷泉寺さんは、親指を立てて、廊ろう下かの先をさした。

「例の閉じこめられ老人、クラウス氏の部屋を探さぐりに行くんだ」

「何でっ!?」

　思わず叫さけんだ私の後ろから、宏が飛びついて口を押さえた。

「静かにしろって言ってっだろっ！」

　耳に、宏の強いささやきが忍びこみ、背中いっぱいに彼のたくましい胸と腕うでとを感じてしまって、私は思わずドッキン！

「うっ！」

　たちまち彼らは、変身譚たんっ!!

「おい夢ゆめ美み、ここをどこだと思ってる。何だって、こんな所でやるんだっ!?　見つかったら、どーするつもりなんだ！」

　冷泉寺さんが、いつもの冷れい静せいさをすっとばして怒おこったけれど、わーん、宏が悪いんだぁ・・・。

「しょうがないだろ、夢美のせいじゃない」

　と、かばってくれたのは、めずらしいことに宏だった。

　あら、なぜかやさしい。

「さっさと、元に戻せっ！」

　声をひそめて冷泉寺さんが怒鳴り、宏がガウッと飛びかかって、私は皆みんなを人間に戻した。

「早く着ろっ！」

　皆があわてて服を身につけている間、私は誤ご解かいを招かないために目をつぶっていた。

　だって、さっきみたいに、見たとか怒られるの、やだもんね。

「オッケ。行こう」

　そう言って冷泉寺さんが先に立ち、光坂君が続いた。

　その後について私が行こうとすると、後ろから宏がふっと言った。

「おまえ・・・今、オレのこと意識しただろ？」

　言い当てられた私は、思わず赤くなりながら宏を見上げた。

　その視し線せんの先で、宏は、いつも元気な表情をふっとくもらせ、せつなげに横を向いた。

「オレ・・・」

　それから思いきったように私に向きなおって、強い光を浮かべたひたむきな目で、じいっと私を見た。

「オレ、すげえうれしかったよ」

　その瞳ひとみの中に、甘あまやかで熱い輝かがやきが浮かび上がり、私を見つめてやさしく揺ゆらめいて、私は思わずドキッ！

　直後に皆は、声を抑えて大変化っ!!

「夢美っ！」

　うっ、ごめん・・・。

「忍びこんでんだぞ！」

　冷泉寺さんがグワッと口を開けて叫んだ。

「何度もやるなっ!!」

　怪かい鳥ちようのようなその表情に、私は心臓がピッタリ止まる思いで、皆を元に戻した。

　ううっ、結けつ構こう、恐こわいのね、鷹たかって・・・。

「あと一回でもしてみろ、海にたたきこんでやる」

　冷泉寺さんが憤ふん然ぜんと言って歩き出し、私は恐おそれかしこまって、身を縮めながらその後に続いた。

　そうして皆で、クラウス氏の部屋まで行ったんだ。

　そのドアには鍵かぎがかかっていた。

「どいてろ」

　そう言って冷泉寺さんは、腕を伸ばして私たちを遠ざけ、ちょっと身み構がまえると、まわしげりの要よう領りようでノブをけり飛ばした。

　一瞬で、それはバッキンとはじけ飛び、宏が思わず、

「うーん、すげえな。やっぱり豪傑だ」

　と言ってしまって、また殴られた。

　うっ、かわいそう。

「早く入れ！」

　私たちは、あわてて中に駆かけこみ、ドアを閉めた。

　そこは、ごく普通の部屋で、この間私たちが通された客間と同じインテリアだった。

「ここで、何を探るんだ？」

　宏が聞くと、冷泉寺さんは、こともなげに言った。

「秘ひ密みつの通路」

　えっ!?

「船のクルーやメイドの目から、一人の人間を隠かくし通すのは、それほど難むずかしいことじゃない。バスとトイレのついた防ぼう音おん室しつに入れて、こっそり食事を運んでやればいいんだ。ところが、そいつに仕事をさせるとなると、これは大変だ。かなりひんぱんに足を運んで、資し料りようや材料を与えて、進行状況を管かん理りしなけりゃならないからだ。ところが、鍵のかかった一つの部屋に足しげく出入りするとなると、目立ちすぎる。まわりの人間の不ふ審しんを買い、噂うわさの元になる。これを解決する方法は、たった一つだ。つまり、行き来が自由にできる通路を作ること。この部屋に必ず、そいつがあるはずだ。捜さがせっ！」
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　冷れい泉せん寺じさんの命令の下もと、私たちは必死になって、クラウス氏の部屋で秘ひ密みつの通路を捜さがした。

　ところが、見つけることができなかった。

「だめか・・・」

　冷泉寺さんは大きく吐と息いきをつき、天てん井じようを仰あおいだ。

「くっそ！」

　その時だった。

　宏ひろしが、ビクッと頰ほおを動かし、その目に鋭するどい光を走らせたのだった。

「点てん滴てきの匂においだ・・・」

　私たちは、息を吞のみ、宏がその発はつ生せい源げんを探さぐり当てるのを、見つめていた。

「この間だ」

　床に片かた膝ひざを突ついて宏は、両手を絨じゆう毯たんの上に置いた。

「間ま違ちがいない。この下からだ。絨毯をはがそう、手を貸せ！」

　宏の言葉で、私たちは部屋の端はしから絨毯を丸めるようにして、ゴロゴロと動かし、部屋の隅すみに押しやった。

　すると、さっき宏がひざまずいていたあたりの床に、切れこみが入っていることがわかったのだった。

　冷泉寺さんが、不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

「どうやら、ここが秘密の通路らしいな」

　でも、切れこみだけじゃ、入れないよ。

「どうやって開けるの？」

　私が聞くと、そのあたりに顔をくっつけるようにして見ていた光こう坂さか君が答えた。

「ここに、埋うめこみ式のハンドルがあるよ」

　それは床の模も様ようの一つで、私みたいに雑ざつな人間だったら、絶対に見み逃のがしてしまうような保ほ護ご色しよくをしていた。

　光坂君が、桜さくら貝がいみたいに美しい爪つめで、それをそっと掘ほり出す。

「まわすのかな？」

　首をかしげる光坂君を、宏が後ろから押しのけた。

「貸せよ」

　少年らしいその目を、好こう奇き心しんでキラキラ光らせながら、宏は唇くちびるをぎゅっと結んで、ハンドルをあちこちに動かした。

　そのうちに床のその部分がギイッと音を立てて下方に動き、下へ行く階段が見えたのだった。

「やった！」

　顔を輝かがやかせて宏は、パチンと指を鳴ならした。

「行こうぜっ！」

　そうして真っ先に駆かけおりていき、途と中ちゆうで足を止めてこっちを振ふり向いた。

「早く来いよっ！」

　うーん、宏って元気だ。

「どこに続いてるんだろ」

　降りながら光坂君が不安そうに言うと、注意深くあたりに視し線せんを配っていた冷泉寺さんが、ふっと笑った。

「どっちみち、船の中さ」

　やがて階段は終わり、そこから廊ろう下かが始まった。

「匂いが、どんどん強くなる」

　宏が油ゆ断だんなく目を光らせながら、ちょっと鼻をこすった。

「もしかして、ここは、あのプールの下の階あたりなのかもな」

　廊下はまっすぐ続き、やがてその片側に、上に上る階段が二つ現れる。

「見てくる。ちょっと待ってろ」

　そう言って冷泉寺さんが、片方の階段を二段飛ばしで駆け上がっていき、しばらくして戻ってきた。

「上は、ボークマンの部屋だ。とすると、あっちは・・・」

　もう一方の階段にチラッと視線を走らせながら、光坂君に言う。

「光坂、見てこい」

「オレが行くよ！」

　宏が名乗りをあげたけれど、冷泉寺さんは首を横に振った。

「光坂でなきゃ、ダメなんだ」

　光坂君は息を吞み、できれば行きたくないといった様子で私を見たけれど、私は目いっぱい力をこめて、

「頑がん張ばってね！」

　と言ってしまった。

　それで彼は、しかたなさそうにおずおずと階段を上っていったのだった。

　ごめんね、でも勇気を出していろいろやった方がいいと思うよ、あなた自身のために。

　だって勇気ってものは、出すたびに、自信という形であなたの心に積み重なっていくものだからさ。

「なんで、オレじゃだめなんだよ」

　宏が不ふ服ふくそうに聞くと、冷泉寺さんはチカッと瞳ひとみを光らせた。

「おまえじゃ判はん断だんできないからさ。光坂なら、この上にあるものを一度見てるから」

　やがて光坂君が、驚おどろいた様子でドッと駆かけおりてきて叫さけんだ。

「ルスカ・ロレンスの部屋だったっ！」

　私は、息を吞んだ。

　ルスカの部屋！

　彼の部屋からここに降りられるってことは、彼がこの秘密の通路を知っているってことだった。

　そうなると彼も、今回のこの事件に関係があるのかもしれない。

　突とつ然ぜんそう思えてきて、ショックだった。

「な、高たか天ま、おまえじゃ、誰だれの部屋かわからなかったろ」

　冷泉寺さんが宏の肩かたをトントンとたたいてなだめていると、脇わきで光坂君が、考えこみながら言った。

「クラウス氏の部屋から、秘密の通路がボークマンとルスカの部屋に通じてるってことは、その二人がここを使って、クラウス氏の部屋に出入りしてたってことだよね」

　すると、冷泉寺さんは、宏の肩を抱いたままニヤッと笑った。

「あともう一人、クラウス自身も出入りしてたんじゃないのか」

　え？

「クラウスの部屋の、扉とびらの方には鍵かぎがあったけど、この秘密の通路への入り口には、鍵がなかった。つまりクラウスは、自由にここから出入りできたってことだ」

　あ！

「もしクラウスを閉じこめるつもりなら、こっちにも鍵をつけただろ。ところが、こっちはフリーパスだ。ってことは、扉の鍵は、クラウスを閉じこめるためじゃなかったってことだ。昨日きのうも言った通り、あれは船の連中をあの部屋に入らせないためのものなのさ。とすると、閉じこめられていたというクラウスの発言は、噓うそだということになる。彼は、何らかの理由で、自分で人目を避さけて、あそこで暮らしてたんだ。そして、その通路を通って、ボークマンやルスカと会っていた。なぜか。これが第一の謎なぞだ。それから殺ころされたボークマンは、ニセ者だ。なのに、クラウスもルスカもそのことについて口をつぐんでいる。なぜか。これが第二の謎だ。そして第三の謎は、ボークマンを殺して本物のように見せかけたのは、誰か。第四は、本物のボークマンは、いったいどこにいるのか。第五は、レオンに罪つみをなすりつけたのは誰か、第六は、聖せい衣いは、どこに行ってしまったのか。第七は、南なん原ばら純じゆん子この行方ゆくえ。今のところ、謎はそれだけだ」

　それだけって、昨日より増えてるじゃないのぉっ！

　ううっ、どんどんわかんないことが多くなるばっかりで、なんだかむなしいっ!!

「とにかく、先に行ってみよう。謎の答は、この先にあるような気がする」

　そう言って冷泉寺さんは先に立ち、私たちがその後に続いた。

　突然、ルスカの名前が出てきたことで、私の心は、とても動どう揺ようしていた。

　彼は、今度のことには関係ないと思いたかったけれど、ルスカの部屋に通じていると光坂君が言ったあの階段が、私のその考えを否ひ定ていしていた。

　もし、ルスカが関わっているとすれば、どんなふうにだろう。

　彼は、悪あく人にんなの!?

　そんなことないよね、彼は真しん実じつを知っている人だもの！

　悪い人のはずがない。

「シャッターだ」

　冷泉寺さんの声が響ひびいて、顔を上げると、私たちの行く手をさえぎるように、一枚のシャッターが下りていた。

「この向こうから、すげえ点滴の匂いだ」

　宏が顔をゆがめる。

「どっかにスイッチがないか？」

　冷泉寺さんに聞かれ、すぐ光坂君が見つけた。

「ここに、あるよ」

　小まめな光坂君には、捜し物の才さい能のうがあるみたい。

「よし、押せ」

　冷泉寺さんの声で、光坂君がそれを押すと、足の下の方からガガッとシャッターが上がり始めた。

　徐じよ々じよに見え始めるその向こうの光こう景けいに、私は息を吞んだ。

　そこにあったのは、プールだった。

　深さが五十センチほどしかない大きなプール。

　いっぱい水の張はられたその中に、何人もの人間が、裸はだかで浮かんでいた。

「これは水じゃない、点滴液だ!!」

　宏が叫び、私は目を見張って、その中に横たわっている人々を見つめた。

　何、これ!?

　男の人も、女の人も、若い人も年とった人も、黒髪も金きん髪ぱつもいて、全部で七人だった。

　ただ共通点は、その皆みんなが、小さな片ピアスをしているということだった。

　私のしている「月げつ光こうのピアス」にそっくりなピアスを。

　私は、目を見開いて彼らを見つめていて、その中に純子ちゃんの姿を見つけた。

　顔を天井に向け、目をぴったりと閉じて、横たわるように浮かんでいる。

　私は思わず走り寄より、プールの縁ふちにしゃがみこんで純子ちゃんを引き寄せようとした。

　瞬しゆん間かん、宏が飛びつくようにして私を押さえた。

「待てよっ！」

　叫んで宏は、険けわしく光らせたその視線をプールの中央に投げた。

「あれを、見ろ」

　私はそっちに目を向け、その点滴液の水面に、ＸＸＸという印しるしが浮かんでいるのを見つけた。

　そういう形に水がきらめいて、光を反はん射しやしていたのだった。

　烙痕ステイグマダだっ！

「あれが浮かび出てるってことは、この点滴プールの中には、人間以外の存在のエネルギーが働いてるってことだ。うかつに手を出すと、危ない」

　私は、息を吞んで言った。

「生きてるの？　純子ちゃんは、生きてるっ!?」

　瞬間、艶つややかな声が響いた。

「生きているよ」

　ビクッとして顔を上げると、壁ぎわの通路から、ルスカが、その美しい姿を現すところだった。

　私は、心に氷を押し当てられたような気がした。

　宏が、私の前に立ちふさがって叫ぶ。

「やっぱり、てめーかよっ！」

　ルスカは、ルリ色のその瞳を苦しげにまたたかせ、静かに視線を下げてプールを見た。

「ここにいるのは、『月光のピアス』とそっくりなピアスをしている人間ばかりだ。間違えて、連れてきてしまったんだ。今、彼らは、点滴液に『水のオンディーヌの聖衣』をひたして作った保ほ存ぞん液えきの中で眠っている。この中で一定期間を過すごすと、僕に関する記き憶おくだけを失うんだ。そしたらここから出して、そっと元の家庭に戻す。今までずっとそうしてきた。誰一人として傷つけてない」

　悲しげにそう言って、ルスカは吸すいこまれてしまいそうに澄すんだその瞳を、私に向けた。

「それだけは、信じてほしい、夢ゆめ美み」

　私は、たまらない気持ちで言った。

「でも、この船じゃ、人が殺されてるのよ」

　ルスカは、きれいなカーブを描いたその頰をつらそうにゆがめた。

「殺したのは、僕じゃない。それは」

　そこまで言って言葉をためらい、言いよどんだルスカに、かぶせるように一つの声が響いた。

「殺したのは、私だ」

　びっくりして私は、声の方向を追って振り返った。

　柱の陰かげから、一人の見かけない老人が顔を出していた。

　光坂君が、息を吞むようにしてつぶやく。

「クラウス氏だ・・・」

　その時私は初めて、この船に閉じこめられていたというクラウス氏の顔を見たのだった。

　もう七十歳か八十歳ぐらいのヨボヨボの老人だったけれども、皺しわの多い顔の中から光る灰色の目には、力があった。

「今まで通りおとなしく、マスクをかぶってボークマンの身代わりをしていればよいものを、よけいな欲よくを出して、秘ひ密みつをバラすなどと脅おどし始めるからだ。その罪つみをレオンハルトにかぶせたのは、彼が我われ々われのことに気づき始めていたからだ。さすがに総そう帥すい、恐おそろしく勘かんがいい」

　そう言いながらクラウスは、こっちに歩み寄ろうとして、ちょっとよろけた。

　瞬間、ルスカが血けつ相そうを変えて駆け寄り、腕を伸ばして彼を支えた。

「大丈夫っ!?」

「ああ・・・」

　クラウスは低いつぶやきをもらした。

「このところ、輸ゆ血けつしてないからな。血けつ液えきの瓶びんを一本、割ってダメにしちまったんだ。あっちこっちに飛び散ちったり、流れたりして、あと始し末まつが大変だった。おまけに、猫ねこがその上を踏んでいって」

　ああ、光坂君が足につけてきた時だ！

　この人の輸血用の血だったのか。

　私が光坂君を見ると、彼もこっちを向いて、かすかにうなずいた。

「新しい血液を取り寄せよう。僕のをやってもいい！」

　そう言いながらルスカは、自分の腕の中に抱きしめているクラウスを見つめた。

　その眼まな差ざしには、悲ひ愴そうな影かげがあった。

　私は驚おどろき、首をかしげた。

　え・・・これって、なんだろう。

「馬ば鹿かだな。大丈夫だよ」

　クラウスは浅く笑い、ルスカの腕の中から体を起こした。

「まだ、くたばれないね。『月光のピアス』を捜し出すまでは、君のエネルギー源げんでいなきゃならないから」

　胸に突つき刺ささるような言葉だった。

　エネルギー源!?
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　リーザから、コールバックがない。

　聖せい樹じゆはいらだち、再びホットラインをつないだ。

　鳴なり続ける呼び出し音が、耳に響ひびくのみだった。

　本部の代表電話にもかけてみるものの、相変わらず不ふ在ざいとの回かい答とうしか得えられない。

　心が焼けこげるような思いでテーブルに両りよう肘ひじを突つき、片手で両目をおおった。

　姿を消したまま永遠に別れなければならなくなったラ・ルリジオンのことが、くり返し思い出される。

　どこだ、リーザ、どこにいった。

　頼たのむ、連絡してくれ！

　おまえの声で、私に言ってくれ、ちょっと連絡が取れないからって取り乱みだすんじゃないと。

　意外に小しよう心しん者ものだ、と笑ってくれ。

　声が聞きたい、頼む！

「総そう帥すいレオンハルト閣かつ下か」

　かすかな音とともに館内電話のスイッチが入り、騎き士しの声がした。

「お電話です。日本支し部ぶの弁べん護ご団だん代表からですが、おつなぎしますか」

　聖樹は答えようとして、自分の声がかすれていることに気づく。

　あまりに強く思いつめ、喉のどに力をこめていたために、すっかり干ひ上あがっていた。

　手を伸ばしてミントのミストを取り、喉にひとふきしてから、つなぐように命めいじる。

　間もなく弁護士の声がした。

「総帥がおっしゃっていらした事じ故この件ですが。事故車が運ばれた修理工場を割り出して、足を運んでみました」

　そう言いながら弁護士は、わずかに声を震ふるわせる。

「普ふ通つうの事故ではありませんでした。いや、車は改造車で、未成年の無免許運転だったので事故自体に不ふ審しんな点はなかったのですが、その後が奇き妙みようでした。車から出た火の勢いきおいが強く、車体がひどく損そん傷しようしているのにもかかわらず、すぐに消えているんです。消しよう火か器きでも使ったのかと思って、その痕こん跡せきを探したのですが、まったくありませんでした。では、どうやって火を消したのか。車体をくまなく調べてようやく見つけました、ＸＸＸの刻こく印いんを」

　聖樹は、目を見開く。

　ＸＸＸの刻印、それは、人間以外の存在のエネルギーが働いた時に刻きざまれる烙痕ステイグマダだった。

　あの時、現場にいたのは、ルスカだ。

「感謝する」

　手早く言って電話を切り、聖樹はすかさず夢ゆめ美みの家にかけた。

「はい」

　幼よう児じの声がした。

「ああ、鈴すず影かげのお兄ちゃんか。夢美ちゃんなら、いないよ。帰ってきたんだけど、すぐ出かけた。行き先は、うーんと、わかんないや。何かやり残したことがあるとかで、もう一度行ってくるんだって」

　体中から血の気が引いていく。

　冷れい泉せん寺じも、家にいなかった。

　まさか四人で、アルテミス号に!?
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　宏ひろしがピクッと耳をそば立てる。

　そのそばで、私も息をつめた。

　それを見てクラウスは皮ひ肉にくな笑いを浮かべ、ルスカに視し線せんを投げたのだった。

「でないと君は、その若さを保たもつために、誰だれか他の人間からエネルギーを吸すい取らなけりゃならなくなるだろ、アーネスト・ボークマン」

　耳が信じられなかった。

　だって、ルスカがアーネスト・ボークマンだなんて・・・。

　私は、息を吞のんでルスカを見た。

　すると彼は、神しん秘ぴ的てきな感じのするその瞳ひとみに、あるかなしかのせつなげな笑いを浮かべて、手て袋ぶくろをした指を上げ、ルバシカの高い襟えりのボタンを上から三つはずした。

　きれいな首の線が見え、肩かたの線が見えて、そこに、青みをおびて輝かがやく透とう明めいなチョーカーがピッタリとついていた。

　オンディーヌの聖せい衣いだっ！

　目を見開く私に向かって、ルスカは静かに言った。

「僕が、アーネスト・ボークマンだ」

　う！

「不ふ老ろう不ふ死しである『水のオンディーヌの聖衣』の力を借り、クラウスのエネルギーをもらって、自分の年を十代に戻し、調ちよう節せつしてきた」

　私は、驚おどろきのあまり震ふるえ出さずにいられなかった。

　注意してよく見れば、ルスカの顔のいろいろな部分に、テレビで見た五十代のボークマンの特とく徴ちようを垣かい間ま見ることができた。

「何で・・・どうしてそんなことをしたの」

　知りたかった。

　こうして、秘ひ密みつが見えてしまった今でも、ルスカの正体がわかった今でも、私は、不ふ思し議ぎなことにまだルスカに惹ひかれていた。

　そして彼を知りたいと強く思っていたのだった。

「私に教えて、ルスカ」

　するとルスカは、つらそうにきゅっと眉まゆ根ねを寄よせ、顔をそむけた。

「僕は、自分に自信があった。

　自分の才能と、心と、容よう貌ぼうの美しさに、自信があった。

　そしてその三つを使って、自分の映画を撮とりたいと思っていたんだ。

　夢を求めて旅をする少年の話で、真しん実じつが珠しゆ玉ぎよくのように散りばめられている美しい映画だ。

　この世の中で一番美しい、今まで撮られた映画の中でもっとも、価か値ちある映画だ。

　自分の頭の中にあるその世界を、どうしても現実の作品にしたかった。

　けれど、誰も僕を認みとめず、僕の才能を認めず、僕に撮らせてくれようとしなかった。

　それで僕は、金をためることにしたんだ。

　まず金を作って、それで自分の映画を撮ろうと思った。

　でも、いざ金を作ろうとした時、僕の心の美しさは、自分を苦しませるものでしかなく、僕の外がい見けんの美しさは、自分を堕だ落らくさせるものでしかなかった。

　自分の美しさとたくさんの真実を踏ふみにじるようにして、僕は金を作った。

　そうしなければ、作ることができなかったんだ。

　そしてやっと、映画を撮れるだけの資し産さんができた時、僕は何一つ美しさを持たない、真実を見ることもできない老人になってしまっていた。

　僕は金と引き換かえに、若さと本当の自分を失うしなってしまったんだ。

　戻りたかった。

　ルスカと呼ばれていた美しい少年時代に。

　本当のことだけを愛し、真実だけを見つめて生きていた若い自分に戻りたかった。

　戻って、それを映画にしたかった。

　でなかったら、それまで何のために生きてきたのかわからない。

　でも、そんなことができるはずもなく、僕はあきらめて、若いころの自分に似た少年を見つけ、ルスカと名づけて、もうすっかり色あせてしまった夢をもう一度なぞるために、映画を撮り始めた。

　そんなことでもしていなければ、つらすぎてやりきれなかったんだ。

　そんな時、撮影中に火事になって、僕はルスカを助け出し、それでひどい火傷やけどを負おった。

　死んでもいいと思った。

　生きていても、僕の望んだことは、もう絶対に叶かなわないのだから。

　僕がルスカにそう言うと、彼は泣いて、そんな僕を否ひ定ていした。

　僕と一緒に仕事をするうちに彼は、僕の才能を認め、僕を尊そん敬けいするようになっていたんだ。

　僕に命を助けてもらったお礼と、僕の才能への敬けい愛あいをこめて、彼は、僕の夢を叶えてくれると言った。

　そのために、自分の生しよう涯がいを犠ぎ牲せいにしてもいいと言った。

　自分が生きていくことよりも僕の映画ができあがることの方が、今までのどんな人間も作ることのできなかった素す晴ばらしい僕の映画ができあがることの方が、有ゆう意い義ぎなことだと言ったんだ。

　そして・・・僕に金を出させて『水のオンディーヌの聖衣』を手に入れ、自分のエネルギーを僕に与あたえ続けて、僕を十代に保ち、代わりに自分は、日に日に老いていった。

　本当は自分こそ十代の少年なのに・・・そうだね、クラウス」

　私は、息を吞んでクラウスを振ふり返った。

　枯かれ木のような老人であるこの彼が、十代の少年だなんて、どうしても信じることができなかった。

「僕にエネルギーを与えるたびに老いる君は、人に不ふ審しんに思われないように部屋に閉じこもり、自分の存在を隠かくさなければならなかった・・・僕は必死で『月げつ光こうのピアス』を捜さがした。それさえあれば、すべてがうまくいく。クラウス、君を救うこともできるのだから」

　苦しげにそこまで言ってルスカは、はっとしたように顔を上げ、私を見た。

「僕は、なぜこんなことを話しているんだろう。こんなこと、今まで独ひとり言ごとにだって言ったことがないのに・・・」

　こっちを見つめる彼のその瞳の中に、とまどいといらだちの淡あわい光がきらめいて、私の心に射さしこんだ。

「夢ゆめ美み・・・君といると、僕は心を閉じていられない。君と会うたびに、その気持ちが強くなる。君のそばにいると、君に何もかも打ち明けて、君と心を一つにしたくてたまらなくなる。自分でもどうしようもなく、君に惹かれるんだ。なぜだ」

　亜あ麻ま色の髪を揺ゆすって叫さけんだ彼に、私は、驚きながらうなずいた。

　彼のその言葉は、そのまま私が感じていた言葉だった。

「私も、そう。私も同じ気持ち」

　彼は目を見開き、信じられないといったように私を見た。

「本当に？」

「ええ、ほんと」

　瞬しゆん間かん、宏が荒あら々あらしく腕うでを伸ばして、後ろから私を抱きしめ、耳のそばで言った。

「やめろよ。そんなふうに見つめ合うな」

　うめくようなその声で、私は、はっと我われに返り、自分がいつの間にかルスカに歩み寄っていたことを知った。

　歩こうとした覚えなんかないのに、知らないうちに、引きこまれるように彼に近づいていたのだった。

　その時初めて、私は、自分の様子がおかしいのを感じた。

　私、変だ・・・。

　思っている以上に、体が勝手に動いてしまう。

　そういえば、ただルスカと話してるだけのつもりだったのに、宏たちからラブシーンだなんて言われたこともあった!!

　自分でしようと思ってないのに、ルスカに近寄りかけたこともあった!!

　今だって、ただルスカを見てただけなのに、熱ねつ烈れつに見つめていたみたいに宏から言われてる・・・。

　なぜ!?

「おしゃべりは、このくらいにしよう」

　それまでずっと黙だまっていたクラウスが静かに言った。

「ルスカ、警けい察さつの目がレオンハルトに向いているうちに、日本から離れた方がいい。こいつらを眠らせろ」

　私は息を吞んだ。

　私を抱いていた宏の腕からふっと力が抜ぬける。

「夢美、下がってろ」

　そう言って宏は、私を後ろに押しやり、両手を拳こぶしに握にぎりしめながら、のめりこむようにルスカをにらんだ。

　カッと見開かれたその瞳には、挑いどむような光がまたたいている。

「できるもんなら、やってみろよ、馬ば鹿かやろう！」

　ぶつけるような声だった。

「夢美、こっち」

　光こう坂さか君が私の腕をつかんで引っぱり、自分の体の後ろに入れる。

「ここにいて！」

　その脇わきを、冷れい泉せん寺じさんがすり抜けて前に出、宏と肩を並べて立った。

「さて、眠るのは、どっちかな？」

　冷れい笑しようしながら十本の指を組み合わせ、バキバキッと鳴ならす。

　うっ、強そうっ！

「こっちは、三人。そっちは、ジイさんも含ふくめて二人だ。タイを張はるのは、無理だぜ。やめとけよ」

　宏がそう言うと、ルスカはふっと笑った。

　透明な輝きにつつまれたその笑顔は、美しく、そして挑ちよう戦せん的てきだった。

「君たちなら、僕一人で充じゆう分ぶんだ」

　宏が、ムッとしたように目を光らせ、冷泉寺さんも肩に力を入れる。

　光坂君も、私をかばう姿し勢せいを取った。

　そんな私たちの前で、ルスカはゆっくりと右手を上げ、今までずっとはめていた銀色の手袋を取った。

　白い右手が現れる。

「オンディーヌの聖衣が、なぜ『水のオンディーヌ』と呼ばれているか、わかるかい？」

　言いながらルスカは、手袋を取った手の人差し指を伸ばし、プールの端はしにある貯ちよ水すい槽そうの蓋ふたをさした。

「それはね、水を自由に操あやつれるからだ。火を消したり、それからこんなこともできる」

　瞬間、その指先からパッと光が走った。

　直後、貯水槽の蓋がはじけるように持ち上がり、そこから水が噴ふき出して、水みず柱ばしらのように立ち上がったのだった。

　息を吞んで見上げる私たちの方に、ルスカはゆっくりと指先を向け、その動きにそって水柱は、一気に雪な崩だれ落ちて、私たちを襲おそった。

　私は、思わず悲鳴を上げながら目をつぶった。

　うっ、打たれるっ！

　でも、いつまでたっても水はやってこず、恐おそる恐る目を開けると、水は、私の前の空中で、大きな渦うず巻まきを作って止まっていた。

　宏たちは、その中に吞まれて、旋せん回かいしながらもがいている。

　私は大声で叫んだ。

「やめてっ！」

「だめだ！」

　クラウスが叫び返して、ルスカを振り返る。

「保ほ存ぞん液えきの中に放りこんで記き憶おくを消すか、それとも殺ころすか、どっちかだ」

　私はルスカに走り寄って、彼の右手をつかみ、彼の目を見上げた。

「やめて、お願い！　ルスカ、私を見て!!　あなた、さっき、私と心を一つにしたくなるって言ったでしょ。私もそうよ。あなたと心を一つにしたい！　でも、こんなことするあなたとは、一つになれないよ」

　瞬間、ふっとルスカの瞳が揺らぎ、空中の水の渦がグラッとゆがんだ。

　そのまま私たちの上に、崩くずれ落ちてきそうになったのだった。

　きゃ！

　とっさにルスカが左腕で私を胸の中にかばい、右の人差し指で水柱をコントロールした。

　ところが、あわてたために方向が狂くるい、水柱は宏たちを吞みこんだまま、天てん井じようを次々とぶち抜いて、船の上の方まで噴き上がったのだった。

　きゃあぁぁぁっ!!

　私は、思わずルスカの腕を払いのけ、雨のように崩れ落ちてくる天井の漆しつ喰くいをかいくぐって、ドアから外に飛び出した。

　水の中に吞まれている宏たちのことが心配で、じっとしていられなかった。

　夢中で走って階段を駆かけ上ると、そこはルスカの部屋だった。

　その窓に飛びついて身を乗り出し、外をのぞく。

　水柱と宏たちが、埠ふ頭とうのコンクリートめがけて落らつ下かしていくところだった。

　わっ！

　と思ったとたんに心臓が、ドッキンっ！

　瞬間、三人はもがきながら姿を変え始め、冷泉寺さんはそこからさっと舞い上がり、宏と光坂君は、くるんくるんと宙ちゆう返がえりしながら、トンと埠頭の上に着ちやく地ちした。

　ふうっ、危き機き一いつ髪ぱつだったっ！

　大きく息をついたその時、私の肩に、手袋をした手が載のった。

「夢美・・・」

　振り返ると、ルスカが来ていた。

「今、君の帽ぼう子しの下で何か、光った・・・」

　ぎっくりして、私が帽子を押さえるのと、彼が強ごう引いんにそれを取り上げるのが、同時だった。

　きゃあっ！

「夢美、君は・・・」

　息を吞んで、ルスカは私のピアスを見た。

「君は、ピアスをしてたのか！　それは、そのピアスは、もしかして」
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　これ以上、ごまかせない。

　そう考えて、しかたなくうなずいた。

「『月げつ光こうのピアス』なの。今まで黙だまっててごめんなさい。あなたが『月光のピアス』を捜さがしていたように、私たちも『水のオンディーヌの聖せい衣い』を捜してたの」

　ルスカは手を伸ばし、私の両の二にの腕うでをつかんで、そっと自分の前に引き寄よせた。

「それでわかった」

　乱みだれた亜あ麻ま色の前髪の間から、確かく信しんのこもった美しい瞳ひとみが食い入るように私を見つめていた。

「僕らが惹ひかれ合うわけ」

　え？

「オンディーヌの聖衣の中央には、窪くぼみがあるんだ。初めて見た時には、意味がわからなかった。だが聖衣の入っていた聖せい櫃ひつの蓋ふたの裏に、こう書かれていた。その窪みに『月光のピアス』を埋うめこんだ時、聖衣はピアスのエネルギーで満たされ、もう他人のエネルギーを必要としない。その時こそ、『水のオンディーヌの聖衣』が永遠の聖衣として完成される時だ。その時を求めて、聖衣はピアスを引き寄せようとし、またピアスは、人の呪のろいを叶かなえるという自分の役目から解かい放ほうされたいと願って、聖衣の中に埋もれようとする。聖衣とピアスは、一体になるまで永えい久きゆうに引かれ合う関係にある聖せい宝ほうである、と」

　私は、息を吞のんだ。

　じゃ、私がルスカを理り解かいしたいと思ったのは、ルスカと心を一つにしたいと思ったのは、ピアスの力なんだ！

　ピアスが、私を動かしてるんだ!!

「それを読んで、聖宝同士が惹かれ合うのはわかっていた。だが、聖宝を身につけた人間までそうなるとは思わなかった。ピアスをつけた君と、聖衣をつけた僕。これは運命だ。僕たちはもう離れられないよ」

　ルスカの神しん秘ぴ的てきな瞳が、甘あまやかな光を含ふくんで強くきらめき、私は、ふらっとうなずきそうになった。

　彼の透とう明めいな眼まな差ざしが、心の底まで射さしこんできて、私の心を動かしたのだった。

「僕たちは、聖宝に選ばれた二人なんだ」

　私はめまいを感じた。

　これは、ピアスの力だ、私の意思じゃない！

　ピアスが私の心を動かしてるんだ!!

　それに負けまいとして、私はぎゅっと唇くちびるをかんだ。

　どうしたらいいの!?

　どうしたらこの力から自由になれるの!?

　鈴すず影かげさん、私を助けて！

　鈴影さんっ!!

　その時、足元にザバッと冷たい物が触さわった。

　ルスカがびくっとし、私もうつむいて、床の上にヒタヒタと水がついてきているのを見た。

　振り向けば、この部屋に上る階段は、もう水中に沈んでいた。

　私は、びっくりして叫さけんだ。

「ルスカ、水が出っぱなしっ！」

　ルスカは、はっと顔を上げて、もどかしげに右手の手て袋ぶくろを脱ぬぎ捨て、水面に向かって人差し指を伸ばした。

　その先から、白い光がほとばしり、水は電気のように音を立ててはじけ合うなり、一気に透明な泡になって、あとかたもなくスッと消えた。

　私は、あせってその階段に駆かけ寄り、走り下りた。

　だって、ここまで水が上ってきたってことは、その下にあった点てん滴てきプールや、その中にいた純じゆん子こちゃんたちは、水中に沈んだってことだもの。

　大変だっ！

　短い時間だったけれど、溺おぼれてるかもしれない。

　それに、さっき水が蒸じよう発はつした時、点滴液も一緒に気き化かして、プールが空からになってる可か能のう性せいもある。

　息をはずませながらプールサイドに飛びこむと、水はもうすっかり引いていた。

　その向こうに広がるプールには、これまでと同じように点滴液が満ちている。

　ああ、よかった。

　そう思ったとたんに、何か柔やわらかいものを踏ふんづけた。

　視線を落とせば、私の足元に、クラウスが倒たおれていた。

　落ちてきた天てん井じようの漆しつ喰くいの塊かたまりが後こう頭とう部ぶから肩かたにかけてのしかかっていて、血で染まっている。

「クラウスっ！」

　私の後ろでルスカが叫んで、走り寄った。

「クラウス・・・クラウスっ！」

　腕の中に抱き起こして名前を呼んでも、クラウスは目を開けず、人形のようにぐったりと首をたれているばかりだった。

「クラウス」

　血を吐はくようにつぶやいて、ルスカはクラウスの胸に自分の頰ほおを押しつけ、抱きしめた。

「クラウス、僕をおいて行くなっ！」

　ルスカの悲ひ痛つうな横顔から、私は目をそむけた。

　大事な理り解かい者しやであり、自分の命を支えてくれていたかけ替えのない人間を失うしなったルスカの悲しみが、痛いほど伝わってきて胸が苦しかった。

　その時、私の耳に流れこんできたのは、大きなうめき声っ！

　プールの方に目をやれば、点滴液の中で静かに眠っているはずの人々が、苦しみもがき始めていた。

　純子ちゃんも、片手で喉のどを押さえ、もう一方の腕を突つっぱらせている。

　びっくりして私はあちこち見まわし、さっきまでプール中央に浮かんでいたＸＸＸの印しるしが、今はなくなっていることに気づいたのだった。

　烙痕ステイグマダが、消えてるっ！

　このプールに働いていた人間以外の存在のエネルギーが切れたんだ!!

「ルスカ、烙痕ステイグマダが消えてるっ！」

　私が叫ぶと、ルスカは顔を上げ、深い絶ぜつ望ぼうの影かげを落とした眼まな差ざしで、私を見た。

「点滴液中に溶とけている聖衣成せい分ぶんが切れたんだ。その中に聖衣をひたせば、元に戻る」

　そう言ってルスカは、クラウスを床に横たえると、こっちに歩み寄ってきてプールサイドに立った。

「今、戻すから」

　そうしてプールの中に踏みこんでいこうとして、ビクッと足を止め、息をつめて私を振ふり返った。

「夢ゆめ美み、だめだ」

　その美しい顔に、あせりの色が、炎ほのおのように広がっていた。

　どうしたのっ!?

「聖衣のエネルギーが足りない。クラウスにもらう時間なんだ。でも・・・彼は死んだ。もう、もらえない」

　私は息を吞んで、苦しむ純子ちゃんたちを見た。

「このままにしておくと、どうなるの？」

「たぶん全員、死し亡ぼうする」

　そんなっ！

「このプールの人間を元の状態に戻す時には、プールから出す時間を毎日少しずつ長くしていくんだ。プールの中では、点滴液中の聖衣成分を皮ひ膚ふから吸きゆう収しゆうして生きている状態だから、それを元のような肺はい呼こ吸きゆうと消しよう化か器き吸収とに戻すためには、少なくても三日はかけないと無理だ。このまま聖衣成分のない点滴液の中にいたら、呼吸もできず、栄えい養ようももらえない状態でいるのと同じだ。死亡するに決まっている」

　そんなこと、させられない！

　私は夢中で言った。

「じゃ、私からエネルギーを取っていいから。私のピアスからいるだけ取って、そして早く純子ちゃんたちを元に戻して」

　ルスカは目を見開き、首を横に振った。

「そんなに大量に取ることはできない！　君の体が持たないんだ」

　純子ちゃんは、もう苦しむ力もないらしく、ぐったりとして横たわっている。

　私は大声で叫んだ。

「このままじゃ死んじゃうもの。私の体なら、持つか持たないか、やってみなきゃわかんないでしょ。やって！　やるのよ、ルスカ。私、持ちこたえてみせるから。さあエネルギーを取って」

　ルスカは、息を吞んで私の目の中を見た。

「どうしても？」

　私はうなずいた。

「純子ちゃんは、私の友だちなの。あなたにとってのクラウスと同じ！　失いたくない。わかるでしょう」

　じっとルスカを見上げると、彼は震ふるえるようにうなずいた。

「わかった・・・やるよ」

　長いまつげを伏ふせ、銀のメッシュの右手袋を取る。

「右手の指先が、触ふれた物のエネルギーを吸収するんだ。それを止めることができるのは、月の金きん属ぞくである銀だけだ。だからいつもは銀の糸で編あんだ手袋をして、カバーしている。・・・夢美、ほんとにいいんだね!?　後こう悔かいしない？」

　私が首を縦たてに振ると、彼は大きく息をついた。

「じゃ君の心臓からもらう。一番ロスが少なくていいから」

　そう言ってルスカは、親指を立てて床をさした。

「床に寝て。エネルギーを取ったら、しばらく体の自由がきかない。立ってると、倒れて危ないから」

　私は床にしゃがみこみ、そのまま体を倒して、長々と寝そべった。

　その脇わきに、ルスカが片かた膝ひざを突き、私の上に身をかがめる。

「じゃ取るよ、いいね!?」

　強い意思の力を浮かび上がらせたその瞳が、痛いほど真しん剣けんに私を見つめ、私はうなずいた。

「うん」

　するとルスカは、左手を伸ばして私のブラウスのボタンをはずした、二つ目までっ！

　うっ！

「緊きん張ちようしないで！　夢美、体を楽に」

　と言われても、言われてもぉ！

　私は、花も恥はじらう十七歳。

　男の子に、ましてやルスカみたいな美び貌ぼうの少年に、ブラウスのボタンを開けられて、緊張しないはずがないっ！

　でも、そんなのはまだ序じよの口で、次にルスカは、ブラウスの間から、私の胸の谷間に指を入れたっ！

　ひえぇぇぇっ!!

「ああ、だめだ。そんなに肩に力を入れちゃ」

　ルスカはため息をついて、手を上げた。

「心臓の動きを、速めないでほしい。でないと、取りにくい」

　冷れい静せいな光をやどした目で、ルスカは私を見、私は決意も新たにぎゅっと目をつぶった。

「わかった」

　サワッとブラウスの布が動き、ルスカの細い指先が私の肌はだに触れて、つっと中に入った。

　私はゾクッとしたけれど、必死で目をつぶって我が慢まんしていた。

　ルスカの指は、ちょうどフロントホックの下あたりで止まり、しばらくの間、動かなかった。

　それは、ちょっとでも私が体を動かすと、胸のふくらみがルスカの指に触ってしまうというきわどい部分で、私はもう、置き物のようにじいっとしているよりなかった。

　えーい、自分を岩だと思おう、そうしよう！

　やがて、ルスカの指の先が、少しずつあたたかくなり、それがどんどん熱くなってきて、同時に私はめまいがし、目の前がグラグラまわり始めて、気持ちが悪くなった。

　それに耐たえて、ただひたすら目をつぶっていると、ルスカの指はますます、燃え上がりそうに熱くなり、めまいはひどくなる一方で、体は果はてしなく重くなり、私は自分が床の中にズブズブとのめりこみ地の底へと沈んでいくような気がした。

　それで思わず悲ひ鳴めいを上げた瞬間、ルスカが手を放した。

「オッケイ」

　そう言って彼は身をひるがえし、そのままプールに飛びこんだ。

　瞬間、その水がぱっと金色に染まって、大きく波打ち、私は目を見張った。

　それで起き上がって、その様子をよく見ようとしたのだけれど、体が重く、気持ちが悪くて身動きできなかった。

　しかたなく私は顔を横に向けただけで、見える範はん囲いだけを見ていた。

　やがてプールは元通りに戻っていき、苦しんでいた純子ちゃんたちは、しだいにその表情を和やわらげ、体を伸ばして、次々と穏おだやかな眠りに入っていった。

　私は、ひと仕事やり終えたような気分で、大きく息をついた。

　よかった！

　その時になってようやく、私は自分のブラウスの前が開けっぱなしになっていることに気づき、うつむいて、それを閉めようとした。

　その瞬間に、見つけたのだった、自分の胸のまん中、ルスカの指の当たっていたそのあたりに、くっきりとついた烙痕ステイグマダの痕あとをっ！

　ＸＸＸの印が、まるで焼やき印いんのように私の胸の谷間についていた。

　きゃあぁぁっ！





○






　私は叫さけび声を上げ、それを聞いたルスカがすっ飛んできて、私のブラウスの前身ごろを夢む中ちゆうでかき合わせた。

「ごめん！　夢ゆめ美み、ごめん！」

　びっしょりと濡ぬれた亜あ麻ま色の髪から頰ほおへと、ボトボトと水をしたたらせながら私を見つめるその瞳ひとみの中に、切れるような悲しみが光っていた。

「できるだけ痕あとにならないように気をつけたんだけど・・・ごめん！」

　そう言ってルスカは、たまらないといったように顔をそむけ、声を震ふるわせた。

「僕のせいだ」

　きれいなその頰ほおを次々と水すい滴てきが伝わって、きらめいて流れ落ち、涙のように見えた。

　人間以外の存在のエネルギーが作用した場合、そのあとに烙痕ステイグマダが残る。

　七しち聖せい宝ほうが動いた時にも必ず、この印しるしが浮かび出るといわれていることを、私は知っていた。

　だから聖せい衣いが私からエネルギーを吸すい取れば、私にその傷が残るのは当たり前だ。

　当たり前だけれど、今こうして自分の胸の上にそれを見て、やっぱりショックだった。

　自分が傷ついたショック。

　それから烙痕ステイグマダ、別名、魔ま女じよの嚙かみ痕といわれているいまわしい傷が、自分に刻きざまれたショック。

　もう自分は、普通じゃなくなってしまったんだって、思えた。

　胸に、こんな刻こく印いんを持っていたら、きっと貴女ダアムにはふさわしくない！

　そう考えると、自分が汚よごれてしまったようで、悲しかった。

　でも、純じゆん子こちゃんを放っておくことなんかできなかったもの。

　あのまま純子ちゃんを死なせてしまうよりは、この方がまだましだと思うしかない。

　それに、ルスカのせいでもないし。

　これは私が望んだことで、私が彼に頼たのんだんだもの。

　その結果は、自分がかぶるしかないんだ。

　自分自身にそう言い聞かせて、私はあきらめ、ルスカを見上げて言った。

「ルスカ、あなたのせいじゃないから。そんなふうに自分を責せめないで」

　するとルスカは、その瞳に思いつめた輝かがやきをまたたかせた。

「僕に、責任を取らせてくれ」

　吸いこまれそうに強く、美しい眼まな差ざしがまっすぐに私を見おろし、私の返事を待ちながらあざやかに揺ゆれていた。

「僕は一生、君に尽くすよ」

　そう言ってルスカは両手を伸ばし、その胸の中に私を水平に抱き上げた。

「君と一緒に生きていく」

　軽々と私を両りよう腕うでに抱いて、見おろしながらそう言うルスカがとても頼もしく見えて、私は、また惹ひかれた。

　そんな気持ちになるのはピアスと聖衣のせいだとわかっていたけれど、もうどうしても止められないほどルスカに惹かれたのだった。

　私はじっと彼を見上げ、ルスカも私を見つめて、そして頰を寄よせ、私にキスしようとした。

　私は、避よけなかった。

　これほど言ってくれるのなら、もう受け入れてもいいと思えた。

　彼の形のいい頰が、私の頰にそっと押し当てられ、その美しい唇くちびるが私の唇に重なった。

　その時、

「夢美っ！」

　いきなり、なつかしい声に名前を呼ばれて、私は体中に電気が走るような気がした。

　一気に現実に引き戻され、目を見開いて振ふり向くと、そこに鈴すず影かげさんが来ていた。

　艶つややかな髪を乱みだし、たくましい肩かたを荒あら々あらしい息で大きく上下させながら、鈴影さんはカッカッと歩み寄ってきて、私の前に立った。

　足元には、宏ひろしと光こう坂さか君がついている。

「夢美を返してもらおう」

　そう言いながらルスカに両手を出した鈴影さんの顳こめ顬かみが、ビクッと震えた。

　あでやかな眼差の動きも、ピタリと止まる。

　私はびっくりして彼の視線の先を追い、自分のブラウスの前身ごろがねじれて、そこから烙痕ステイグマダがのぞいていることを知った。

　見られたっ！

　私は息を吞のんだ。

　一番見られたくなかった鈴影さんに、見られた！

　どうしよう!!

　そんな私の前で、鈴影さんは二つの美しい瞳に、暗い炎ほのおのような光を立ち上がらせて、ルスカを見た。

「き、さま・・・」

　その唇から低いつぶやきがもれるのと、ルスカが殴なぐり倒たおされるのが、同時だった。

　反はん動どうで、私は放り出されそうになって、とっさに床にしゃがみこんでくれた宏の背中に、ドーンと着地した。

「痛いてっ！　おまえって、重い」

　宏が悲ひ鳴めいを上げ、光坂君が私に飛びついてきた。

「夢美っ、よかった！」

　光坂君は私の胸に飛びこもうとし、ふっと私の胸元を見て息を吞んだ。

「烙痕ステイグマダ！」

　私は、叫ぶように言った。

「私、もう貴女ダアムになんてなれない。ルスカと行く！」

　瞬しゆん間かん、光坂君は大きく身震いし、首を激はげしく横に振った。

「だめだ！　そんなこと、僕が許さない。僕だけじゃないよ、高たか天まさんだってきっとそうだ」

　宏が、後ろから肩越しに、その鼻を私の頰に寄せた。

「もし、そのせいでおまえが貴女ダアムになれないって言うんなら、オレたちだって入団なんかしねーよ。しなくていい」

　そう言いながら宏は、やさしく私の頰をなめた。

「オレたちといろよ！　皆みんな、おまえを好きなんだぜ。ルスカが、どれだけおまえを想おもってるか知らねーけど、オレたち以上に好きってことは、絶対にないよ。オレたちが、一番だ」

　強く言いきった宏のひたむきな瞳の中に、熱い輝きがあって、まっすぐ私を見つめていた。

「夢美、オレたちといろ！　一緒に学校に行ったり、皆でふざけ合ったり、しようぜ」

　心の中まで踏ふみこんでくるようなその眼差が、私に自分を思い出させてくれた。

　自分の家や自分の家族や、その中での自分の位置を思い出させてくれたのだった。

　ああ、私はどこにも行けないんだって、思った。

　皆がいる限かぎり、どこにも行けない、行っちゃいけないんだ！

「そうだよ、夢美」

　私の膝ひざの上で、光坂君も言った。

「僕だって、夢美が貴女ダアムとして認みとめられないんなら、騎き士しになんかならなくていい。レオンさんだって・・・レオンさんだって、たぶん総そう帥すいの地位を捨ててもいいって言うと思うよ」

　私は、びっくりして光坂君を見た。

　だって、そんなこと！

　鈴影さんは、総帥として生きることだけを考えて、このために何もかもかけてきた人なのに、それがそんなこと・・・。

「きっと言う！　夢美がこの船にいるって知った時、レオンさんは、もう気が狂くるったみたいだったよ。どんなことでもやりそうに見えた。あんなに感情的になったレオンさんを、僕は初めて見た。そうだよね、高天さん」

　宏は、ちょっとうつむいた。

「そうだな・・・」

　私は、信じられない思いで、鈴影さんを見た。

　その視線の先で、鈴影さんは、まだルスカともみ合っていた。

　それは、私たちの誰だれもが、どう手助けしていいのかわからないくらい緊きん迫ぱくした、凄すさまじい戦いだった。

　殴ったり殴られたり、倒したり倒されたりしながら、やがて鈴影さんはルスカを屈くつ服ぷくさせ、その体の上に馬乗りになりながら、片手で自分のシャツの前ボタンを引きちぎるようにはずし、脇わきの下から銀の短たん剣けんを抜き放った。

「聖衣をもらう」

　叫んで銀剣をルスカのチョーカーの内側に差し入れる。

　そのまま一気に聖衣を切り裂さき、ルスカの首からはずそうとしたのだった。

　ルスカは、とっさに両手で銀剣を押さえ、鈴影さんの動きを止めながら、目を見開いて私を見た。

「夢美っ！」

　すがるように、心を投げつけるように見つめられて、私はたまらなくなって言った。

「鈴影さん、ルスカを助けてっ！」

　鈴影さんは、緊きん張ちようでギラギラ光るその目を私に向けた。

「冷れい泉せん寺じ研究所で、手術の準備をして待っている。外で、ドクターヘリも待たい機き中ちゆうだ」

　ああ鈴影さんは、何もかも考えてるんだ。

　私は力を振りしぼって立ち上がり、ルスカの所に歩み寄って、その手を握にぎりしめた。

「ルスカ、聖衣をはずして」

　彼は、ビクッとして私を見た。

「嫌いやだ！」

　私は、一いつ生しよう懸けん命めいに言った。

「ルスカ、ねえルスカ、若い時のあなただけが美しいなんて、そんなこと、ないよ。だって、あなたはあなただもの。お金を作るために苦しんで、自分の心の美しさや、真しん実じつを見る目を失うしなってしまったと言ったけれど、そんなこともないはず。本当にあなた自身が持っているものなら、いくら傷つけられても、それで失われてしまうことはないもの。あなたは今もちゃんと、きれいな心や真実を見る目を持っているでしょ。そしてそれに加くわえて、あなたは傷も持っているし、その痛みも知っているし、哀かなしみも味わってきた。それらは皆、あなたにとっての真実よ。痛みや哀しみを知っている心は、美しいと私は思う。自分に自信があった若い時には、知ることのできなかったたくさんの美しいことを、あなたは今、知っている。だから、若い時以上に美しい映画が作れるはずだと思う」

　ルスカは目を見開いて、食い入るように私を見た。

　私はうなずき、彼の心に向かって言った。

「あなたの今までの人生が、あなたから何かを失わせるだけのものだったなんて、そんなはずはない、絶対にないよ。私たちは皆、失うために生きているんじゃないもの。より豊かになるために、生きているんだから。ねえルスカ、勇ゆう気きを出して！　自分に戻って、今の自分を撮とれば、きっととても美しい映画になるよ、私はそう信じる。ルスカ、あなたがもし私を好きでいてくれるのなら、私の信じることを、一緒に信じて。あなたは自分の力だけで、この世の中で一番美しい映画を撮ることができるんだって！　そう信じて、そして勇気を出して自分に戻って」

　ルスカのルリ色の瞳に、ふうっと光のような涙がわき上がり、目め尻じりを伝っていくつもこぼれ落ちた。

「わかった・・・夢美、わかった」

　ルスカは強く目をつぶり、それから心を振りしぼるようにして、うめくような声で言った。

「わかったよ、ありがとう。君の、言う通りにする」

　鈴影さんが、ルスカのチョーカーから銀剣を抜き、立ち上がった。

「じゃ行こう。救きゆう急きゆう設せつ備びのある所で、聖衣を取る」

　うながされてルスカも立ち上がり、吸いこまれるように神しん秘ぴ的てきなその目を、私に向けた。

「夢美・・・君のことは忘れない。さよなら」

　私は、首を横に振った。

「また会お」

　するとルスカは、少し悲しそうに笑った。

「もし今度会えても、それはもう今の僕じゃないから、君にはきっとわからないよ。だから、さよなら」

　私は彼の手を取って、それを握りしめながら、押しつけるように言った。

「でも話しかけてくれれば、きっとわかる。あなたはあなただもの。また、会いましょ、きっとね」

　ルスカは、私の勢いきおいに押されるようにうなずいて、微笑ほほえみ、それから背を向けて、鈴影さんと一緒に出ていった。

　すらりとしてきれいなその後ろ姿を見つめて、私は、彼のこれからが幸せであるように、願わずにいられなかった。











[image: ]









　警けい察さつに連絡する前に、私たちは、点てん滴てきプールにいた純じゆん子こちゃんたちを、そのまま冷れい泉せん寺じさんのお父さんの研究所に移した。

　その後にやって来た警察は、プールが二つもあるその船に、とても驚おどろいたらしい。

　冷泉寺研究所で手当てを受けた人々は、一週間後には、普通の体に戻って、それぞれの家に帰ることができた。

　もちろん、純子ちゃんも。

　そんな彼女の姿を見て、私は心の底からほっと息をついたのだった。

　彼女を助けることができて、うれしく、そしてそんな自分が誇ほこらしかった。

　冷泉寺さんの話によれば、「オンディーヌの聖せい衣い」の力はすごくて、ほとんどの人が、あの船の中での出来事について記き憶おくを持っていなかったらしい。

　でも純子ちゃんは、こう言ったんだ。

「私、なんだか夢ゆめ美みちゃんにすごく、いろいろしてもらったような気がする。夢美ちゃんが、ほんとに私のことを大事にしててくれたような気がするの。この間は、ごめんね。私って、思いこみが激はげしいから。どっちかを選べなんて、あんなことはもう言わない。夢美ちゃんが話してくれる気持ちになるまで、待つことにするから。それでも、私たちは友だちに変わりないんだって思える、今は。不ふ思し議ぎね・・・」

　私は、すごくうれしかった。

　ああ私の気持ちが、通じたのかもしれないって、思えたから。

　ルスカは冷泉寺研究所で聖衣を取り、すぐ手しゆ術じゆつと手当てをして、順調に回かい復ふくしつつあり、今月末には、ドイツで二度目の手術をするために帰国するという話だった。

「夢美には会わずにいくって。まだ、体が普通じゃないから。きっと充じゆう分ぶんに回復したら、アーネスト・ボークマンとして会いに来るんじゃないかな」

　冷泉寺さんがそう言うと、光こう坂さか君がまぜ返した。

「自分の映画の試写会の切きつ符ぷを持ってくるんだ、きっと」

　宏ひろしが、顔を輝かがやかせる。

「あ、オレ見たい！　すげえアクション編だといいんだけどな」

「またぁ！　高たか天まさんって、わかってないな。きっと、ロマンチックな映画なんだよ」

　鈴すず影かげさんが、聖衣を聖せい櫃ひつの中におさめ、その蓋ふたを封ふう印いんすると、私のピアスの、ときめくような点てん滅めつも止まり、元通りの満月色になった。

　そうして何もかもうまくおさまり、私たちにも平和が戻ったのだった。

　ただ一つ、おさまらなかったのは、私の胸に残った烙痕ステイグマダっ！

　皆みんなが心配するので、私は、口には出さなかったけれど、心の中ではものすごく悲しんでいた。

　だって学校で着替える時や、身しん体たい測そく定ていの日は、隠かくすのにとっても苦労するっ！

　おまけに、こんなのがつきっぱなしじゃ、お嫁よめに行けないっ!!

　天てん吾ごは、一緒にお風ふ呂ろに入った時、

「わぁ、夢美ちゃん、ボディペイントしたの。おしゃれだね」

　と言ってくれたし、人じん吾ごは、

「へぇ、夢美ちゃん、イレズミしたの。カッコいい！」

　って言ってくれたけれど、世の中の人の全部が、彼らみたいにあどけないとは限かぎらないっ！

　わーん、私の未来は暗いっ!!
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　聖せい樹じゆは、「教訓タルムードの騎き士し」バンドームが、閉じこめられていた部屋を開けた。

「ご無ぶ礼れいがあったようで、申しわけありませんでした」

　一人がけの肘ひじかけ椅い子すで本を読んでいたバンドームは、ゆっくりと紙面から目を上げる。

「総そう帥すいは、無事にご帰き還かんか。警けい察さつの嫌けん疑ぎは晴れたらしいな」

　聖樹は胸に片手を当て、謹つつしんで一礼した。

「幸いなことでした」

　バンドームはオットマンから脚あしをおろし、立ち上がる。

「では、帰国させてもらうとするか」

　聖樹は身を起こし、姿し勢せいを正してバンドームを見た。

「私を警察に密みつ告こくした人間ははっきりしました。しかし聖せい衣いの情報をもらした人間は、依い然ぜんとして不ふ明めいです。我わが騎士団の人間のようですが」

　バンドームは、皮ひ肉にくな笑えみを浮かべる。

「私ではない、としか言えんな。私は、今の騎士団内部の権けん力りよく闘とう争そうに飽あき飽きしている。巻きこまれたくない。特にレオンハルト、君は総帥になってから、独どく裁さいをめざし始めたと言われている。そういう男は好すかないんでね」

　心に切りこむようなひと言だった。

　弁べん解かいは無む駄だだろうと考え、聖樹は目を伏ふせる。

　言葉を選び、静かに答えた。

「この事件で、烙痕ステイグマダを刻きざまれた人間が出ました。消してやりたいので、今度の新月の夜に出かけます。それまでご滞たい在ざいいただきたい。ご同行願いたいのです」

　バンドームは、興味深そうな顔つきになったものの、慎しん重ちような姿勢を崩くずさなかった。

「消しよう痕こんの儀ぎか。私も、過去に一度だけ見たことがある。心身ともにハードな作業だった。相手が、自分と関係のある人間の場合は特にな。誰だれの烙痕ステイグマダを消すのだ」

　聖樹は、バンドームを見すえる。

「貴女ダアム候こう補ほ者の少女、あなたが私に忠ちゆう告こくなさった相手です」

　バンドームは、信じられないといったように首を横に振ふった。

「とても無理だ。特定の感情を抱いている人間を相手に儀ぎ式しきを行えば、精せい神しんと肉体は無む限げん大だいに遊ゆう離りする。君自身が崩ほう壊かいするのだ。レオンハルト、君にはできない」

　そうかもしれなかった。

　だが、やらずにいられない。

　やらなくては、先に進めないのだ。

　やってみせる。

「やります」

　自分自身に誓ちかうように言いながら、まっすぐにバンドームを見つめる。

「彼女は、『月げつ光こうのピアス』を身につけているのです」

　バンドームの目の中を、驚おどろきが走り抜ぬけた。

「私の運命に巻きこまれたと言っても過か言ごんではありません。ピアスははずせない状態ですが、烙痕ステイグマダの方は私の力で何とかできるかと」

　バンドームは、かすかな笑みを浮かべる。

「あの少女は、貴女ダアム候補ではないか。烙痕ステイグマダの刻こく印いんくらい、耐たえられなくてどうする。試し練れんだと言いきかせればいい。それを消すために君が、我が身に危険を招まねくことはないだろう」

　聖樹は首を横に振った。

「確かに、当初は貴女ダアムにしたいと考えていました。それで候補とし、あなたにもご紹介したのですが」

　そう言いながら、母を思う。

　日本を離れてから、厳きびしい人生を強しいられてきた。

　それでも父の愛情に包まれていたから救われたのだ。

　夢ゆめ美みを貴女ダアムにし、ドイツに連れていくことはできる。

　だが、愛することができない。

　加くわえて騎士団内部は、混こん沌とんとしている。

　ドイツに連れていけば、母よりも、さらに厳しい人生を送らせることになるだろう。

「彼女が普通の少女であることが、最近よくわかってきました。今では、元の人生に戻してやりたいと思っています。危険な目にあわせたくないし、幸せになってほしい。すべてが終わったら、彼女の記き憶おくを消すつもりです」

　バンドームは、わずかに息をついた。

「君のことも、忘れるぞ。いいのか」

　聖樹はうなずく。

「はい、それが、彼女にとっての幸せというものだと信じます」

　バンドームは黙だまりこんだ。

　部屋に沈ちん黙もくが満ちる。

　聖樹は、踏ふみこむように口を切った。

「消痕の儀を行う目的は、もう一つあります。それは、あなたに私の力を認みとめてもらうことです。私が総帥位にふさわしいだけの潔けつ癖ぺきな精神と、完かん璧ぺきな技術を持っていることを、この儀で証しよう明めいしてみせます」

　バンドームは、唇くちびるをゆがめた。

「何のためだ、レオンハルト。騎士団の中で、私は大して高い地位にない。私が認めたからといって、それが何になるのだ。何にもなりはしない。君はもう総帥位を確かく保ほした。七しち聖せい宝ほうの収しゆう集しゆうが終わったら、そこに安あん住じゆうし、大いに独裁を楽しめばいいではないか」

　皮肉な響ひびきのこもったその言葉を聞いた時、聖樹は、バンドームの心の内にある虚きよ無むを見たような気がした。

　誇ほこり高く、かつ確かな能のう力りよくを持ちながら低い地位しか与えられないことに、バンドームは傷ついているのだ。

　対立するどんな派は閥ばつからも身を引き、すべてを睥へい睨げいする立場を取ることで、自分を慰なぐさめているのだろう。

「あなたは誤ご解かいしている」

　聖樹は、バンドームの心に入りこもうとして懸けん命めいになった。

「私は、我が騎士団を心から愛し、現げん状じようを変えたいと望んでいます。今の騎士団を刷さつ新しんし、父がめざしていた崇すう高こうな結けつ社しやに造り変えたい。そのために身を捧ささげる覚かく悟ごは、すでにできています。すべてを犠ぎ牲せいにしてもいい。それが、ただ一人選ばれた自分の責せき任にんだと思っています。あなたに認められたいのは、味方になってほしいからです。私の協力者は、今あまりにも少ない。あなたがいずれの派閥にも属ぞくしていないのは、あなたの誇りだと思います。また私に忠ちゆう告こくを放ったあなたの洞どう察さつ力りよくに、大いに敬けい服ふくしています。どうか私の力をご覧ください。そして私を信じることができると思われたなら、味方になって騎士団の立て直しに力を貸してください」

　バンドームはふっと目をそむけた。

　ささやくようにつぶやく。

「そのために、命をかけてもいいと思っているわけか」

　聖樹は強くうなずいた。

「もちろんです。これは私の命より大切な問題であり、私にとっては、やり抜かねばならないものなのです」

　バンドームは息を吞のみ、視線を戻してしっかりと聖樹をとらえた。

「よし。では君の命がけの儀式、拝見するとしよう」

　聖樹は、ほっと息をつく。

　ここまでこぎつけることができて、よかったと思った。

　いまだに連絡の取れないリーザに、胸の中で呼びかける。

　おまえの提てい案あん通り、バンドームは必ず味方にする、待っていろ。

　ドアをノックする音が響く。

「総帥閣かつ下かに、ご面会です。面会者は、高たか天ま宏ひろし。居い間まで待たせてありますが」
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　聖せい樹じゆは、消しよう痕こんの儀ぎを行う日と時間をバンドームに告つげ、それを彼自身の言葉で確認してから、居い間まに向かう。

　ドアを開けると、そこに、高たか天まがぽつんと座すわっていた。

「どうした」

　こちらを向いた顔には、とまどいの色が浮かんでいる。

「レオンは」

　そう言いながら立ち上がった。

「レオンはアルテミス号の中で、高天なら何が起こっても最後まで夢ゆめ美みを守るって言っただろ。何で、そう思ったのか、教えてくれ。知りたいんだ」

　聖樹はちょっと笑った。

「おまえが彼女を好きなことはわかっている」

　高天は、見る間にカッと頰ほおを染めた。

「好きな女を守れない男はいない。普通の人間にとっては、愛こそ、この世で最大の力だ。そうだろ？」

　高天は、力をこめてうなずく。

　聖樹はその肩かたに手を乗せ、しっかりと握にぎりしめた。

「おまえの恋を応援している。頑がん張ばれよ」

　高天は、ふっと不安そうな表情になった。

「オレを応援って・・・レオンは、どうなの？　レオンだって」

　その先を言われたくなくて、聖樹は突つき刺さすような視し線せんを高天に向ける。

　高天は気け圧おされたらしく、言葉をにごした。

「レオンだって・・・好きな子がいるだろ」

　聖樹は、横を向く。

「私は、恋はしない」

　それが自分の選んだ道だと、自分自身に言いきかせた。

「誰だれも、愛さないことにしている。気を遣つかわなくていい」

　想おもうだけなら、許される。
















　どれほど想おうと、どれほど想いを募つのらせようと、構かまわない。

　口に出さなければ、いい。

　この腕うでに抱きしめなければ、いい。

　胸の奥に秘めてさえおけば、許される。

　心に閉じこめておけば、いいんだ。

　居間の電話が鳴なり響ひびく。

　そばにいた高天が出て、話してから聖樹を振ふり返った。

「外線から電話だって。本部のアクスクーって人らしいんだけど、出る？」

　息がつまった。

　しめていたネクタイのノットに指先を突っこみ、音を立ててほどく。

　クレリック・シャツの襟えり元もとのボタンを二つまではずし、ようやく息をついた。

　アクスクーが、いったい何を言ってきたのか。

　体中が燃え上がるような思いで、高天の差し出す受じゆ話わ器きを手にする。

「レオンハルトです」

　とたん、電話の向こうから絶ぜつ叫きようが聞こえた。

　ひとしきり叫さけんで、うめき声に変わる。

　聖樹は、眉まゆをしかめた。

　耳に、アクスクーの低い笑い声が流れこむ。

「レオンハルト、君の側そつ近きんには、いささか行ぎよう儀ぎの悪い男がいるようだな。私の居きよ住じゆう区くに忍しのびこみ、重要データをコピーしようとしたんで、保ほ安あん院いんが身み柄がらを拘こう束そくした」

　再び聞こえた絶叫で、それがリーザのものだとわかった。

　聖樹は、受話器を握りしめる。

　連絡が取れなかったわけがようやく理り解かいできた。

「何をしてるっ!?」

　リーザほどの男が、簡かん単たんに捕つかまるはずはない。

　どうせ汚きたない手で陥おとしいれたのだろう。

　睡すい眠みん薬やくか、それともハニートラップか。

　体中が煮にえ返るような思いだった。

「レオンハルト、君も次じ期き当とう主しゆ選せん抜ばつ教きよう練れんで習っただろう。我わが国には、拷ごう問もんの長い歴史がある。むろん我が騎き士し団だんも正式採さい用ようし、拷問専門機き関かんである聖フェーメ団に委い託たくしている。誤ご解かいしてほしくないんだが、これは保安院による正せい規きの逮たい捕ほであり、取り調べの一いつ環かんだ」

　リーザの叫びは、熱を帯おびる。

　聖樹は、怒ど鳴なり声を上げた。

「やめろっ！」

　アクスクーは、声をひそめる。

「もちろん私も、こんなことはしたくない。だが本人が、自分の単たん独どく犯はん行こうだと言い張って、誰の命令か話さないんでね。やむを得えず、だ。これ以上やると命の危険があるようだから、君に電話をかけることにしたというわけだよ。君が、自分の命令だったとはっきり言ってくれれば、すぐにでもやめられるんだが。どうだい」

　聖樹は、言葉を吞のみこむ。

　認みとめれば、総そう帥すい位いを剝はく奪だつの上、裁判ということになるだろう。

　その結果は決まっているし、リーザも同どう罪ざいだ。

　お互いに、命が助かることなどありえない。

　聖樹は、歯を食いしばる。

　ここでまた、アクスクーにやられるのか。

　握った片手を自分の胸にたたきつけた。

　またか、またなのか。

　自分の非ひ力りきさに歯ぎしりする。

「今日は拷問二日目で、脚あしを伸ばしているところだ。体を固定し、なめし皮の紐ひもを足首に巻きつけて、牽けん引いん機きに結んで引っぱる。すべての筋きん肉にくと腱けんを、限界を超えて伸ばすんだ。昨日きのうは両腕だったが、伸びきってしまったよ。もう使い物にならんだろう。脚も、今日中にはそうなるだろうね。君が、命令したと言いさえすれば中止させるが」

　聖樹は片腕を上げ、したたり落ちる冷や汗をぬぐった。

　どうする？

　どうするんだ!?

「総帥レオンハルトは、独どく裁さい権けんを行使するため、側近を使って関係各所の重要データを盗ぬすみ歩いているという告こく白はくだ。そう言うだけでいいんだよ、レオンハルト」

　リーザの大声が耳に突き刺さる。

　自分の体が引き裂さかれるような気がした。

　聖樹は、かみつぶすようにつぶやく。

「アクスクー、きさま、殺してやる！」

　冷れい笑しようが響いた。

「私より、君の側近の方が早く死ぬだろうね」

　落ち着けと、自分に言いきかせる。

　拷問の専門家は、決して殺さない。

　殺してしまったら、その拷問は失敗なのだ。

　たとえどれほど体を損そん壊かいしたとしても、殺すことだけは絶対にない。

　リーザの状態を中ちゆう継けいし、死をほのめかして聖樹をおどすことで、アクスクーは望みのひと言を手にいれるつもりなのだ。

　そうすれば、総帥位を剝奪できる。

　おそらく、自じ白はく以外に証しよう拠こがないのだ。

　だからリーザに単独犯行だと言われてしまっては、まずい。

　それをくつがえすために、躍やつ起きになっている。

　聖樹がここを切り抜けるには、ただ耐たえて、口をつぐんでいればいいだけだった。

　だがリーザは、どう考えているのだろう。

　次期当主選抜教練で最終選考まで残った「菩ぼ提だい樹じゆ下かの三人」であれば、どれほどの苦く痛つうの中でも、必ず目もく途とを持っている、それを見失うことはないはずだった。

　彼が耐える気なら、聖樹がしゃべるわけにはいかない。

　だがもし、もう参まいっているのなら、言ってもいい、私が命めいじたと。

「リーザと話をさせろ」

　そう言うと、アクスクーはうれしそうな笑い声をもらした。

「ほう、説得してくれるのか。ありがたいね。話ができるように、鼓こ膜まくと舌したは残してあるよ。だが、決して圧あつ力りよくをかけるなよ、この部屋のすべては録ろく画が録ろく音おんされている。ただし、私の声を除のぞいてだが。君が被ひ疑ぎ者しやに何か一つでも自分に有ゆう利りになるようなことを言えば、それは罪つみに当たる。では、代わろう」

　アクスクーの声が途と絶だえ、しばらくして大きな息いき遣づかいが聞こえた。

「聖樹、おまえ、いつから聞いてた？」

　かすれた、それでもどこか恥はずかしげな声だった。

「おまえが聞いてるとわかったら、ひと声ももらさなかったのに、な」

　聖樹は、リーザのプライドを守ろうとして言った。

「いや聞いてない。電話は今、つながったばかりだ」

　言いながら、この先をどう話そうかと迷まよう。

　リーザの、引きつるような笑いが耳に届いた。

「『菩提樹下の三人』のリーザ様が、ひでぇざまだぜ。もうおまえの役には立てそうもない」

　あえぐように言って、急にまじめな声になる。

「あのな」

　ささやくようなつぶやきだった。

「おまえに会わせる約束の女、あいつに会う時は、薔ば薇らの花を持っていけよ。シャンパン・ゴールドのだ」

　こんな時に女の話なんかと聖樹が思った瞬しゆん間かん、力をこめた声が響いた。

「お別れだ、聖樹」

　電話の向こうでガタッと大きな音がし、驚おどろきの声が上がる。

　騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きが伝わってきた。

「リーザ、どうした、リーザ」

　受話器を握りしめて叫ぶものの、答がない。

　聖樹は固かた唾ずを吞んで耳を澄すまし、向こうの状じよう況きようを聞き取ろうと必死になった。

「どうだ」

「難むずかしいかと」

「何とかならないのか」

　何だ、何が起こっている？

「ああ、もうどうしようもありません」

　その声を最後に、あたりが静まり返った。

　やがて受話器からアクスクーの声が聞こえてくる。

「君の側近は、死んだ」

　いきなり心臓をつかまれたような気がした。

　息ができない。

「武器になりそうなあらゆるものはそばに置いてなかったんだが、自分で舌をかみ切った」

　言葉が喉のどにつまり、焼けるように痛いたんだ。

「これは、拷問死ではない。自じ殺さつだ。よって墓はかは、教会の影かげの落ちる北側だな」

　いまいましげに言ってアクスクーは、わずかに鼻を鳴ならした。

「罪ざい人にん同どう様ようの墓とは、気の毒どくに」

　聖樹は、受話器をたたきつける。

　片手で両目をおおい、天を仰あおいだ。

　信じられない、こんなふうに別れなければならなくなるとは！

　次期当主選抜教練で出会い、剣けんを交まじえて友となり、それからずっと今まで、いやこれから先も生しよう涯がい、離れることはないと思っていた。

　かけがえのない友人、すべてをわかってくれ、支えてくれ、助けてくれた、ただ一人！

　もしその身に何か起こったら、今度こそ必ず自分が助けにいくと固く心に誓ちかっていた相手だったのに!!

「レオン・・・」

　呼ばれて振り返ると、高天が呆ぼう然ぜんとした表情で立ちつくしていた。

　驚きと、恐おそれが入り混まじった顔をしている。

「どうかしたの。何かあったのか」

　聖樹は、目をそむける。

　法ほう律りつの保ほ護ごの下もとで生きている高天、まだ自分で窮きゆう地ちを切り開けるだけの力がついていない高天に、騎士団の過か酷こくな現状を知らせて、おびえさせたくなかった。

「悪いが、一人にしてくれないか」

　高天の足音が出入り口の方に向かい、やがてパタンとドアが閉まった。

　聖樹は、両手を拳こぶしに握りしめる。

　アクスクー、おまえを許さない。

　必ず、倒たおす！

　その首を、リーザに捧ささげてやる!!

　罪人同様の墓だと？

　ふざけるな！

　聖樹は、胸に片手を当てる。

　リーザの墓は、ここにある。

　私とともに、リーザは生きる。

　私に命がある限り、永遠に一緒だ！
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「夢ゆめ美みちゃん、お休みっ！」

　天てん吾ごと人じん吾ごを寝かしつけて、私はほっとして自分の部屋に戻り、宿題をした。

　何となく疲つかれていて、今日は早めに寝ようかななんて思っていたその真夜中、風もないのに窓がトントンと揺ゆれた。

　不ふ審しんに思ってベッドからおり、電気をつけて、窓を少し開いた。

　すると、低く響ひびきのいい声がすべりこんできたんだ。

「こんばんは」

　月のないまっ暗な夜の中に、鈴すず影かげさんが立っていた。

　ミッドナイトブルーの闇やみを宿してこっちを見上げるその瞳ひとみは、たとえようもないほど甘あまく、魅み惑わく的てきで、私は思わず、コクンと息を吞のんでしまった。

　うっ、美しいっ！

「入ってもいいかな」

　聞かれて、私がうなずくと、彼は窓の縁ふちに片手をかけ、ひらりと中に飛びこんできた。

　深い緑色に輝かがやく艶つややかな髪が、長身のその背でサラッと乱みだれて、気品のある頰ほおに振ふりかかり、ゾクッとするほどあでやかだった。

「新月の夜まで待っていたんだ。新月の真夜中にしかできない儀ぎ式しきをしようと思って」

　儀式？

　私が首をかしげると、彼は少し笑った。

「君の、烙痕ステイグマダを消す儀式」

　こっ、これって、消えるのおっ!?

　私は、喜びで躍おどり上がりそうになりながら言った。

「消えるのっ!?」

「ああ、消える。高たか天まや、光こう坂さかのも、私が消した」

　そういえば二人とも、ブレスでやられたことがあったんだっ！

　私は、すっかりうれしくなった。

「お願いします」

　鈴影さんはうなずいて、目でドアをさした。

「鍵かぎを閉めて」

　私は、ドアに駆かけ寄よってそれを閉め、部屋の中を振り返った。

　鈴影さんは、腕うでを伸ばして上着を脱ぬぎ、さらにボタンダウン・シャツの前ジッパーをジャッとおろして、それを脱いでいるところだった。

　蛍けい光こう灯とうの明かりの下に、日に焼けてたくましいその上半身が露あらわになり、私はちょっと、まぶしかった。

　ジーンズのベルトラインに続くしなやかな体の線が、とてもきれいに見える。

　美しいラインを描えがいたその肩かたから脇わきにピッチリと締しめていた細い革かわ帯おびをはずし、テーブルの上に置いてから、鈴影さんは鞘さやに入った銀ぎん剣けんを取り上げた。

「ベッドに横になって」

　そう言いながら瞳だけをキラッとこっちに向ける。

　そんな彼が、あまりにも素す敵てきで、私はドキンドキンしてしまった。

　すごっ、やっぱり絶ぜつ世せいの美び貌ぼうだぁ・・・。

　息を吞んで見とれていると、鈴影さんはその目に、あざやかな輝きを浮かび上がらせながら、もう一度言った。

「おいで、ベッドに」

　ドッキン！

　同じセリフでも、言う人が素敵だと、妙みように色っぽく聞こえてしまうのはなぜかしらっ!?

　ああ、ドキドキが止まらないっ!!

　心臓があまりにも速く打ち出して、私は体が震ふるえてしまった。

　それを一いつ生しよう懸けん命めい抑えて、鈴影さんのそばまで行くと、彼は、涼すずしいその視し線せんをベッドへと流した。

「寝て」

　頭にカアッと血が上って、私は、まるで操あやつり人形みたいに体中をギクシャクさせながらベッドに座すわり、後はもう必死で、そのまま後ろに引っくり返るように横になった。

　そのベッド脇に、鈴影さんがゆっくりとひざまずき、剣を私の枕まくら元もとに置く。

「じゃ、始めるよ」

　心臓の音がベッドに伝わって、スプリングがギシギシいうんじゃないかと心配している私の上に、鈴影さんは身をかがめるようにして十字を切った。

　流れるようなその髪が、彼の裸はだかの肩からサラサラと、私の上にこぼれ落ちる。

　目を上げると、高こう貴きで上品な感じのする彫ほりの深い顔と、少し翳かげのある黒い瞳とがすぐ上にあって、私をじっと見つめていた。

「いいかい？」

　ささやくように言って、彼はその目を一いつ瞬しゆん、激はげしく強く輝かせ、私はますますドッキン、ドッキンっ！

　うっ、だめだ、これ以上は心臓が持ちそうもないっ!!

　と思ったとたん、私のパジャマの前のボタンに鈴影さんの指がかかり、それをポロッとはずしたのだった。

　私は思わずその手をつかみ、起き上がってしまった。

「鈴影さん、私、だめですっ！　心臓が、こわれそうっ!!」

　すると彼は、ふっと涼しげな笑いを浮かべた。

「じゃあ、眠っているといい。その間に終わるから。今、薬を作ってあげよう」

　鈴影さんは剣を取り上げ、鞘から抜くと、その先を自分の左胸に当て、軽く突ついた。

　さっと傷口が開き、血がしたたる。

　うっ、痛いたそっ！

　けれど彼は、表情も変えずにそれを銀剣の薔ば薇らの浮き彫りの上に受け、それから、甲かぶと金がねをはずして中から白い粉を出すと、それを血に混ぜ、左手の薬指につけた。

「こっちを向いて。唇くちびるに塗ぬるから」

　私が顔を上げると、鈴影さんはは右手で私のあごを押さえ、その薬指を私の唇に当てた。細く、やさしいその指先が、つっと唇をこすり、私の鼻にうっとりするほど甘い香りが忍しのびこんだ。

　自分の体中がまるで空気のようにふわっと広がり、上へ上へと浮かび上がっていくような快こころよい気分で、私は鈴影さんを見つめた。

　そんな私に、彼はやさしく微笑ほほえんだ。

「すぐ眠れるよ。ああ口をきこうとしちゃいけない。今は、しゃべれないから」

　その通りだった。

　私は、すっかり言葉を忘れていて、まるで雲の上にいるような快い気分の中を漂ただよっていた。

「六十三分だけだ。六十三分すれば元に戻れる。だからおとなしくして。体を楽に、私を信じて私にまかせて。いいね」

　じいっと見つめられて、私がぼんやりした気持ちでうなずくと、鈴影さんは銀の剣を取り、私の枕の横にまっすぐに突き立てた。

「天と地と聖せい霊れいの名において、命めいじる。聖なる銀剣よ、もし私の心にくもりが生じたなら、即そく座ざに私の心臓をおまえの鞘とせよ。その時は、命ばかりでなく魂たましいも、精神もそして名めい誉よも、何もかも私から奪うばい去ることを命じる。聖なる剣の精せいよ、おまえに私は宣せん誓せいする、その時は、何もかも失うしなう覚かく悟ごがあると」

　瞬間、銀の剣は、ギラッと美しい光を放った。

　それは剣が、鈴影さんの言葉を受け取った合図のように、私には思えたのだった。

　やがて鈴影さんの手が、私のパジャマのボタンにかかり、それらを下まではずした。

　次に、彼の長い指が私の背中にまわって、そっと私を持ち上げ、静かにパジャマを脱がせた。

　私は、自分を全部、彼にあずけて、ますます強く光る銀の剣の透とう明めいな輝きの中で、彼の胸の中に抱きしめられ、その口づけを受けた。

　それは夢を見ているように不ふ思し議ぎな、甘やかな気分で、私は自分の肌はだの上に、鈴影さんの日に焼けた肌のあたたかさを感じ、それに包まれながらどんどん意識が薄れ、ついには眠りこんでしまったのだった。
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　気がつくと、ベッドに寝ていた。

　はっとしてうつむいて見ると、ちゃんとパジャマを着ている。

　でもその下をのぞくと、下着は着ていなくて、しかも烙痕ステイグマダは、影かげも形もなかったっ！

　あれは、夢じゃなかったんだっ!!

　そう思いながら体を起こしたとたん、ベッドの下に倒たおれている半はん裸らの鈴すず影かげさんが見えた。

　きゃあぁぁぁ、死んでるっ！

　私が叫さけんだその瞬しゆん間かん、

「心配いらない」

　低い声が響ひびいて、はっと顔を上げると、出入り口のそばにバンドームさんが立っていた。

「力を使い果はたして、気を失うしなっているだけだ」

　そう言ってバンドームさんは、私のそばまで歩いてきて、枕まくら元もとに突つき刺ささっていた銀の剣を抜ぬいた。

　それは、たった今磨みがき上げられたばかりのように美しく、一点のくもりもなく輝かがやいていた。

「精せい神しんの力で肉体を抑えこんで儀ぎ式しきを行うのは、大変なことだ。よくやったとレオンハルトをほめてやりたい。先日、本部が発表した訃ふ報ほうの中には、彼の側そつ近きんの名前があった。親しい人間の死に耐たえつつ高こう等とう技ぎ術じゆつを要ようする儀式を行い、成功させたレオンハルトの強きよう靭じんで潔けつ癖ぺきな精神を、私は高く評価する。今回、刑事事件に関わったことは、胸の内におさめておくことにしよう」

　私は、ほっと息をついた。

「ありがとうございますっ！」

　バンドームさんはちょっと笑い、鈴影さんの脇わきに片かた膝ひざを突いた。

「ベッドを貸してくれ。早く回かい復ふくできるように、私のエネルギーを分けてやりたい」

　私は、あわててベッドからおり、パンパンと枕を整えた。

「どうぞ」

　バンドームさんは、鈴影さんの筋きん肉にく質しつの体を片かた腕うでだけでグイッと持ち上げ、私のベッドに置いた。

　ぐったりと横たわった鈴影さんは、まっ青さおで、まるで死んでいるように見えた。

　額ひたいには、冷や汗がいっぱい光っている。

「大丈夫なんですか？」

　心配になって聞くと、彼はうなずいた。

「ああ。二人だけにしてくれ。一時間ほどでいい」

　それで私は、部屋を出ていこうとし、窓が開けっ放しになっていることに気づいて閉めるために近ちか寄よった。

「夢ゆめ美み」

　その外に、光こう坂さか君が立っていたんだ。

「心配で、バンドームさんと一緒に来たんだ。ちょっと、出てこない？」

　私は窓を閉め、玄げん関かんから出て庭にまわった。

　壁に寄りかかっていた光坂君は、私を見ると、クイッと体を起こして近寄ってきた。

「高たか天まさんと冷れい泉せん寺じさんもいたんだけどね、二人とも、見てられないって帰ってった」

　私は、光坂君の言葉が、鈴影さんの行った儀式をさしていることに気づいて、聞いてみた。

「私、ボウッとしてて、断だん片ぺん的てきにしか覚えてないんだ。いったいどんな儀式だったの？」

　光坂君は、洗いっぱなしの金の髪をかき上げながら私を見、繊せん細さいでみずみずしい感じのその瞳ひとみに、少しせつなげな光を浮かべた。

「夢美は、とても幸せそうに見えたよ。たぶん薬のせいだね。でもレオンさんは、悲ひ壮そうだった。とても苦しげで、見てるこっちの方が、いても立ってもいられなくなるほど痛いた々いたしかった。それで二人とも帰ってったんだ。でも僕は、そんなにまでして夢美の烙痕ステイグマダを消そうとするレオンさんの意思の強さを尊そん敬けいして、見ていた。レオンさんは、すごいよ。やっぱり総そう帥すいとしてふさわしい人だと思う」

　光坂君は、ちょっとうつむき、それからゆっくりと歩き出しながらクスッと笑った。

「そんなレオンさんを見てたら、僕の悩みなんか、ほんとにくだらないことに思えた。前に僕、高天さんにヤキモチ妬やいて、もう夢美には会わないって言ったろ。高天さんは僕よりずっと先に夢美と知り合って、僕の知らない夢美をいっぱい知ってて、僕はどうやってもその分を埋うめることができないからって・・・でも、あれは違ちがうんだなって思えた。必ひつ死しで儀式にとりくんでるレオンさんを見てたら、そんな自分が恥はずかしかったよ。もうどうしようもないことにこだわっているより、これから自分でどれだけのことができるかについて、考えた方がいいって思えた。今、高天さんより知らなければ、これから知っていけばいいんだからさ。今、夢美と一緒に経験していることを、思い出にして積み重ねていけばいいんだ。夢美と会わずにいたら、ますます僕の知らない夢美が増える。僕は、やっぱり会わずにいられないよ」

　そう言って立ち止まり、光坂君は腕を伸ばして、そっと私の頰ほおに触ふれた。

　私がびっくりして足を止めると、彼は、ひたむきな瞳で私を見つめ、輝くような笑顔を見せた。

「世界中で一番、夢美が好きだ」

　その瞳が一いつ瞬しゆん、熱くきらめいて、私は思わず、ドキッ！

　即そく座ざに彼は、緑の猫ねこに!!

「夢美！　告白してる時ぐらい、僕を変えないでよっ！」

　わーん、私のせいじゃないっ！

　皆みんな、ピアスが悪いんだぁ!!





「オンディーヌの聖衣　了」










原作

藤本ひとみ

Hitomi Fujimoto




長野県生まれ。作家。西洋史への深い造詣と綿密な取材に基づく歴史小説で脚光をあびる。

著作に「王妃マリー・アントワネット　華やかな悲劇」「皇后エリザベート」等。近著には日本史を扱った「幕末銃姫伝」「壬生烈風」等も。










文

柳瀬千博

Chihiro Yanase




「銀バラ」の大ファンで、これがデビュー作。

夢の第一歩を踏み出すも、現実の厳しさに涙。

書くのは難しいと実感。好きなキャラは宏。










イラスト

えとう綺羅

Kira Eto




この作品にかかわらせて頂き、とても光栄です。そして、とてもとても、ものすごく緊張します・・・！　未熟者な自分で大変恐縮ですが、銀薔薇の素晴らしい世界観に恥じないよう頑張りたいと思います。
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夢ゆめ美みと銀ぎんの薔ば薇ら騎き士し団だん




オンディーヌの聖せい衣い








原作／藤ふじ本もとひとみ

文／柳やな瀬せ千ち博ひろ





[image: ]





2017年8月17日　発行





[image: ]Hitomi FUJIMOTO, Chihiro YANASE 2013





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『夢美と銀の薔薇騎士団　オンディーヌの聖衣』

2013年6月27日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）















item/image/p000-00-19-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg
A BB

gELPowHEE L F LT 4 — XD EE A

PO LV ORNRT XVRMNGQR (KHD - <HD)

AN A ORI O AN — L — HHIE RN T X

U R AN LR O—YANIT L RHSK - ER°
[BOHERRHE] HHR +EWREL i Hi
Usgorordsa” EERUEOTONDEH e L°

BRIKOREX FOIR—BOHHNRANY XKE-ANIRS
FER UNKORVEEOZ R I’

HOREE® <RQHNHEHOKAL" NI 0ROK
ROV AR ST S I S
BEQEL R e

B NUVERHY SHECREN HHESHT R
NPEROH X A—RERKATIN BIOR VRS’





item/image/p000-00-9-1.jpg
ey
h/%%%.
IEN
o





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-76-1.jpg
S QN R K





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-91-1.jpg
UK QD





item/image/p000-00-101-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-105-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
Y
!,
5

AKR-BANK

N K
e.mcly?‘/

LN —g

&
5
C
w
A

[k
JE
il
—d

BBV D UKERMHERREUR(UME RED
ERAOWEIER A EHE QI B E AT

TR EHE R0 e LS ORI R v £
AUCE NRT—DNA—QRUNRWHTN #h LB

BRIV’

NIV NS REHOKHR MRVEKWHIN
E R QOIS ROKE WO’

SRR BOEREHE [RE] og4Hs
W EHECE-HALOOER R LR

i

HIKR TP HO VLT OB O O ORI IS

BECQERH’





item/image/p000-00-12-1.jpg
eUﬁ)\h,Wmsm?E7x®uc3®§





item/image/p000-00-35-1.jpg
AR )E.






item/image/p000-00-58-1.jpg
RY2QEEO





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		夢美と銀の薔薇騎士団の事情



		本部より愛をこめて



		びっくり驚きピアスのときめき



		仮面の男の出現



		謎の点滅



		蠍座の女



		教訓の騎士の忠告



		人間を超えた存在



		二度と、しない



		自己嫌悪



		美しきルバシカの少年



		ＧＵＴ



		アルテミス号の怪



		行動開始



		出入り口なし



		誰かいる



		囚われの人の正体



		仲間のプライド



		カエルの串刺し



		犯人は？



		罠



		冷泉寺の奮闘



		横柄な参考人



		顔が違う！



		再びのアルテミス



		ハンサムな彼女



		連絡とれず



		部屋の秘密



		エネルギー源



		烙痕



		意外な人物



		ピアスの力



		結末



		命より大切なもの



		友よ、さらば



		おいで、ベッドに



		夢美と銀の薔薇騎士団



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-31-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-61-1.jpg





item/image/p000-00-73-1.jpg
B ) i~ —





item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-43-1.jpg
e

Lol





item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg
Lk
iR

— 2N S





item/image/p000-00-51-1.jpg
ZoR0<LQHK





item/image/p000-00-97-1.jpg
i





item/image/p000-00-29-1.jpg
P18 D7





item/image/p000-00-21-1.jpg





item/image/p000-00-40-1.jpg
2k K TP Q B





item/image/p000-00-63-1.jpg





item/image/p000-00-86-1.jpg
e





item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-107-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
85

A

FREROH

+.
[H%

He

155

S





item/image/logo-bslog.png





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p000-00-14-1.jpg





item/image/p000-00-33-1.jpg





item/image/p000-00-82-1.jpg





item/image/p000-00-98-1.jpg
o P

B PR00





item/image/p000-00-79-1.jpg
) X2 24





item/image/p000-00-26-1.jpg





item/image/p000-00-49-1.jpg





item/image/p000-00-45-1.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





item/image/p000-00-87-1.jpg





item/image/p000-00-100-1.jpg
M (ska





